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マイコン 制御 で、洗う、乾かす、暖める ・と、すべてをコントロール。

しかもビデ洗浄付です。新しいウォ シュレγ トは、マイコンによる自動

温度制御方式。洗浄、乾燥、暖房便座の温度は、すべてこのマイコ ン

がコントロールしてくれま丸だから室温、水温の変化に影響されず、

春夏秋冬、いつもおしりは快適。お子棟、ご老人、身体の不自由な方

でも、ラクな姿勢で使え、痔や便秘にも効果的てす。また、生理中、妊

娠中、出産後など、ふだんより 一層消潔に気を配らなければならない

女性のために、ピデ洗浄も設けました。カラーも 3色 愉っています。

特に注目 していただきたい、 2つのポイント。1. パネルl 枚にすべての

スイ y チを集めた新設計。ボタンは経く 押すだけのフェザータ y チで士一

2. 洗浄ノズルは使用11寺に伸び、洗い終ると縮んで便座の裏に隠れ

る伸縮式。用便H寺な ど汚物が付着しません。しかもノズルは43度( ビデ

もっと快適に、増改・取 替 は53度)の 角度っき。理由はおしり
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4 通常総会開催通知

昭和59年度第 l 図通常総会を下記のとおり開催いたしますので、

何卒ご出席下さいますようお願い申し上げます。

社団法人 日本建築協会

会 長 福 田 朝 生

d己

と き 昭 和59年 6 月20 日( 水) 午後 411与30分 - 5 時

ところ 社団法人 日本建築協会

大阪市北区梅田 1 丁目 l 番 3 - 2100 

大阪駅前第 3 ピル21階

ぎだい 1  . 昭和58年度 事業報告ノゑ認の件

2. 昭和58年度 決算報管* 認の件

3. 昭和59年 度 事業計画本必の件

4. 昭和59年 度 収 支f f J : *. a、の件

4 会員の受賞

このたび下記会只の) J 々がそれぞれ表彰を受けられましたので、

ここに誌してその栄許をお慶び申し上げます。

記

勲五等双光M! . 日帝 岡野 武司氏( ( 掬岡野組社長)

盛E 綬 褒 T，l: i笠沼 茂夫氏( ( 附浅沼組社長)

/1 ，fi山 繁氏( 近畿屯公工事( 欄社長)

大 阪 府 知 事 表 彰 恒 成 - WII R  ( つねなりすたじお)

/1 平日中 勝 氏 ( ( 的手[ J 中商府社長)

ロートアイアンスクリーンの寄贈

寄 贈 者 月 岡 工 房 月 岡 岩 男 氏

洋画「静物」尾崎久助画 の寄贈

寄 贈 者 側 三 晃 空 調 尾 亀 清 四 郎 氏

このたびのサロン開設に伴い、本会第三代会長尾崎久助氏の拙か

れた「静物J を尾( u . h ' f 四郎氏より、また、工芸家としてご活似の月

岡岩男氏より白作の鉄製スクリーンの寄附がありましたので、

に誌して厚〈御礼申し上げます。

日本建築協会会告一一一一

‘ 新幹線大阪~東京乗車券の販売

お知らせ

日本位築協会では、会長サービス・J:; 業の一環として上記采 JI1券を

割安価格にて版22いたしますのでぜひご利用下さい。

お申し込みは、社団法人日本建築協会総務課まで。なお、土、目、

祝祭日は、本会の休日です。

大阪市北区村正問 l 丁目 1 番 3 - 2100 

大阪駅前第 3 ビル21階 電 話06- 348一0635

普 通 点 往 復

グリーン' I l /1 

本会頒価

21 ，600門

27 ，000円

* 協会でM敏- 1 } を防人し、会 uに fJ i ( f 圃て' パラ売リ

4 新入会者ご斡旋お願い

駅売価絡

24，400阿

34，200円

本会は大正 6 年 3 月創立以来、建築法規の法制化に努めたほか、

わが国初j の住宅博覧会の開催、四会述合工事請負契約約款の制定な

ど、今日に至るまで、緯築界を リードするとともに、一般社会との

結びつきを深めてまいりました。

また、建築界の総合団体として常に建築関係各部門の連繋と調整

に当たり、相互の親陸、共存共栄に意を注ぎ 、会誌「建築と社会J

の発行や、朝食会、懇親会の実施、笑務に直結した諸植の事業活動

を行っております

つきましては、 3 年後に創立70周年を迎えるに当たり、会貝倍加

運動を展開して会勢をはかることになりましたので、新入会者のご

斡旋をお願い申し上げた〈、何卒特別のご高配をお願し、申し上げま

す。事務局への屯話番号は 06- 348一0635です。

組築と社会 1984年 5 月サ 1  



一 一 一 一 日 本 建 築 協 会 会 告

昭和59年度茶室見学会( 第 1回)

4 逸 翁 美 術 館 、 池 田 文 庫 の 茶 室 と

茶 道 具 を 見 る

池 田 市 住 石 町 の 五 月 山 の ふ も と に あ る i急 翁 美 術 館 に は 、 故 小 林 一

三 翁 ( 号 は j卑 翁 ) の 蒐 集 さ れ た 約 5 ，OOO.'.'!: の 美 術 工 芸 品 が あ り 、 そ

の特徴としては、二E朝時代の占。附洋のほか燕村、呉春の作品が顕著

で す が 、 何 と い っ て も コ レ ク シ ョ ン の 本 命 は 茶 道 具 で あ り ま す 。

この 6 刀 の 初 め か ら は 「 茶 道 具 類 別 展 一 後 期 J として茶掛、花入、

茶碗、 ｊ 存者号、茶杓、釜、水指、香合なと γＩｾ 品がおびただしく陳列

さ れ 、 な お 逸 翁 が 実 際 に 茶 会 を さ れ た i時 の 道 共 組 が 2 席 分 再 現 さ れ

て い ま す 。 今 回 は 、 こ れ ら を 観 賞 し 、 館 内 に あ る 数 寄 屋 師 、 臼 井 石E

に ん が

一 郎 氏 の 作 っ た 即 庵 ( 3 $ 占台目と拘引所の耐白い ]f{;) 、その他人我，ヂ

(  4 帖半と 6 帖 ) と 近 く の 池 田 文 席 の 縫 っ 阪 急 学 園 に あ る 逸 翁 自 身

が設計され、たびたび使われた茶室、r ' : i 彩 J奄 ( 4 帖 半 と 広 間 ) と 大

小 MJ: ( 4  it，'j 半 台 目 と 広 間 ) の 4 席 、 い ず れ も 茶 道 の 稽 古 場 と し て 毎

日 使 わ れ て い る 現 役 の 茶 室 を 、 恒 例 に よ り 問 団 先 生 の ご 案 内 で 見 学

いたします。

ま た 、 同 時 に 見 学 す る 池 田 文 庫 は 、 阪 急 学 園 の 文 芸 図 占 館 と し て

刷 築 さ れ た 花 弁 形 プ ラ ン の シ ェ ル 精 進 の 昼 似 に 鋼 板 詳 の 優 し い 表 現

の 建 物 で 、 第 30回 大 阪 建 築 コ ン ク ー ル ・優 禿 作 品 、 建 築 士 会 貨 を 受

賞ーされました。

初夏、新総の中の茶室見学会に多数ご参加! をお待ちいたします。

日 時 6 月 9 日 ( 土 ) 集 令 13 :  00→ 解 散 17 :  00 ( 現地)

集 合 場 所 阪 急 電 車 ・宝 塚 線 「 池 田 駅J Ｊｾヒ出口前付近 Ｈ大阪万面

行改札口、近くにタクシー采土必あり) 目 僚 会 旗

・集 会 所 よ り 徒 歩 に て ( 約 15分) 現地へ参ります。

[ 参考〕大阪 よリ→阪急. 司III[ .  : l i 以線、玄J託行; 急行( 毎日年 O分より 15分間l側発車) に来 'Ii

→池悶駅下l j I →東出 U より改札を仕i てイf 折 の 地 F 道よリ京北出口へ 所要

［急行て ＢＪｾＩＲＰ 分、料金 ＱＸＰ 円Ｉ集合地所までの交通貨は作 ｮ ご負判断います

講 師 | 向田孝男 氏 ( 工 学 博 士 帝 塚 山 学 院 大 学 教 授 )

定 員 40名

参 加 会 費 会 長 1，600円 / 入 館 料 、 抹 茶 代 、 そ の 他1

会 只 外 2 ，000円 ¥ 当 日 受 付 で い た だ き ま す /

申 込 方 法 往 復 ハ ガ キ l 名に 1 枚 限 り と し 、 氏 名 ・年 令 ・勤 務 先 名

. ; A給' i : ll ，話番号 ・返 信 用 宛 名 ・郵便苦手号を必ず記入し、「茶室と茶

道 共 を 凡 る J と 明 記 の 上 6 月 4 日( ] J ) までに日本建築協会事業諜へ。

定 n超 過 の 時 は 会 員 優 先 に て 抽 せ ん で 決 定 し ま す か ら 必 ず 会 只 、

会只外の区別をご記入即互います。 な お 、 今 回 に 限 り 電 話 受 付 も い

た し ま す ( 締 切 日 ま で に 0 6 - 3 4 8 - 0 6 3 3事 業 課 へ )

「逸翁美術館」 は、小林一三翁の| 円邸「雅俗山花」をそのまま利用

し て 展 示 館 と し 、 翁 一 代 ( 明 治 7 年~昭和] 32年、 84 ..1- ) の コ レ ク シ

ョ ン が 収 蔵 さ れ て い ま す 。 翁 は 、 阪 急 '011 . 欽、セ塚歌劇、阪急百 1' t庖、

点 宝 な ど 阪 急 グ ル ー プ を 創 立 し 、 ま た 商 工 大 臣 、 戦 後 の 悶 務 大 臣 復

興 院 総 統 に も 就 任 さ れ た 茶 人 の 実 業 家 と し て 山 名 で す 。

「阪急学園池田文庫」建築概要

Ｑ 叶抗地池 ｭｾｪ 栄本町 ＳＲＲＹ の ｬ

. i 止" 十地工株式会社竹中工務底

111造. l J L1R 鉄筋コンクリート造、2 階建

敷地出納 3. 921. 00m'  

ill 築耐 h' ， 481. 04 m'  ( J l ' ) 築部分)

延床I耐愉 897. 68m'  (  11 )  

用 途| 制覧京、展示室、ロビ一、

会議' f ' 、 ，' fl・11など

主な 11: 1:. hlfll …υ 剣板及びカラーベ

スト il

外明 ・小口タイル貼り

T.  JUI 11円相57年 10Fl

→ 昭 和58年 10月

2  

池田文庫

竹 中 工 務 庖 が 創 立85周 年 の 記 念 '1'; 業 と し て 創 設 さ れ て い る 「 竹 中

大 工 道 具 館 」 が い よ い よ 7 月にオープンされます。

大 工 道 具 館 は 、 近 年 木 質 資 源 の 減 少 と 工 業 化 さ れ て き た 近 代 建 築

に よ り 、 や が て は 消 滅 し て ゆ く 運 命 に あ る 手 造 り 時 代 の 大 工 道 具 類

を 収 集 、 保 存 、 研 究 、 展 示 紹 介 さ れ て お り 、 占 代 よ り わ が 悶 の 木 造

住 築 を 造 り 続 け て き た 大 工 と 、 こ れ を 支 え て き た 鍛 治 の 道 具 ー 造 り の

歴 史 が 一 望 に わ か る 展 示 資 料 館 で す 。

ここにある 10 ，0 0 0点 に お よ ぶ 多 栂 多 械 の 大 工 道 具 煩 や l刻述資料は、

「道只ーの歴史」、「木と匠と道具J 、「 道 具 と 鍛 治 」 の メ イ ン テ ー マ に

より順次解説がなされています。

こ の 、 也 ー 界 に も 類 を 見 な い 美 し い 木 造 法 築 の 歴 史 を 築 い て き た 道

具矧の群像には、時代時代の庇の生活の知! . F . と汗の給品が溢れ、「心

と技」の集大成をみる思し、がします。

こ の た び 、 竹 中 工 務 府 の 特 別 の ご 厚 意 と ご 協 力 に よ り オ ー プ ン l在

的 の 大 工 道 具 館 を 見 学 さ せ て い た だ く こ と に な り ま し た 。

ま た 、 当 日 は 、 数 年 来 に わ た っ て 道 共 頬 の 収 集 に ご 自 苦 労 さ れ た ス

タ ッ フ の 万 が た の 体 験 談 や エ ピ ソ ー ド な ど Ct 重 な お 訴 を お 伺 い い た

します。多数ご参加I下さい。

日 時 6 月20 日 ( 水 ) 集 合 14 :  00→ 解 散 16 :  30  ( 現地)

集 合 場 所 竹 中 大 工 道 具 館 ・正凶I入 日 前 付 近 ・ 目 僚 会 総

( 神戸市中央区 中 山 手 通4 18  25 ・T E L 0 7 8 - 242 ー0216)

ただし、悶鉄、阪急、阪神「三京駅」よリ徒歩18分 間鉄、阪神「元町駅J

より徒歩 10分。兵庫県庁の. i Ul りの一つ点の道を山下へ入ってすぐ右側( 参加

者には略図で案内)

定 員 30. ?' ，( 限定)

参 加 会 費 会 只 500円

( 当日受付 で い た だ き ま す )

会 民 外 700円

申 込 方 法 往 復 ハ ガ キ 1 名に 1 枚 限 り と し 、 氏 名 ・勤務先: f ， . ; A絡

〔建築概要〕

電 話 番 号 ・返 信 用 宛 名 ・ 郵 便 番 号 を 必 ず 記 入 し 、 「 竹 中 大

工道具館の見学」と明記の1 : : 6 月13 日 ( 水 ) ま で に 日 本

主 主 築 協 会 事 業 課 へ 。 今 岡 は 見 学 先 の 都 合 に よ り 定 只 は 附

加lで き ま せ ん の で 趨 過 の 時 は 会 貝 優 先 と な り ま す 。会只、

会 只 外 の 区 別 を 必 ず ご 記 入 願 い ま す 。

刈( ， J也事| り j ，1i 中央区中山下. i Ul 4 18 25 

設 け 地 主 株 式 会 社 竹 中 工 務 前

情 i主鋭怜 鉄筋コンクリート造、地下 11清 ・地 I- .:j 附

敷地1m術 356m'  

抵床 lfiiflt 9oom'  Ｈｉｾ示室 ＴＰＰｭＧＩ

T.  JUI B目利56年 4 月→59年 2 月末



日本建築協会会告一一一一

‘ オーク・ヴイレツジの人びとを囲んで

一. . . . 飛騨、高山の工芸家集団・その夢とロマン・

オーク ・ヴィレッジは 、飛車ii 高 山に近い岐阜県大野郡清見村にある工芸家集団の村の名前です。彼らによって拓

かれた l 万 5 千坪の敷地には、彼ら自身の手によって建てられた自宅、工房、セミナーハウスなどが点在していま

す。ここで彼らは伝統工法をふまえた「手法」を基本に、自然と人と道具の調和をめざして木工を中心に建築、 j菜、

染織、篠などの分野の創作にはげんでおられます。オーク ・ヴィレッジの人びとの視点は、めまぐるしい社会の中

で自らの手で向らの「モノ j を構築し、ものを創る人聞のルネッサンスをめざすことにあります。

今回は、このオーク ・ヴィレッジの工芸家をお招きし 、彼らが創作した「モノ 」を通してモノづく り、村づくり

の話を伺うことにしました。日本建築協会の新しいラウンジにおいて、オーク ・ヴ、イレッジの人びととの熱い交流

を期待し、ふるつての参加をお待ちしております。

日

. 6.  

コE

時 6 月18 日( 月)

開会18: 30→閉会20 : 50 

場 日本建築協会 ・ラウンジ

( 大阪駅前第 3 ビル ・21階 )

大阪市北区村正問 1 T[ ! 1- 3 - 2100 

(  T E L 0 6- 348- 0633)  

ただし、 1.1鉄大阪駅、阪神' ，['1' 偽日l駅より徒

渉 5 分 阪 急 'iRII... 悔町駅よリ徒歩 10分的 4 揺

向いビル

講 師 「オーク ・ヴィレッジの人びと」

代 友 稲 本 正 氏 ほ か 2 - 3 1'， 

・その他スライド、作品の展示なども予定し

ております。

定 員 40名

参加会費 会 只 900円

ＺＺＺ，，ｾＺ＠ ::::...: ( 飲物代含む)

会μ 外 1，200円

( 当日受付でいただ きます)

申込方法 往復ハガキ 1 名に 1 枚限りとし、

氏名・年令 ・勤務先名 ・述絡屯話

番号 ・返信用宛名 ・郵便番号を必

ず記入し、「オーク ・ヴィレッジの

人びとを囲んでJ と明記の上 6 月

12 日 ( 火) までに，建築協会事業課

へ。( 上記住所参照のこと) ただし、

会場の関係上定数を限定いたしま

すので、定貝超過の 11寺は会只優先

となりますから会員、会民外の l亙

別を必ず明記 ｊ ，ｾＮＡ￭ います。

i ------一一一一一一一一一一一一一一一一、

!  なお、オーク ・ヴイレ y ジの創作展が !

:  下 記 期 間 に 、 細 阪急百貨脂にて開 :

j  { 院れます。多数ご観覧下さい !  

;  r' 84 オークヴイレッジ作品展示即売会 i

j  - 附くらし砂を「組み J [ "議ぐ Jj j  

!  ・日時 6 月 間 ト2印 刷 !  

l  10: 0か→ 18・00 l  

j  於 阪 急 時 席 、 家 具 売 場 !  

、 ・ ・ ･ ・ ･ ・ Ｍ ＭＭ・ ・ ・ ・ ・ ･ ・ ･ ・ Ｍ ・ Ｔ ・ ・ ･ ・ ･ ・ Ｍ ・ ｾ Ｎ ・ Ｔ ・ Ｔ・ Ｍ Ｍ ＭＭＭ Ｍ Ｍ ＭＧ
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ｾ＠ r建築と社会」誌パックナンバーのおしらせ川川M川川州川川

パ ッ ク ナ ン バ ー が そ ろ っ て お ります 。 購 入 ご 希 望 の 方 は 日 本 建 築 協 会 ま で( 電話0 6 - 3 4 8ー0635) お 申 し 込 み 下 さ い 。パック ナ ン バ ー は 特 価 以 外

￥ 750( 58年 4 月 号 以 降 は ￥ 950) で す 。 郵 送 料 は 実 質 い た だ き ま す 。 さ ら に 欠 号 が 出 て き て お り ま す の で 、 購 入 時 に お 確 か め 下 さ い 。

主ｾ
昭和50年

( 56集)

昭和51年

( 57集)

昭和52年

( 58集 )

昭和53年

( 59集 )

昭和54年

( 60集)

昭和55年

( 61集)

昭和56年

( 62集)

昭和57年

( 63集)

昭和58年

(64集 )

昭和59年

( 65集)
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刻.
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.  

p  c 板 を • .  
建築とプレ 生 活 排 水

.  .  

図 書 館

東 海 の

インテリア 使 用 し た

社 会 都 市 の 景 観

ストレスト 処 理 施 設

人 間 環 境
騒音対策と 第 22 回

新 建 築 建 築 ・ 法 と 施 設
と し て の

防 音 材 料 青年技術者

工業化住宅 コンクリート の あ り 方
ターミナル

証 言 '76 一

ー-
'‘ 

当幹 温与

. 築 住 体 の 結 露 防 止

建築デザイ

建 築 基 礎 精

医 療 施 設

床 工 法 建築防災と

市 街I也竪備

工場建築と 鉄骨精造の

ハ ー ド と 対 策 と

第 23 回

造の問題点 と 材 料 法 設 備 ジョイント 青年技術者

ン の 動 向 ソ フ ト 断 熱 材 料

.  
兵庫県ーそ

- 日本建築協 コンクリー 埋立地におけ
日 本 住 宅 ミニ乱開発 建築におけ

デザインの

の風土と建

会ω周年記念号 トの品質管
日影規制と

身障者施設 開 明 設 備

る情造問題一

公 団 と から計画的 る省エネル

動向一部分 - ニュ ータ 理と行政指
法

大阪南港と芦

と 全 体
築 ・ 建 築 界 ウンの管理 導 の 方 向 屋浜を例として

建 築 作 品 ミニ開発へ ギ ー 化

デ ザ イ ン
医療院施建設一 組合方式に C  A  D ー

.  
の 動 向 一

水

病 築
外 壁 電波障害と

よ る 集 合 住 宅 設 備

新 し い

設 計 と コ 一 般 号

第 25 回

新| 日のコ と 情 報
塗 装 材 料 建 築 耐 震 設 計 青年技術者

ントラスト シ ス テ ム
住 宅 計 画 ンビュータ

.  
ホテル建築

転 換 期 の

大阪南港ポ

商 業 空 間

コンクリート

日 影 規 制l と 情 報

農村施設の 建物の終局 庄 内 の 80 年 代 の 第 26 回

再 開 発

ートタウン のひびわれ

シ ス テ ム

変 貌 強 度 の 検 討 まちつ' くり インテリア 青年技術者

80年 代 の 都
.  

- 第21回青年技術

市と建築ー - 今後の省エ -最近の銀行建婁
住 宅 の 建築行政と 最 近 の 都市景観と 屋 内 体 育 水 ぎ わ の 今後の外装

者

まちづくりの ネルギーの趨勢 - 安井建築設計
耐 久 性 法 規 防 水 工 法 アメニティ 施 設 の 設 備 まちづくり 吹付仕上材

- 転慢にたつマン

歴史と展望 - 建築金物 事務所作品集 ンヨン 集合住宅

台所まわり 災害と法一 都市住宅一 - 建婁物と凪- 1'
住宅白都市整慣企

職 能 論

中国の論文
ポートピア

の 計 画

シーリング

安 全 な 環 境 住 ま い 手

団一関西における 間仕切E置の 第 28 回

一 北 京 の '81  材 の 知 識

ザイナーのために

都市聾慣を中心と
性 能 評 価 青 年 技 術 者

都 市 計 画 と 設 備 をめざして からの発想 - 日撞段計作品" した新公聞の世割

医 療 施 設 都 市 景 観
-絵本にみるすま - 第29回青

新たな商業 省エネルギ

地域医療と

近 畿 の

まちなみ美

大 阪 市 庁 舎 音とホール 大 ス パ ン 昭 和 設 計 いt まちづ〈り 年 技 術 者

ｾ閉め展開 ー と 関 口 部 地盤と地質 ( 第 l 期 ) 建 築 構 造 作 品 集
- オーーエム・ホ - 地方の 庁

設 備 計 画 観への誘い
テル日航ピル 舎 建 築

関 西 の マイコンの

多様化する 建 築 と

計画に釘ける
大 阪 駅 と

維持管理と

東海の将来 オフィス・ プレストレスト - 高刻E青年技術

建 築 へ の

コミュニケー

インテリア

者

建 築 文 化

運 動 施 設 品 質 管 理
ションとプレ

ターミナル

設 備 更 新

と 文 化 を -鉄筋コンテリ

- 大阪城国際文化

を 考 え る 利 用 ゼノテーンョン ピ ｊｾ 考 え る の 変 革 ー ト 情 造 スポー 7 ホール

21世 紀への ピルのリ 7 レッ
建 設 産 業 ま ち の み ど り と 高齢化社会

関 西 魅 力 関 西 の 超 シュー内外装

とロポ ッ ト

住 環 境 と

活 性 化 と 消防火設備 それをとり におけるケ
あるまちづ< ，)

高 層 ビ ル
補 修 技 術 の

法 制 度

を問う 現状と発展ー 開発 商 業 空 間 ま く 人 々
アンステム

日 本 建 築 協 会 企 画

層 合住宅の維持管

一一建築技術の果す役割と将来一一 福嶋孝之著

股計者が明かした建築後衡からみた維持管理

7 ンションの維持管理に関して，今日まで設

計者はどのような役割を果してきたのか. 建

物を良好に保つための修繕のやりやすきをど

う配慮してきたのか. 長年マンションの設計

に携 ってきた著者によ ってはじめて明かされ

た. 建築技術と維持管理の重要な関わり

主要目次

1.  5 つの課題

2. 高層分議集合住宅の維持管理の原点

3  メンテナンスフリーへのあゆみ

4  設計仕織の変遷

5  災害と補修

6 . 将来の維持管理の形態をさぐる

7 . 高層分穣集合住宅の維持管理の担い手

A 5 ・176頁・定価 1400円

学 芸 出 版 社 京都市下京区木線機通商洞院東入

- 印は欠号

12  

.  

集合住宅の

設 備

.  

設備からみ

た 建 築 の

問 題 点

第 24 回

青年技術者

ビ ル 環 境

建 設 業 の

労 務 事 情

設計のため

の 新 耐 震

設 計 法

障害者の幕 l

らしやすい

環境と設備

風土・空気

と 人 間

集 合 住 宅

と 音

建築協会事

務局へ買い

求めに来ら

れた方には

100 円引き

にて頒布し

ております。

。
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表紙デザイン:

漬野節朗 ( 京都工芸繊維大学)

特集予告

・6 月号/ まちの活性化と 商業空間

.7月号/ 消防火設備

・8 月号/ みど りとそれをとりまく人々

・9 月号/ 高齢化社会のケアシステム( 1 &称)

会 長 稲田羽生

副会長 足 立 孝 ・市川 宏

佐野正一 訟村雄二

編集委員会( 昭和59年度)

編集委員長 (  条 峨

井上 r晃 i  ・施工柑附階

編集理事 j  阿 川 消二

井上 i晃 j  荒 木 弘 之

今弁i l '11之介 :  田中 光紀

金多 潔; 西 牧 恕 音

北滞 登 j 水口 議

小林 消: * 憤升 征 夫

竹中 錬 ・法令分科会

武 田 恭一 j  広 江 雅 樹

長谷部朔ms * 松チl' ｉｉ ｾ＠

松 村 lJl 三 j  市 出 羽l延

渡辺 ;恵 !  大西 tl 'iuJl 

編集委員 :  (作品作風崎員会)

(特集小委員会) :  浦山 哲

・計画分科会 i  大iR 研二

足立 啓 j 。加 藤 俊 明

岡 田 信 幸 i  北 村 恭一

金 津 成 保 | 菊池 徐

槻 敏 正 | 黒川 省二

』手本 章子 i  黒 木 省二

* 問中直人 (  志方 敬背

中山 微 j 浜崎 彰

藤本憲太郎 ;  持 ｾｈ 也龍 一

舟 縮 図lj) :  倣稽僻l委員会)

本多友Ｎ［［ｾ :  赤チi 笥 弘

山 恨 勝 手IJ :  小 林 正 純

備す| 虞朗 :  ｀ 中Ａｾ 博良

. f荷造分科会 :  l J i i .畑椅一

足立 直行 :  広告企画，ト委員会)

目 下 部 緯 ;  。伊 藤 敬 佑

西国 理 j 必見IJ ｦ 査 ｹｾ

* 災 塚 途失 j  木 原 斡 技

1果里子 憾 j  駒 田 哲 児

八I{; 其太郎1 : i背 水 修 平

山 田 裕 治 ;  凹上 ￌ ｾ＠

・il l : 備分科会 o 問中 功

磯 田 窓 生 ; 高橋 裕

遠藤 jj 主 !  原 則 常 介

川戸 敏訂t 平等 一之

iuJ 津 隆 之 i  本間 利雄

中 曽 晩 尚 i  松 村 孝 治

*締 本 邦 彦 : @iJ lt 辺 恵、

0 >>'1昏員 長 0 副香J l 長代行 本幹 事

法令コ ーナー 194

新建材紹介コーナ - 89

建築 と社会ニュース

東海だより

読者の頁

設計者のフ ロフィー ル

若い会員の集い レポー ト

日本建築総合試験所だよ り

すまいづく り講座 2
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構造の夏 117

設備の頁116

施工材料の頁 115

月報

特集. 住環境と法制度

S P E CIA L  F E A T UR E S  O N  HOU SIN G  E NV I R ONME NT S  

A ND  L A W A ND  INS T I T UT I ON 

通常総会開催通知. 会員の受賞新幹線大阪~東京乗車券の販売あ、知 らせ. 新入会者ご斡旋お願

い. 逸翁 美術館. 池田文庫の茶室と茶道具 を見る . 工匠の「心と技」を伝える 竹中大工道具館を

訪ねる . オーク ・ヴィレ γ ジの人びとを囲んで… 飛騨・高山の工芸家集団 ・その夢とロマン ・……… l

国立文楽劇場・・ H ・H ・-…....・ H ・. . . . . . . …………・・ …....・ H ・-…...・ H ・......・ H ・........・ H ・- …・- … 6

設計監辺 ー黒川紀22建築都市設計事務所工事監理 .近畿地方建設局施工: 竹中工務庖 ・銭高組共同企業体

ニ チ メ ン ビ ル デ イ ン グ ・… - ・・・ ・設計監理:大建設計施工鹿島建設・大林組共同企業体…. . . . . . 16  

名 古 屋 鴻池 ビ ル ・… .. ..・ H ・.....・ H ・... ・H ・. . . . . …・・… ・・・…・・ ・・・・設計施工 : ilfJ 池組……・・ 20

最近竣工した新建築 9 点 (No.1765- 1773) ・・…・ ... . …. . .・H ・-…・・……. . . ・ H ・. . . . . …・…・・…・……・・ 22

川西市建築防災指導要綱の制定ーその経過および背景ー/ 浜田隆義...・ H ・. . ……. . ……. . . . . ー・.23

「アデカウルト ラシ ールJ / 尾松一夫 …・・・ …・ ・・・…・…・ . . . . . …・…. . . . ・ H ・... ...，..…・・・ … . . 24

大阪府立国際児童文学館オー プン. お知らせ ・谷川正巳建築写真展「落水荘」 …・・・・・・ ・・ ・・ ・・・・ 25

愛知県建築士事務所登録等指導要綱. (社) 日本建築家協会東海支部、愛知県建築設計監理協会の独立の合同事務局設置

イギリスでの生活点描(2)ー観劇、音楽会ー ランチタイム ・コンサートのことなど/ 西村一朗

替評「ル ・コルピュジ: と私 J (吉阪隆正集) / 本多友常「家家J / 山田修 ・- ………. . ....... … … ・・・ 26

山本逮哉氏を訪ねる/ インタピ ュア ・本間利雄一................. . ……・・………ー・…ー… … … ・. . . .29

住みた くなる街づく りー藤田邦l I il 氏に 聞 く/ 三好r，1f降・藤沢繁男 T. S生 ・…. ...・ H ・...... .… ....... 30

鋼製玄関 ドアの断熱 ・防詑性能試験/ 上田哲夫… ・… ・・・・ ・・…  ・・ ・・… ・・……・・・・・………・・・ 31

これからのすまい づ くり、まち づく り( その 2V 西野公・工藤厚治 ・古作敏男 ・永田幸夫 ・前回孝

男 ・藤野邦夫 ・竹本俊平・… ・・ ・・ ・・ ・・ ・ ・・ ・・・・・・・・ ・…・ ・… ......・ H ・-… ・……・ …・・……・・… 32

四条河原 IIIJ 観察記/ 山本雄二・. . . . . . . . . . ・・・・…・・・…・・… ・・・ … ……・・・・・・・・・・・・…・・・田・・・・…・ ...，.... ......・・・・・・ 34

広告 ・看板の環境/ 1 ¥鳥海邦碩. いま 一度デザ イ ンと い う こ と ば を / 坂 本 勉

無題ー 5 / 田畑 弘 文化住宅/ 大墨 正・………・・・・…・…・… ・・ ・…・ ・・… ・… ... .... . ・…・・ 田・・… .. 36 

住 環 境 と 法 制 度

住 環 境 と 法 制 度 ・…・… ・・ … … ... .・ H ・.....・ H ・H ・H ・.... ・・・ 山 本)J 券 / 滑 川 秀 明 .... ・H ・.. 38

近 畿 に お け る 住 環 境 整備 の 現 状 と 諜 題 事例 ー

長 屋 共 同 建 替 え と 公 団 グ ル ー プ 分 譲 住 宅制 度 … 一一 .... ... .. . . .. .. .. 田山根勝利・・ … " 40

市 街 地 再 開 発 事 業 の 建 設 代 行 - …・……・・……. . . ・ H ・...一 .. .. ... ・H ・. .. ... 谷 口 康 彦・……… 41

木 造 賃 貸 住 宅 地 区 総 合 整 備 事 業 給IJ度 …・・・…・ 一ー ・ー … … … ・・…一山 田隆明・ ・・・・ 42

都 市 防 災 不 燃化 促 進事 業 一 大 阪市 の 事 例 - ...・ H ・. . . … ・- … … … - 尾 野 雄三 …・… ' 43
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仰のシンボ Jレのある正而比上げ



国立文楽劇場の建設地 は、「曽根崎心中」の悲

劇の発端とな った 出会いの舞台であり、 f抑留

閥文楽と深いなじみのある生国Z鬼神社から酋

へ300mほどのところに位置する。これまでの

文楽の劇場が歴史的 に立地 してきた下 IIIJ 性、

大衆性という点、からいえば、道 i服堀にも近く

今回の敷地 は適地 だといえる 。 しかし設計サ

イドからみれば大変に厳しいものであ った。

それは要求された機能 を満たすには狭すぎる

敷地 とさらにそれを厳しくしている敷地 内周

辺部に埋設されていた下水道 (約 3 m角のボ

ックスカ ルパート ) による 制約であった 。 こ

の部分には構造荷重をかけることができなか

ったがこれを逆に利用して今回の最大の特徴

とな って いる回廊を設ける事ができた。 これ

は周辺の歩道もない狭い道路を補い、快適に

歩けるようにするとともに、都市計画的にみ

れば周辺の施設整備にインパクトを与えるも

のと期待している 。

日本建築の特質の一つに機能的には説明でき

ない無目的で沈黙した空間がどこかに潜在し

ている。床の問、告院、縁側、回廊等である 。

これは水墨画や神画における臼く残された余

白と閉じ意味を持 ち、 機能 とか効率だけでは

説明できない精神的、哲学的貿である 。今回

の回廊はこの柿神的、哲学的貿としての 中間

領域を表現したものである 。

今回の設計ーでは 、江戸時代を想起させるさま

ざまな表象、記号そして装飾が引用されてい

る。 これは黒川 がかねてより主張する近代建

築以後( ポストモダン) の現代建築の重要な

諜題として各々の国において、各々の国の固

有の文化の伝統をどのように建築に採り入れ

るのかということから、黒川 にとっては日本

写真上 : 中1m智il 謹としての軒下意識をとりいれた回廊

イ守口 : J，Ij 破 j凪の! 庇をもっ正商人口

文化の文脈によっていかに再構築するかであ

る。回廊のタテ裕子、フ ァサードにとりつけ

られた相、屋上の入母屋風の曲線屋根、正面

玄関入口に設けた唐破風の庇、ロビー ・ホワ

イエの床と天井の佑子、壁の築地塀風の白い

壁、 2 階ホワイエと 3 階ロビーに設けられた

記号的なゲート、入口扉の把手に桂雌宮ふす

まの引手 、劇場椅子に用 いられている江戸棒

縞模様、劇場内腹壁のいきな黒堺、これらは

すべて江戸H寺代の意匠を昇華したものである。

これらの引用に際して伝統の再発見が、古い古

典主義や伝統主義、様式主義そしてナショナ

リズ ムへとつながらないよう 特 に留意し設計

を行な った。

色彩については最も日本的な色使いである黒

と(1 を基調としている。 外壁のタイルは真黒

に近い色としているが、 白地をn くして全体

はグレーの落ち着いたひかえ目な色調として

やがて夕暮れの深まりとともに黒い入母屋の

屋恨、利休ねずみ色の外壁、アルミの回廊の

絡子など、それぞれが形づくってい た立体感

が失なわれ三次元の世界 から二次元の 世界へ

とドラマティックに変化していくさまはまさ

に日本の美の特質ではないかと思っている 。

( 高井 賞 / 黒川紀孝建築都市設計事務所)

.  ， 
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所 在 地 大 阪 市 南 区 日 本 橋 1 - 1 2- 10

敷 地 面 積 4，464 . 2m 

建 築 面 積 3 ，924 .8 m 

延 床 面 積 13，211 . 3m 

構造規模 8 1 、 5 F 、 P 1  : S R C一 部 S

工 期 昭 和 56年 3 月~昭和 59年 1 月

電舞台照明力 近 畿 電 気 工 事

通 信 栗 原 工 業

受 変 電 明 電 舎

」ヲZ bL  調 高 砂 熱 学 工 業

衛 生 斎 久 工 業

昇 降 機 目 立 製 作 所

舞 台 機 構 三精輸送機

家 具 大丸

2' 腎断段1. 11りより 見 る



者Ｚ府 ｈｾ 入 ＱＱ よりホールロピーをみるＨ瓜の把手は掩離宮の 績 の引き予を ｾ ｉｭ Ｉ

2 階ホールロビー



ス y ポンのあるo' l l : i MJ 昇降式 の花道を舞台よりみる



r:i 官経千本桜』道行初音旅を上演中のホー Jレ



..， p - ー・. - ーー- ー

電_ - -

1  :  800 

1 階 平 面 図

i1i fJIIJ にある鰍旋階段

開書司君ヲ百官軍半弓孟iLLLU

Ｍ ｾ 占Ｍ ----.・

C 8 J 梓a

EヨEヨ181 l二二J

E 三三ヨ .  

圏霊園

区図

2 階 平 面 図



ト÷出

1 .  3 階 小 ホ ー ル ロ ピ -

2.  3 f 持小ホール

3. 1  ｾ許 ｬ 民示室

4 .  H 昔話回展

5.  1附 茶寮rl"l 左衛I"Jj

3 階 平面 図



正面 (南函) 全景 外装仕上 外ｾ ， Ａ・ィ ￋｉ 市 Ｚｪ ［ｴ ｴ 打込み ｐ ｃ 版 サ y シュ ・l F ブロンズサ y シュ、各際アルミサ y ンュ電解.<f'l'f色 ガラ λ ・l F トウメイガ ラλ 、各防熱線l吸収ガラス

撮影 河 野 豊 ( カラー)



ニチメンビルディング

設 計 監 理 大 建 設 計

施 工 鹿 島 建 設 ・ 大 林 組 共 同 企 業 体

南側ロビーと彫刻「総& 創J 南面外壁を見上げる



ニチメンビルデイング
所 在 地 大 阪 市 北 区 中 之 島 2 丁目 2 - 2  

敷地面積 3，034 . 45m'  

建築面積 1，879 . 40m'  

延床面積 34 ，774. 97m'  

構 造 規 模 地 上 S 、地下 S R C、8 3、15 F 、P 2

工 期 昭 和56年 11 月~ 昭和59年 2 月

最 寄 駅 地 下 鉄 御 堂 筋 線 淀 屋 橋 駅 ま た は 四 つ 橋 線 肥 後 橋 駅

l '皆エレベ - 7 ーホール 北東面外観

水と緑、川沿いには遊歩道が設けられ、人々に親 交にビルの 1 階はゆ ったりとしたロビーとし、 室 して外国産の花筒岩を係用し、デザイ ンは総合間

まれている中之島。ニチメン側発祥の地て' もあり、 r"J には緑を設け| 井l口苦11は大きなガラスとし内外の 社としてふさわしい端正な品絡のあるものにした 。

商都大阪のl Uiでもある 。 その中之島の中心に位置 :i i l i統!惑をつ くり、中之島の景観に少しでも役立つ よ 。 ｊ ｾ 務 室 の平而はセンターコアーとし、内部に柱を

し、日銀に隣接、市役所等の建物群と並んで建つ うに心術けた 。 これらはもちろん施主の御理解に 設けず、フレキシフ' ルな効率のよいレイアウトを

ニチメンビルディング。 この立地条件からビルの

性格はっくり出された 。それはビルの、中之 j誌の

景観への利和 l であり、またビルからも 中之 jみの景

観が楽しめることであ った。

具体的には総合設計を採用し、ビルのまわりに緑

J也・広場等を設け公|井l空地とし、特に南1ftIJ の緑地は

川沿いの遊歩道と 一体化されるよう期待している 。

より笑現したものである 。 また南1Jl1J のロビーには

彫刻家志水J l i'l児氏の手による高さ 3.8 mの彫刻が

世かれている 。テーマは「総& 創J 、総合商社とし

て未来に ｬ 附ける希望とｾｾ欲を表しており、外から

も見えるようにな っている 。

外壁は、中之 lゐの34t 鋭にマ ッチし H寺問1の経過にも

卜分耐えるものを考え、それは石しかないと判断

可能としている 。天井はシステム天井を係用、す寺

に! 照明器具はクレアカ ッ トのルーパー付きとし、

自の疲労を l坊ぎ、 O A機慌の C R T への l決り込み

ｼ 幼止等、 Ａｉｾ｜ 明の質を考えた 。 エレベーターは釆ｉｦｬ

8 台を枇新の群管理方式て、採用 。厨房 ・洗fintJt7K

を便所洗浄水に再利用する 中水道を設ける等省エ

ネについても十分考慮した。 ( 大建設計 )

婦 影 ・ ア ン コ ー ル( モノクロ )



15階役員室の廊下

基準階事務室

主な協力染者( 順不同)

気 設 備 近後電気工事 k 阪市北区阿天満5-6 21 T E L  06 313 1231  

電 気 設 備 三 宝 電 機 k 阪 di 北区間天尚2 6  8  T E L  06 364  1471 

電 気 設 備

電 気 設 備

衛 生 設 備

衛 生 設 備

空 調 設 備

空 調 設 備

空 調 設 備

軸 用

エ レ ベ ー タ

非 常 用

エ レ ベ タ

六 興 電 気

東海電気工事

大阪電気暖房

新日本空調

高砂熱学工業

大 気 社

目立プラント建設

目立製作所

東京芝浦電気

神戸 市中央区中山下通 1- 2 2 6 T E L  078 24 1  5358 

λ; 阪市淀川 Ii<.Vi j t' -f 3-8 2  T E L  06 305 2181  

x阪 rl i阿 lむ L J i 刷 1 9- 25 T E L  06 441 8231  

λ［ 阪市北 Ｑ ｩ＼ＮＢｾＨＡ［， ｩｊｾ 1  2  6  T E L  06 344 6031  

Jに阪市北区. : t : l ln 4  8  T E L  06 372 24 11 

よ阪，Ijjtl><: 'i'之 ' ; : ;32 18  T E L  06 -448 5861  

太阪，Ii ｾ｛ｦ ｩ＼ＮＴＧ箇 ＱＲ 55 1  T E L  06- 266 1951  

大阪 dl *区北浜4 6 日生目立ピ J レ T E  L  06 203 5781  

k P，えrfi 内lぺ制本町1 II 7I. :iC前三Jt-ピル T E L  06 445 4833 

1 階平面図

1:  900 

基準階平面図

収 納 壁 〈ろがね工作所 大阪市丙区新町1 4  26 T E L  06 日 8 1012 

収 納 壁 内 田 洋 行 k 阪市点区本町 I I I T E L 0 6 2旧7 5452 

3ミ ヲ" - }レ

〆ミーーヲF イン' ヨユ，

壁スチールパネル

聖スチールパネル

石 、 大 理 石

ア ル ミ 建 具

ア ル ミ 建 具

ア ル ミ 建 具

ス チ ー J レ建具

スチ ー J レ建具

ニ チ ベ イ

小松ウオール工業

岡村製作所

関ヶ原石材

日本軽金属

不ニサッシ

吉 田 商 事

日 研 工 業

近 畿 工 業

大阪市阿区京町制 1 12  I I  T E L  06 '148- 5441 

大阪市南区鰻谷尚之町45 T E L  06 245 6871 

x阪市南区市船場4 2-4  T E L  06- 443- 694 1  

x阪，Ii r.l l品区郎' ; ，H三ilfi ') 4  20 26 T E L  06 922 7661  

大阪市東区尚開柿5 1  T E L  06 2028631  

k 阪市東区4' 関14 -4  1  T E L  06 262- 254 1  

太阪 ＱＱＱ Ｊ 区両 ｾｾ￦ｲ ｬ 2  T E L  06 945-0568 

耽凹，fi 1. 広王町4 34  T E L  06 386 6851  

太阪市東区谷町2 1  T E L  06 943 5500 

ブロンズ建具 岡島順三製作所 太阪市点区内問12 10 T E L  06 2034 151  

CD 
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北東面全景

所 在 地

敷地 面積

建築面積

延床面積

構造規模

工 期

最 寄 駅

名古屋市中区錦 2 了目 19日1

1，153 . 89 m'  

801 . 8 2 m・

10 ，124 . 38 m・

S( 地階SRC) 、 8 1 、14F、P1

昭和57年 10月~ 昭 和59年 3 月

地下鉄東山線伏見駅

名古屋市の中心部の中区は、名古屋を代表す

るビジネス街に当たり、そのf火見と栄の中 間

で錦通りに而した角 地 に、鴻池組の中部地区

の拠点として当ビルが建設された。

ほぽ正方形の敷地に盤形な高層ビルを計図す

る為、前而に約 4 ｭ ｬ 隔の公 ｉｬ ｈｾ ｊ 血を取り、高 ＱＱ

心の一 角 にうるおいを持たせ、総合設計ｦｉ ｾＱｉ 主 ｺ

を線用し 141情処を 可能とした 。 人は 北flil Jから、

111は西側からと、切J 線の分離も明確にし、内

部は純鉄骨iiEで15X32 mの無住空間l を創り出

し、フレキシビリティーを持たせた( 日本建

築センタ ー にて椛造評価を取引} )。

外装は J也滅型l : を巧 l昔、し、タイル打込の P C版

て¥両宇111に中 Il ¥J ml 用の片 Ilfl 小窓、を持 った窓と

で構成している 。

特に配慮した点は、省エネルギーと 防災を ill

千比することである 。

省エネルギ ーは 、建築、設備、 Ｑｾ ・濯の各手法

よりコスト ｲｬＧｾ に貸ピルとして係用出米る範囲

の中から有効な手法をシミ ュ レーシ ョン し決

定した 。消費エネルギー予 illilf iWi 220MCal /

m'年を目椋としている 。

防災についても、平面的に 二方向避難を明確

にすると共に、会館にスプリンクラーを設置

する等、消防法以上のものを自主設置し万全

をJVIしている ( 日本建築セ ンターにて防災評

定を取得) 。

ビル管理についても、一|増の管理室 に C R T

等を導入、各機綜のi初l御、発特記録等が出米、

また各階民税も I T V で可能とする等、小人

数て'効 率的に11-耳Il 出来るようにした 。

( P. f b池組大阪本J苫設計部)

外装仕上

外壁 ［磁 ｾＺ［ＵＰ ニ 丁平モザイ クタイル 打込 ｐｃ 版

公開ｾ地床Ｚ舷総タイノレ ｬ 凶

ポーチ床 : 外 lfili産花n.j 石カ ーポン j-' :ー|ニ

出m :  R Cスラプ、断然アスフア J レト防水
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- 写3工と縦裂を ど しど しお送 り下さい 。

凡例 a 所在地 b  敷地面積 c  建築而桜 d. 延床面桜 e  構造鋭桜 f . 工JUI g  最寄駅

1757 神 戸 市 港 島 ク リ ー ン セ ン タ ー

設 計 : 神戸市住宅局営鎗部・昭和設計

施 工 : 飛 島 建 設

a. 神戸市中央区港島中町 8 丁目

b.  19，899m'  

c .  6 ，805m'  

d .  18，556m'  

e .  S  R  C 、 B 2 、 8 F 、煙突 R C  100 m 

f  昭和56年 7 月~昭和59年 3 月

g  ポートライナー市民広場駅

1760 尾 張 農 業 協 同 組 合 事 務 所

設 計 : 大 崎 設 計

施 工 鴻 池 組

a  愛知県一宮市大字北小淵字道上15ー 1

b.  11 ，265 .  59 m'  

c .  1. 542 .4601'  

d.  4. 146. 2901'  

e .  S R C .  3 F  

f . 1I 11和157年 10月~昭和58年 12Jl

g  名鉄新 ＭＺ［Ｂ ，駅、国鉄尾岐 Ｍ Ｇｩ ［ ｾ 駅

1763 京 都 大 林 ビ ル

設 計 : 大 林 組

施 工 : 大 林 組

a  京行11市中京区天神山町T284 ー l

b.  487. 45m'  

c .  331. 9701'  

d.  1，728 .  93m'  

e.  R  C 、 6 F 、P 1  

f  昭和 ＵＷ 年 ＱＱ 月ｾ昭和 ＵＸ 年 Ｑ Ｐｽｾ

g  京郎市地下鉄四条駅

22 住築と 社会 / 1984年 5 ｾｰ［＠

1758 大阪府住宅供給公社北助松第1次団地

設 計 : 鴻 池 組

施 工 : 鴻 池 組

a . 大阪府泉大津市尾井千原113ー l

b.  8，581. 8101'  

c  .  2，080.09m'  

d  .  8，098. 85m'  

e.  R  C  (一部 P C ) 、 5 F  

f . Il 15和58年 4 月~昭和59年 3 月

g  南海本線北助松Ａｬｦｾ

1761 富 山 産 業 展 示 館

設 計・富山県建築設計監理協同組合

施 工 . 前回建設工業・日本海建奥・ }I¥図工業 J V

a. 出山県711山市友杉地内 1682

b 約24 ，000 01'

c .  5 ，962.33m'  

d.  7，900. 60m'  

e .  S 、 2 F  

[  昭和57年 9 }，1 - 1I 11利58年 8 Jl

E ・北陸本線}iL 山駅

1764 京 都 府 立 伏 見 港 公 園 体 育 館

設 計 . 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 : 鹿島建設・日本工業 J V

a  京都市伏見区il ;l ，Ｚ， ｾ金 井 戸町

b .  k!:140，000 m'  

c .  2，293 .36m'  

d.  5，136. 4901'  

e.  R  C  (一部 S R C 、 S ) 、B 1 ， 3  F  

f . 昭和56年 7 月~昭和57年 3 ｽｾ＠

E  京阪中型n: ，m

E置'""

1759 ラ ピ ー ヌ 本 社 ビ ル

設 計 : 浦 辺 建 築 事 務 所

施 工 : 竹 中 工 務l吉

a  大阪市北区天満 1 丁目 5 - 7

b  .  570.  24  m'  

c .  468.68m'  

d . 4 ，215. 03m'  

e .  S  R  C 、 B 2 、 8 F 、 P 1  

f  昭和57年 7 月 - 11召手[158年 12月

g  地下鉄谷町線天満綴駅

1762 丸 伊 プ ラ ザ

設 計 : 川名設計

施 工 : 竹中工務庖

a  仙台市国分町 2 丁目 10- 20

b.  647. 72m'  

c .  574. 98m'  

d  .  3，236. 02m'  

e.  R C 、B 1 、 6 F 、P 1  

f . 1I白布158年 5 月~昭和58年 I I H

g. 東北本線新株線仙台駅

1765 公立学校共済組合和歌山宿泊所

設 計 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 ・ 清 水 建 設

a  和歌山市淡泊り丁北 2 丁 目1 - 2  

b  .  4 ，008.17m'  

c .  641. 57m'  

d . I ，342.93m'  

e .  S 、 3 F  

f  昭和58年 8 月 - I I s .f1159年 l Jl

g . 南海本線和歌山市駅



日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会

(6) 公会堂、集会場、病院、診療所 ( 忠者の収谷地設が

あるものに限る 。) 、児童稲祉総設等、展示場、遊技場、

ホテ J レ又は旅館

昭和61年度から 3 年ごとのその年度の 3 H

質疑などの投前をお待ちしておリます.

2  報告にあたっての調査は 、報告の日から 3 筒J l

以内になされた ものでな ければな らない。

1 9 4  

( 調査事項)

第 6 粂 所有者は診断1!.t:に基づき、次の 各号につい

て調丘するものとする 。

川 西 市 建 築 防 災 指導 要 綱 の 制 定ー その経過および、背 京一

( 1) - 般目WITI 既存不通俗処築物の NJ定のため、建築 l時

Wl を調貸すること 。

1  建 築 基 準 法 改 正 に よ る 維 持 管 理 の 強 化 特殊ill 築物等でその用途に供する部分の床面仰の令計
(2) 敷地関係 敷地が道路、地形等と防火 illi 鰍上11刻J に

配慮されているか訓4をすること 。

今 |凶 ( 11自f [ 159年 4 月 1 日 施 行 ) の 建 築 基 準 法 改 が ( い) 側に 該当するものに通用する 。

(3) 衛生関係 換気上イI 効な|井l 口書11が隙保されているか、

また、 .IJI 水等に対し支障がないように必袋な J片山が，講

じられているか湖1をすること。

正のなかで、建築物の維持ｾＧ￬ Ｚｬｬｬｩ の強化がなされた 。

従 米 、 特 定 行 政 庁 の 条 例 に ゆ だ ね ら れ て い た が 、

政令? l"";16粂に定期l報 告 を必 要 と す る 処 築 物 が 指 定

さt L1:.ニ。

2  川 西 市 に お け る 開 発 と 建 築 物 の 現 況

川 西 市 の北 部 を 中 心 に 大 規 絞め 住 宅 団地 の |井l発

が 進 行 し ており、 市 街 地では 、 地11聞の il:iJ ij日号や宅地

の斜IJ 分 化さ存に i半 い 、 雄 築 物 の 日1ft 化 、 土 地 の 高 度

平11mが 進み 、 建 築 物 は よ り絞対! な 特 妹 挫 築 物 や 大

規鋭主主築物の維} 舌ビルの増加! の傾向が表れている 。

3  . 建 築 物 の 使 用 状 況 等

上 記 の 建 築 物 は 竣 工 の l時 点 て 怯 、 法 に 定 め ら れ

た検をに適令しているので問題はないが、問布I i 等

の テ ナ ン ト の 入 居 が な さ れ 、使川 Ilfl !lfi とその後に

お け る 改 造 等 に 1半い、とくに防火 i盛期自|比J f 系苦手の防

災 ヒ脱々 の | 問題が生 じている。

4  要 綱 の め ざ す も の

主主築物の維持管理は、所イUi Ｈ ｾｾＺ＠ ｾｉ｛Ｚｦ ￮ Ｉ 等の ｩ Ｗ

1E : におい てなさ れる の は 当 然 の こ と で あ る が、 過

去の災・5 に よ る 人 命の 被占' はほと ん ど維持作思! の

不卜分なことに起| 封している場令が多い。

これらの維持管理の Ｑ Ｑ 止 Ｑ 止 の Ｉ ， ｾ［ ｉ ｲ［については、主ｾ

築) J i 準法第 12条 に よ る も の 、 ま た 今 回 の 改 正 に よ

る政令第 ＱＶ 条によ っ て、比較ｊｩ ｾｊｾ ＮｊＮｬＮ校の大きいもの

に つ い て は 担 保 さ れ て い る よ う で あ る が 、 そ れ ら

の 規棋 に 達 し な い 建 築 物 に ついても、災' 2 - j:ーの発生

が な い と 断 言 は で き な い。 む し ろ 特 殊ill 築物のも

つ 危 険性 は 、 法 令 や 条 例の t.J.l.i'Eに 近 い も の で あ っ

て 、 野 政 し に あ る も のにつき 指 導 嬰 紺lを適用し、

ill 築 物 の 訊i貨 を し 、 改 善 を 必 要 と す る も の に 対 し

遇切な術導を行うことにより、災各に' ，! l lい 控 築 物

( あ)

特殊ill 築物等の JIJj 金

(1)  

n  ｾ､Ｉ＠ '11 ，111，1，又は n!1i !)!II

修理工場

(2) 

工場、f i " H，、作業場、

公会堂又は集会場

資、下街、寄宿f号、飲

食問、スケート場、水

泳場、スポーツのお ｾｾｐ Ｚ

場、博物館、美術館、

(3) 図占館、事務所、診療

所( ! ，主将の収容地設が

あるものに限る L 児童

九i祉施設等、 JR示場、

. i ! t 技場又は公衆浴場

( サウナ等も 含む。)

(4) ) 1，1百Ilヒち

劇場、映ドl'isIi 又は ij)(主主

(5) 

J J，:j  

(6) 病院、ホテル又は旅館

(7) 物品 ｗ ［｢Ｇ， 己決 ーを 営む ｊ ， ｬｾ Ｑｩ ｩｬｩ

( い)

( あ) 側の川途に (J七す

る部分のl正ffi W! の合計

150平 }J メートノレを組え

るもの

200平 !i メート Jレを必え

るもの

300、F 万メートルを紐え

るもの

50M: Ji メート Jレを組え

るもの

200-'1λ Ji メートルを紐え

500平 Jj ;1 ートノレ以内の

もの

300・ド Ji メートルを必え

500・ド Jj ;1 ートノレ以内の

もの

300"1<  JI メート Jレを担え

l ‘ 500  of Jj メートル以

内のもの

(4) 精進関係 外 ｾｉ ｾｾ ｴ［Ｚ の 仕上げ材が腐食し ていないか等

総巡耐力上安全であるか訓査するこ と。

(5) 防火 関係 JI't 宅及びillH世絵fIiIと なる 廊下、 1: 皆段に適

法な防火材料が佼JIJ されているか、また、延焼のおそ

れのある部分の外位及び事! 史等が耐火 ( 1坊火 ) 椛iiE等

にな って いるか調1をすること 。

(6) 避錐| 刻係廊下、避難階段、 出入口、排煙設備、 非

常用の IIfl 明 装 iE及び進人口等の避難施設等の布無ある

いは適切か等を湖1をすること。

( 現場関査)

第 7 条 市長は、必要に応じて関係各機関等と令| 百l

て・建築物の説場調告に努めなければならない。

( 指導)

百18 条 的条により淵千t した結呆に. ! J ; づき、 di 訴は

その建築物の所有省に対し、その主I t 築物の維持保全に

|民l し必要な Jlfiztι 講ずることを指導するものとする 。

( 要綱の不履行)

1n 9 粂 この皇制闘に定める Ｇ Ｑ ｾ ｊＧ｝Ｇｩに従わない所イ ｉ 行に

対し て、 ￯ ｬ Ｍ ｪｬ ｾ は 必袈な行政十 ｬｴｦ 丘をとること ができる。

( 補則)

第10条 この ｾ 制の施行に ｉ ＩＮＡ， ｉ し必要なー ｊ ｈｗ ［ｴ、その

古川交 i li I : k が定める 。

付J l IJ

( 施行期日 )

( 調査による報告等) 1  この要綱は、1 I ?H1159年 10 J-l 1 日から地行する 。

あ 4 条 ｉￎ￭ｪ 粂に定める往築物の所イ ｉ 者 Ｈ 所イ ｔ ｬＧ ￮ と ｉｾＺ (適用の除外)

ＮｦＱｊｬｾ円・が ｬ ＧＴなるときは、 ｾｾ［ｅｬｬ 者 。 以下同級とする 。Ｉ は、 2  この要綱は、岡、郎道府県又は市長村の所イI にか

当該 ｩｬｬ 築物の敷 地 、 Ｑ 純生、桃造、 ｾＩｪ 火、避餓関係等に かる建築物にはi直JTJ しない。

ついて、次条に定めるところによ り定期 (建築必準法 ( 報告の時期の特例)

( 11白-t' 1125年法tJ t第201号 ) の規定による検1 t iliJ 正の交 11' 3  第 5 条1 n l J1' i 1n l 号に係る報告で、昭和59年度 10

を受けた場介においては 、その l立後のH初日! を除< .) に J J に該当するものはその年度の3 f Jに報管するものと

その状汎を 1t，(lIi J として一級住築上析し くは二級住築上 する 。

を雌似し、匡IJ 乏の生命、 財 産 を 守 1) 、 l主みよいま 又は ill 設大陸が定めるJ f . 絡を有するす? に訓貸させて、

ち づ く り に 寄 与 す る た め に 制 定するものである。 その結米を市長に報告しなければならない。 対象建築物等の兵庫県との比較 (参巧)

( 兵庫県都市住宅部建築指導課課長 浜田隆義) 2  IIi jJJi の組定による報告訟は、別記第 l 号機式に

. 川 西 市建 築 防 災 指導 要 綱

( 目的)

1n l 粂 この袈綱は、特殊，辿築物等の防火、避嫌及

び維持ri ・単に |見lする一定の訓貨の基準を定め、 di 民の

とE命及び財産を守り、も って 住み良い街づく りに寄与

することを目的とする 。

( 定義)

首¥2 条 この要綱において「特殊ill 築物等J とは、

向動 111 I臥 11、自動車修理工場、工場、介席、作業場、

公会堂、集会場、策、下街、若手術f号、飲食 l九 ス ケ

ト場、水泳場、スポーツの線科場、 I噂物館、美術館、

図川館、事務所、診療所 ( !，且者の収谷地設があるも の

に似るふ児童稲祉施設等、展示場、遊技場、公衆浴場

( サウナ苦手も含む。)、共同住宅、劇場、 1決闘館、 ii i(芸場、

病院、ホテノレ、旅 館 及び物 ｉｬｬｳ 販売業を怯む、 ｊ ｩＩ ｾ 舗の芹 ｅ 金

に供する建築物をいう 。

( 適用筋四)

第 3 粂 このｾ綱は、次に定めるＨあＩ 州 ｬ に 仰 げる

よるものとし、付近見取図、岡山丘図、各|精平[ 而図及び

診断 ，Ir ( 1n 2 号機式) を添付しなければならない。

3  iiij 粂に定める建築物を往築しようとする者は、

市長に特殊建築物等慨袈占 ( 1n 3 号線式) を提出 しな

ければならない。

( 報告の時期等)

第 5 粂 1I可条の規定による報告の11与JUl は、次の各号

に仰げる区分に従い、当該各号に定める時JUl とする。

(1)共同住宅、然、下宿又は寄宿合

H百手1159年度から 3 .i pごとのそ の年度の 10月

(2) 劇場、 l決同館、 ij)( 芸場、飲食問、 スケー ト場、水泳

場、スポーツの斜n匂場、博物館、美術館又は図3 館

H前日59年度から 3 年ごと のその年度の 3 J-l

(3) 工場

1I[:{-t'1I 60i pJ Jl'ーか ら 3 年ごとのその年 j互の10Fl

(4) 公衆浴場( サウナ等も含む。) 、物品販先業を包む J，tf 需Ii

又は '1'; 務 ffr

lI li -t'1I 60年度から 3 年ごとのその年度の 3 月

(5) 合1; 11、作業場 、 1'1動Ill I日11文は白 出u111修理工場

II ?H 1I 61年度から 3 年ごとのその年度の 10月

特株l . l l ¥産物

専の川途

(ー)

自動 Jl i J!(/i) I又lよ!'I!li)J 'li

修 理 [J ，品

Ｈ Ｍ ｾ＠
工 場 合州、作業J晶、

公会主又は集会場

官号、 下街、 } 千円百台. 飲

食問、スケート場、本

時場 スポーツの純子T

場、博物館、見術館、

1  j  図 ， ｉ ｾ 館、事務 所、 ｊ 蝦

jifr ( 忠 Yi 町収存地設が

あるむのに限る.) . 児班

N，' 祉地. 止等. 1. 員 ;f; } ，ι

遊技場又は公指骨i l . 品

いナウナ事む合む，)

供11J駐日I!主主

Ii J  劇場. 映凶nftii Ji .は械 i 、

JJ 自

( 寸病院、ホテル又は旅館

(cl 物品版先生を 'i:i む11
1
1制

Ｏ正欄町ｬｉｉ ｩ 主に供する部分の床面倒的ｦ，Ｍ， ｾｉ

川両 Ｍ ｦＡ￯ＴｊＡ築 ｾＩｪ 法曹11轟による

民指導要綱 定期報告( 県)

150 '1' 万〆 トJレを

ｾ＠二え. . L 町

200' 1'  Ji ノ トルを

ｾ＠こえるむの

300・ド Ji ノートルを

こえるむの

500' ['  Ji ノ トJレを

ｾ＠こえるむの

200' 1'  Ji メ トJレを 500 平方メ ー

こえ、 5oo' I' J i ノー トルを こえ る

トル以内のも町 もの

3∞‘ l'  Ji メ トルを 500 平方メ ー

こえ、 500平Ji 〆ー トJレをこえる

トル以内のもの もσ》

300' 1'  Ji メートルを
1，500 平方メ

こえ. 1. 50也、I' )i ノ ートJレをニえ

ートル以内向むの
るもの
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日 本 建 築 協 会 建 材 委 員 会

新 建 材 紹 介 コ ー ナ ー

〈新 建 材 紹 介 J{o. l l 0}

水膨張性ゴムシール材

アデカウルトラシール

旭電化工業株式会社

本 社東京都中央区日本橋室町 2 - 8 古河ビル Tel. 0 3 - 2 70 - 7 511 

大阪支庖 大阪市東区南本町 4 - 41 イヨビ J レ 加 . 0 6- 24 5 - 2141 

. は じ め に 的 に 膨 張 し て し ま う の で は な く 、 拘 束 さ れ た 1  . 下 地 処 理

近 年 、 建 築 工 事 は 高 層 化 、 地 下 階 の 深 層 化 す る な 面 は 膨 張 力 を 保 持 し て お り 、 拘 束 が 取 れ た 段 (1) 一 次打 継 面 の 油 分 、 ゴ ミ 、 木 屑 等 は 取 り 除 き 、

か で 、 市 街 地 の 建 物 は 敷 地 ぎ り ぎ り に 建 て る こ と 階 で 膨 張 す る 。 接 着 剤 を 使 用 す る 場 合 は 湿 って い る 打 継 部 を 乾

が 多 い 。 し た が っ て 地 下 階 の 外 壁 は 外 防 水 で き ず 4. 耐 水 性 、 耐 久 性 、 耐 薬 品 性 が 優 れ て お り 、 水 燥させる。

内 防 水 と な る 。 ま た 深 層 化 す る に 従 っ て 水 圧 も か 質の; 拶響を受けにくく、海水中ても同程度の (2) 一 次打 継 商 の 凹 凸 が 大 き な 場 合 は 、 優 端 な 凹 凸

か る と い う 悪 条 件 で あ る 。 水 膨 張 率 と 水 膨 張 速 度 を 示 す。 は け ず り 取 る か 、 モ ル タ ル 、 急 結 セ メ ン ト 等 で

こ こ に 紹 介 す る * ア デ カ ウ ル ト ラ シ ー ル 。 は 、 各 5 . 有 害 物 質 、 重 金 属 類 は 使 用 し て い な い の で 、 平 ら な 面 と な る よ う補 修 す る 。 ( パテ タ イ プ の

構 造 物 の 接合 継 目 か ら の 流 入 水 を防〈・材 料 と し て 作業上安全て" 環境汚染はない 。 T L ー 10 2 5 を用い て も よ い )

開 発 さ れ た シ ー ル材 で 、 水 に 触 れ る と 自 己 体 積 膨 6 . 広 い 温 度 範 囲 に わ た っ て す ぐ れた」上水性能を 2  取 付 方 法

張 し て 止 水 効 果 を 発 揮 す る と い っ 従 来 の シ ー ル材 発 揮 、 特 に 低 温 ( - 30

0

C ) で 、 且つ 膨 張 状 態 (1) コンク リート 釘 が打 ち 込 め る 打 継 面 は 、 コ ン ク

に な い 性 能 を 有 す る 水 膨 張 性 の シ ー ル材 で あ る 。 でも 止 水 効果 は 失 わ な い 。 リート釘を用い、 一 次 打 設 面 に 2 0 - 3 0 cmピッチ

・ 特 徴 7 . 一 般 ゴ ム 製 品 と 同 様 に 、 長 年 月 の 使 用 に 耐 え で打ちつける。

1  . コ ンク リー ト 水 、 雨 程 度 の 水 で は 殆 ん ど 膨 張 る。 (2) コンク リ ー ト 釘 が 打 ち 込 め な い コ ンク リー ト二

のないよう、 初 期膨 張 を tfll え、 最 終 的に 2 倍 ・ 種 類 次 製 品 や 金 属製品、 プ ラ ス チ ッ ク製 品 は 、 接着

程 度 に 膨 張 す る 。 ( 図 ー 1 参 !!t1 )  種類は、 一 般的 に よ く 使 用 さ れ る M シリ ー ズ と K 高IJ の ウ ル ト ラ ボ ン ドH シ リー ズ を 取 付 面 に 塗布

2 . 天 然 ゴ ム を 主体にしており、 一 般 コeム製品と シ リ ー ズ を 含 め て 、 表 ー l のと お り で あ る 。 し 、 粘 着 性 が 発 揮 さ れ た 時 ( 5 - 6 分後) に、

同様にi ) lj i . 力性に 富 み 、 圧 縮 変 形 し て も 復 元 す ま た 、 物 性 、製 品 サ イ ズ は 、 表 2 、 表ー 3 の と ア デ カ ウ ル トラ シ ー ル を 貼 付 け る 。

る。 お り で あ る 。 従 来 の 埋 込 み 式 止 水 板 と の 比 較 を 表 - 4 に示 す。

3  膨 張 は 立 体的 に 起 こ り 、 水 に 接 触 す る と全面 圃 ア デ カ ウ ル ト ラ シ ー ル 止 水 板 の 一 般 施 工 法 建 材 委 員/ 尾 松 一 夫 (州 大 榊11本府建築工務部)

図 - 1 ウルトラシールの水膨張特性
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表一 1 アデカウルトラシールの種 類 表- 3 用途別製品サイズ代表例

uu 1. ヰキ 恒

{ 本 的

主 な Hl ;主

膨綴ヰ:

M-;_' I) - ; (  
11'  1)11 硫

2  fit JI :木板

ゴ ム

K - シリーズ 1111脱ゴム ＱＮＵｦ ｲｾ＠ J I  木版

K C  H';" リース

出 膨 張

5 倍

セグメントン ール村

タイプ ポ，?スカルノ〈ートシールH

T  L - II 
世一

入

1. 51:'i 注入目地

タイプ

T  L - I025 一 液型ア 1. 51書

凹凸[ 同町彼止』円版高'1

"  
" 円 水

T  S. ン1) ーズ 間復元世 1. 5倍 マンホール圃R暫HンールH

主 な 用 途 代 表 I刊

コン7 リ ト打線止水版

M C ・2010

二，人巷ジョイ μ ト"水 ffi

K C- 2010  

H 鋼まわり JI : 水瓶 M C - 2005 

ポッ7スカ} v .，:ートシールH K  C  1.1- 2010  

セグメントンール村 K  C  1.1- 2∞5  

2010 :  20悶悶 X 10mm 

表 - 2 アデカウルトラシールの物性

ｾ＠
アデカウルトラ: _ / - } レ * 疋 然

l jl  1立 測 定 法 コ ム

Mンリース K シ1) ー丈 ( 参Y，.)

，J)! I!l: Hs  J  I S  K 6301  32 45 45- 60 

ＱＱ ｾ 強さ kg - r  /arI 

"  
13  90 90以I

('1

'  

ぴ %  

"  
750 850 4刷l t U:

水 久j I J i び %  

"  
10 15以下

圧 縮 水 久 υ ず み %  社( 20t 内、 10144U11紡:1) 15  30以下

t  引 Ｇ［ｊ ｾ 強 さの ＨＱ ｝Ｚ 下車 %  J  I S  K 6301  
。

25以 F

iJtt filI ぴ 円 低 下 車 %  

"  
3 以下 30t t T 

験 ， J ) ! 皮 肉 変 化 Hs  

"  
+  2  + 7 - 0  

F ンベル 2 号形で11111定 *  J  IS  K 6353による
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表 - 4 J:gビ、 ゴム止水板とウルトラシールの比較
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施

コンク 1) ート同水が引き始めた時市で

止水版をコ ン7 リート中に一部埋込む

工

貼り つける

ｾＮ ｾＺｾｾｾＺｾＩＢ＠後 段 断

既設コ ンク リート〔例 200X6(mm) )

而 l王 止 木
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結 来 | 漏 水 あ り 漏 水 な し

6. 4 kg/ 岬

。tll 維で手械なスペースで も施工容易

。コンク 1) ードトストの取まわ リが容易

。コノ ? 1} _ ｾ，金以、プラスチ ｹ 7 等

あら曲る 二次製 1111 との J! :水可能

。不冷札下等の量')J きに追随し て，1水可能

。d水制えがコ ン7
'
)ートベースト打設1ml こ
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耐 用 水 I王 I  1.0 kg/ arI以下

(Oj 巧 | 。巡nJ 範 IHI !J ' 限句れる .



建 築 と 社 会
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ニュー ス原稿をお送 りください。

大阪府立国際児童文学館オープン

わが国て初の総合的な児童文学館が、去る五月五

日の「子どもの日」に、大阪は千里の万博公園の

一角にオープンした 。

57年度着工、 58年 3 月に竣工した。

理事長には京大名誉教授の桑原武夫氏、初代館長

には甲南女子大学教授 ・演劇評論家の菅泰男氏が

就任された。

建物規模は、 R C造 2 階、地下 111皆、敷地面積

「子どもフェスティパルj のイベント、「こども文 4200m'、建築面桜1833m'，延床3100mヘ 総 工 費 13

化の明日をさぐる」シンポジウム、「グリム兄弟の 億の建物で、設計監理は大阪府建築部営繕室、施

本」の展示など、多彩な行事が屋内外で催され、 エは熊谷組である 。

子どもたちの見る限と読む眼が輝き、歓声がひび この施設は、「児童文学など児童文化に関する総合

いた 。 的 ・国際的な資料・情報センター」として、また

この附近には、国立民族学博物館、万国博ホール、 「子どもの読筈文化活動のセンター」としで「子

国立国際美術館、日本民芸館があり、前奈の ￭ｾ ｩ どもの本の城」にふさわしい環境と設備を有して

の池」や「太陽の搭J 、それに日本庭園も眺められ いる 。

る一大国際文化交流ソ' ーンにもな っている 。 すなわち、ユニークな「本の島J である「こども

1979年より「国際児童年J がはじまり、その趣旨 室」には、世界各固めおとぎ話やまんが本も自由

にの っ とり、元早大教授鳥越信氏が昭和54年 に 児 にみれる開架式書棚が並び、本のある遊ぴ場とし

童文学図書資料12万点を大阪府に寄贈され 、こ れ て楽しめる。最大 250 人収容可能の「鱗堂J での

をき っかけとして、当館の建設構想、が進められ、 人形劇、展示会講演会の催し、さらに 2 階の「セ

ー

一

E

J

一

一

-
L
-
-

一

よ

一

一

だ

一

一

海

一

一

東

一

愛知県建築士事務所登録等

指導要綱について

昭和J 58年 5 月20 日付で建築士法の一部が改正され、

昭和59年 4 月 l 日以降は「建築士事務所の登録有

効期間J が、 3年聞から 5 年間に延長されること

にな った。

これにもとずき、 「愛知県建築開発等行政推進団

体協議会の事務手続き 」 については、次のとおり

となりましたので、お間違いのないようご注意〈

fごさい 。

なお、本会は、前記協議会の椛成メンバーであり

ますことを附言いたします。

記

1.11前日59年 3 月31 日までに、登録有効期間が切れ

る事務所は、今までどおり登録更新の手続きが

必要です。

2. 昭和59年 4 月 1 日以後に、 3 年 聞 の登録有効期

聞が切れる事務所は、その後自動的に i 2 年間」

有効期間が延長されます。

〈今後の事務処理について 〉

1 建築士事務所の管理建築士講習会について

①昭和59年、同60年の 2 年間は、新たに管理主主

築士になろうとする者を対象に、年 2 回の講

習会を開催します。

②59年度の第 l 回講習会は、 59年 7 月27 日倒に、

中区栄 4 丁目 3 - 26、昭和ビル 91渚ホールで

開催することに決定しました 。 第 2 回講習会

は60年 1 月に開催する予定です。

③事務所登録の有効期聞が、 2 年間延長される

こととな った事務所の管理建築士で、既に講

習会を受講された方は、 2 年後の登録更新l時

において、受講証明書は登録申誌に添える書

類として使用できます。

④ 「建築士事務所登録申請関係書類j は 、59年

ミナ一室j での研究会、

視聴覚教育、「閲覧室」で

のレファレンスサービス

やコピーサービス、個室

風の「特別閲覧室」など、

ゆきとどいた施設となっ

一》

γている。チリメン本「英文日本昔噺」シリーズな

どユニークな本も多数所蔵されている。

あんの

上にかかげた 7 ークは、絵本作家の安野光雅氏の

デザインになる当館のシンボルマークで、ツノの

ある牧神が横笛を吹く姿をメルヘン風に簡潔に表

現したものである 。

谷川正己建築写真展「落水荘J

F . L ライトの代表作、J j lj 装建築「落水荘J

(Falling water) のカラー ・スナ γ プ写真展

が開催されます。

. 6 月4 日開) - 10日( 日) 阻 9: 00-pnt5 :00 

志野陶石京都営業所ショールーム

京都市中京区御池柳馬場南西角、朝日ピル7F

へ や

T  E  L .  075- 255- 3020 (係 . 昔日家)

. 7 月23 日UJ) - 28 日ω am. 9:  00 - pnt5・00

志野陶石名古屋営業所ショールーム

名古屋市中区新栄町I ーl 、明治生命ピル 8 F  

T  E  L.  052- 971- 2315  ( 係 再可原)

圃 : 一一部|

4 月 1 日から新しい書式になります。

2. 建築士事務所装備証明書について

できる限り 5 年間の登録有効期聞が切れる前に

現地調査をして装備証明訟を発行するようにし

て下さい。

( 社) 日本建築家協会東海支部、愛知建

築設計監理協会が、独立の合同事務局

を設置された

( 社 ) 愛知建築士会に事務委託し、総会事務局とし

て設置されていた建築団体のうち、標記の団体が 、

このたび独立の合同事務局をもたれ、 4 月中旬か

ら業務の開始をされた 。 なおこの事務局長に古池

勝氏 ( 元愛知県住宅供給公社理事) が過日着任さ

れた。

事務局は、従前の事務局と同じ昭和ビルの 5 階で、

電話は、 <052>263- 4636 となりました 。

住 築と 社会 / 198411' 5 JJ {;.  25 



読者の頁

|イギリスでの生活点描 2
西 村 一朗

観 劇 ・ 音 楽 会一一 ランチ・タイム・コンサー卜のことなどーー

イギリスは、日本の北海道よりも高緯度に位置し

ているので、冬の夜は日本よりはるかに長いわけ

です。だから、秋から冬にかけてその夜長を楽し

く過ごすため、車IJ 、バレー、音楽などが一斉に劇

場で花盛りとなります。

知り合いの Y 先生から「自分が滞" ! A 中、夜は車IJ ば

かり鋭ていた」とお聞きしたことがあります。 し

かし、それは、先生が語学に堪能なのと、ロンチ

ョン ( ロンドン ・チョンガ一、私の造誇) だった

ためと推察します。私は家族連れて"行 っていたし、

I>>IJ 的英語を十分理解する程でもないので、夜、外

出するのを総E苦し、結局、帰国間際に、家族連れ

でロイヤルオペラ ・ハウスに出かけ、音楽劇 ( オ

ペラ HマクベスJ ( シェークスピア原作、ヴェルデ

ィ音楽) を観ただけに終わりました。安と娘( 中

3  ) は、私が一人でヨーロ γ パ旅行中お隣りに住

む老人・モーアさんとバレーも観に行 ったようで

した 。

もし、劇 ( オペラを含む ) の好きな人だ ったら、ロ

ン ドンほど観I>>IJ 天国はないと思います。

私が通学 ( ?  ) していた L S  E  ( ロンドン大学) の

近くには、コベント・ガーデン、 ドゥルゥリー ・

レー ン等の劇場集中地怖があります。そこから A

っ直ぐ 南に行 って テムズ川を渡ると、新しい国立

劇場 (Nati onal Theat re) 等もあります。それらの

劇場で、特に秋・冬に多いとはいえ、ほとんど一

年中、古典から新劇まて'上演しているのです。観

劇の気違い ( ?  ) ならずともヨダレが出てきそう

です。今度、もし又、ロンドンに行くことが出来

たら、干支の自由時↑ 1 : ¥] は鋭撮りなどを中心に過ごそう

とｾｾみている次第です 。

ところで、波英前、西ヨーロッパてすま、劇ではイ

ギリスが一流としても、音楽( クラシック) では

ドイツ、オーストリア、ノぐレーではフランス、オ

パー ピカ ンセンターの「アイソメ J( B Hが音楽ホール)

26 也築と社会/ 1984年 5 J Iサ

ペラはイタリアがト ップ と何となく思 っていまし

た。確かに、有名大作曲家( バ ッハ、ベートーベ

ン、モーツアルトなど) はドイツ語圏に多く輩出

しているし、( 日本での) 有名シンフォニーもその

あたりにあるのですが、市民の多くが本当に音楽

を楽しんでいるという点では、イギリスもト ップ

クラスに入ると思います。伊IJ えば、市民の耳も/ 11' . ' .

えていて、どんなシンフォニーでも一度ロンドン

で評判を落とすと後はもうだめだ、と 言われるほ

どです。一方、ポ ンプスの分野では、あらゆる点

で一流は間違いないところです。 ビートルズを生

んだお図柄だし、日本に帰ってからラジオで「ポ

y プス」番組を附いてみても、アメリカに劣らず

イギリス生まれのI鈎も上位を占めています。。良は、

早口の英語が苦手で、あまりテレビを見ていませ

んでしたが、木町i 日夜 7 時すぎの「ト ップ ・オプ

・ザ ポップス J だけは、欠かさず見ていました。

私には、ポ ップスよりやはりクラシ ンクが合 って

います。二回ばかり音楽会に行きました 。一 回は

M さんと、もう 一回は家族連れでした 。

設初、大学では 一年先輩で私より少し早〈ロ ンド

ンに来ておられた Mさんに紹介され、 M さんに lill

れられて「ラ ンチ ・タイム ・コンサート」という

のに行きました 。場所は、パービカン ・センター

です。パービカンは、ロンドンでも有名なシティ

内の再開発地で、 鉄筋コンクリートの超高層住倣

が林立しています。今 でこそ超高層住宅は人気が

ないのですが、これは「高度成長時代」の産物で

す。地区中心の建物の 中にさまざまな文化施設が

あり、音楽会用の「センター」もあるのです。「 ラ

ンチ タイム ・コンサー トJ というのは、文字通

りランチ - タイムの休み時間に聞かれるもので、

1 時i非! 被、 2 時前に終wi という 短時 間で、料金は

会席自由席で 2 ポンド ( 750同位) 均ーという安さ

パーピカンセンタ 一位置図

です。

当日は 1 時少 し前に着いたので、スタンドで「ラ

ガー J ( 日本のビールに似ている )を 半パイント( 小

ぴん分) 飲みました。コンサートに来ているほと

んどの人が、何か飲物を飲んで和やかに談笑して

います。この風景は、ここに限らずロイヤル ・オ

ペラでも見られました。 ｉｾ 日 ｷ￭ 前だけでなく、長時

間の出し物なら、幕開でも見られます。 こうして

楽しんでいるのを見ると、やはり生活 ・文化の厚

みを感じてしまいます。 とりわけ、昼休みにまで、

安い料金で良い音楽を楽しめるロンドン市民をう

らやましく思いました 。

その日の出し物は 、バロ ックの小l社! とモーツアル

トのシ ンフォニ - No. 29、演奏は「ロンドン ・バロ

ック ・オーケストラ」でバロ ンク専門の楽団でし

た。軽やかな心地好いwi 奏でレビールの軽い酔いも

手伝 って、ひとときの至福感に包まれました 。帰

り際、 M さんの言っ た「音楽は万国語だから良い

ね」という 言葉も耳に残りました 。

結局、ここが気に行って、帰国前に家族連れで又

や って来て、今度は夜、ベートーベンを十分に楽

しんだのでした。 ( 続< )  

( にしむ ら いちろう/ 奈良女子大学助教授 ・住居学)

パー ピカ ンの風景 中央興U，パーピカノ センター

(1i' 街に間隔住悼)

'1' 炎 下前 1; 1，ローマ時代置勝

l i H; 1は ロンドン史をaヲロンドン憾物館
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吉阪隆正集

ル・コルビュジェと私

定価 3，000円

8  

A  5  .279頁動Ｇ， Ｇｲｾｈ ｪｽ刊

紹介された、コルビュジェの姿には、吉阪のひと

となりに負うところも多いのではないだろうか。

幸L たちは、ル ・コルビュジェのことについても、

また吉阪隆正のftl; 業についても、すでに多くのこ

とを知り、学んでいる 。 そして彼らが予測し、憂

い、希望にうちふるえた未来は、いま目前のもの

として展開し、あるいは進行しようとしている。

しかし、未来の展望において、私たちはその視界

を失い、深い現代の霧に足を踏み入れて来てしま

っているようだ。

今、私達が必要としているのは、吉阪が、コルを

おとずれたころのような、精神の緊張と勇気であ

り、そのこみあげてくるようなカと熱であろう。

その意味で本舎が、修正を加えることなく過去へ

と遡行する編集の意図は、単なる遺作集としてで

はなく、現代への啓発の意図をもった、挑戦的な

舎でもあるといえる

吉阪隆正は、設計課題を与えられて悩んでいる学

生にむかつて、やさしくこう言ったものだった。

「とりあえず、手を動かしてごらん」と。

あるいは学生の姿は、彼がル ・コルピュジェのと

ころにおもむいたところの姿であったのかもしれ

ない。試行錯誤に突入していくことのむずかしさ

と、それを通して発見される価値を、彼はみずか

らの体験を過して知りつくしていたのだろう 。

ノマリへおもむいたところ、彼にはそれほどはっき

りとした、展望が開けていたわけではなかった。

それはまた、当時の建築の、いや世界の状況でも

あったといえよう 。若き吉阪もまた、コルを師と

あおぎながら、おおいに悩みゆれうごいていたの

式ゴ。

本告は、生前の吉阪が執筆した文章を再編成する

ことによって、そのあたりの事情と、その後の思

考展開をえがき出してくれている 。たんたんとし

た文体に連ばれて、時代の興事Fは屈曲されること

なく、吉阪に受けとめられ表現された 。わが国に
本 多 友 常/ 竹中工務庖叡計部

定価2 ，400問A 5 変形248頁学芸出版社刊著介頴水
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家

にしても使う材料の多様さと厳しさには恐れいり

ました 。

設計の段階から材料の吟味をし、材料の産地 ・工

場まで出かけてフルイにかける筆者の努力と怒IIf!

には、頭が下がります。まさしく「建築ー料理」

だ、と納得させてくれました 。

放近は、家づくりよりも 町づくりに意欲を燃やし

[' 11汀住区建築J に取 り組む多彩な前総ぶりも披露

されています。

紋後になりましたが、表紙の 6 枚つづりの縦長の

カバー( j 正さ 90cm) は、とりはずしてそのまま壁

の展示 i日として飾れます。このアイディヤと、「家

家」の独自I j 的な名前をつけ、あきのこないよう巧

みに写兵 ・図を姉入し、途中に二段組みの本文を

椛成したレイアウトは見事です。当本にかける出

版社の意気ごみを感じました 。

関西でも、こんなすばらしい本が出版されるよう

にな ったことは、建築読者の一人として似しいこ

とです。

山 田 修/ 大阪市立工芸高校建築科長

6  

「緑が丘J の名の示す巡り、緑の多い木立の 中に、

外音11はコ ンクリート打ち放しの現代的建物を作り

「内部は日本の伝統的空間を生かすJ という相反

する条件を克服した設計は、さすが「日本の住宅

設計の第一人者だなァ ｪ と感 ｭｾ いたしました 。「 設

計から完成に至るテ' ィテールJ が、なめらかな語

り調で記述され、読む人を魅了します。

建築家としての姿勢も明示されていますから、プ

ロの建築家にこそ読んでほしい物語でした 。

私事になりますが、すぐる日「総国の石燈能を兄

たい」と西i率先生が自宅にこられ、そのとき「住

宅論」を聞かせていただいたことを光栄に思 って

います。

出江寛氏の『伝統の家から』は、多くの優れた作

品の写真を示しながら、彼独特の節回してe 諮って

います。「ずぽらの効用」も商白か ったし、京都の

名建築物のスケ ッチも楽しく見ごたえがあります。

家を考えながら、最後は「茶室の話J に昇化させ

たところは、さすが「売れっ子の建築家だなァ J

と思いました。

最後は 『家から 町へj の水谷頴介氏です。 R Ci生

からスギの間伐材を使った家まで、同じ家を造る

「建築家は、住宅の設計に始まり住宅の設計で終

わる J 一一この至言を実行し体験した明西の誇

る四人の建築家' が「家を造る ・住む答び」をエ

y セイ風に語ったのが、本j 1 ，t です。

一流写兵家の織彬による写真と説明が、本文の興

味をさらに凝り上げ、小説を読む・ごとく退問せず

に説破できました 。ほんとうに伺のこらない「家

・いえ ・イエ ・家の物語J で、オムニパス映画を

みる寡聞気を持 っています。

まず、 石井修氏は、山あいの自邸( 目神山の家)

のl';i IJ 作の将びと生活体験 ( 7 年間 ) を記し、自然

を過した「工事rl
J
の住宅に住む体験J を熱 っぽく

諮りかけます。「 自然、と人問、風土と往築J のかか

わりを自正11にとり入れ、飛鳥の寺院を思わす「太

い丸柱 ・メLばり」で織成した自邸は、圧感です。

周辺の四季の変化を芸術家の目で促えた dQAは「自

分が当家に住んでいるようなをlT1tJ にi陥i りました 。

次は 西漂文隆氏の『建築家が自丘11をつくるとき』

の物語です が 当君主は、わたしの住む ｉ ｾ ｉ 邸 Ｈ 伊丹市Ｉ

に近〈、工'J o ; 中から「変わ ったショウシャな家が

建つなァ」と眺めていましたから、数多くの雑誌

に掲』賊される前より知 っていた建物です。

27 l.l!築 と社会/ 1984年 5 JI' 号
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力一テン・カーベッド壁醤・椅子張

' 84-'86新製品発表! !

園

γ  

「インテリアルネ ッサンス」昨年創業 140 周年を迎えた川島織物がこのフレーズ

と共に新たな歴史の第一歩を踏み出しました。

成熟度を増し 、新しい伸展を見せ始めた我国もいよいよ本格的なインテリア時

代を迎えつつあります。 このたび川島織物が永年のデザイン・技術の蓄積を駆

使し 、カーテン 、カー ペッ ト、壁装、椅子張各シリーズにわた って新製品を発

表致しました。

時代のニーズに応え 、本物のフ アプリ ックスの良さを十分に生かした新製品が

皆様の優れた感性でさまざまな快適空間を演出することにお役に立つものと自

信をも ってお奨め致します。

より豊かな生活空間を演出する

野 川 島 織 物

東京営業本部

東京都千代田区永田町2丁 目 山王グラ ン ドピル5階 T. I (03)580-4511(1州

大阪営業本部

大阪市北区堂島1T目1番5号 侮回新進ピル6階 T.， (06)  347-0451(削



Ｍｂ 宣 言 ［ｩｆｩￆｦｾ ....Jt' iI:Iil哩.. ｾ＠ .. 園 間rUE向】日宅毘軍事Z曹百語 毎週

山本達哉
山本・西原建築設計事務所

聞 き 手 ・ 編 集 委 員 本 間 利 雄 ( 大 林 組)

プ ロ フ ィ ー ル 撮 影 島 修 一 ( S T UDI O A . T )  

略 歴

l 生 年 月 日 昭 和 9 年 l 月14 日生 ( 50歳) :  

l 出 身 地 京 都 市 友 京 区 ;  

; 披 終 学 歴 京 都 工 芸 繊 維 大 学 工 芸 学 部 :

l  建築学科昭和33年卒業 l  

:職 場 山 本 西 j点主11築般計事務所 l

:  代表取締役社長 l  

:ε 1>務所所在地 干541 大阪市東区平野町2- :趣

29ピJ レll[ 井 6 F  :  

東海病院(ν l' 割以>) 社会福:

祉法人本部 ｩＧｾ 隙間Ｈ沖制県Ｉ :  

大阪市立飛':，'j 会館( 大阪市) :  

大阪府立柴品開校( 大阪市 ) :  

伊勢長本庖( 京都市 ) 同支応 l

( 東京事11)

味 陶 芸 製 作 観 賞 旅 行 ス ;

キ ー テ ニ ス

:公 戦 京 事11建築設計出i 理協会民事; 好きな建築物 カーン設計のプリンモアガ;

ーノレズカレ y ジの寮 ( ペン ;

ｾｊ レパニア州Ｉ I羽谷学校:

: 代 表 作 品 西 山 株 式 会 社 本 社( 京都市 ) :  

'  有本株式会社( 京都市) 大 J

原記念病院( 京都市) 沖縄:

大 原 記 念 病 院

狂気、そして冷徹

( 岡山県 )

亀岡市立市民体育館 ( 仮 林 )

「建築は狂気がないとゃれない」と語る。創作活動には、果敢にの

めり込む姿勢が必要だと説〈一方、 「しかし 、それが狂気だと分っ

ている冷静なもう一人の自分も必要」と指摘し、建築がたんに芸術

活動にとどまらず、社会的生産行為であることも忘れてはならない

という 。価値感の多様化を 呈する建築界にあって、つい前衛に走り

がちな若い所員にどこで歯どめをかけるか判断 をするのがいまの自

分の役割ではないかといい、「つねづね所員にホNO" という権利 だ

けは残しておいてくれとい ってい る」と笑う 。 r装飾性や材料の選

択などで、どこでブレーキをかけるかは、究極的に は建築家のモラ

ルの 問題だ ろう」。そして「何ごとも正統でいきたい」と姿勢を語る。

みずか

建築家であ り事務所の責任者でもある自らの軌跡をかえりみながら、

「時代の流れをみるとき、いつもどこかに懐疑心がある Jo rこれは

本物だろうかと自 問 自答しながらやってきたので、さほど本道を踏

みはずしてはいないつもり」と述懐する。

ノマートナーの西原氏とともに事務所を開設して以来20年。所員は、

京都事務所と大阪事務所で約半数ずつ。大阪は官庁の仕事が大半を

占めるのに対し、京都は民聞の仕事が多〈、氏の活躍も京都が中心

となる 。京都 に生まれ育ち、その土地柄については十分に知りぬい

ているとの自負があった 。 ところが「いさ、設計活動を始めてみて、

この社会の特殊性にはおもい知らされた」と、この20年をふりかえ

る。

京都 ・室町の呉服屋のうち 6 、 7 割は氏の設計になるというほど多

くの老舗を手がけてきた 。そのなかには 、口 先きでは先生といいな

がら、内心は 出入りの染屋と同じ感覚でみている庖主も少なくなか

ったという。そのような施主に自分の思うものを説得できるように

なったのはこの 2 、 3 年だという 。 ビルを設計する場合も、京都で

は、自分の居宅をつくるような気持でのぞむ社長を 相手にすること

が多い 。だから、金銭的に非常にシビアであることは当然としても、

それ以上に作品としていいものを望む人が多いのには少なからず驚

かされたという 。美術工芸や芸能に対する素養が豊かで、建物から

家具調度品に至るまでものを見る限がこえている 。 rそれがや千年

の都。の伝統の重みというものではないかJ とみる 。 r大阪では機

能性や経済性といった理屈で説得できても、京都ではそれだけでは

アルファ

タメ 。それプラス g を理解しないと 」と特殊性を強調する。 rそ

のためには、施主以上に、見る眼。を鍛えるのはもとより、相手の

心を関かせ、信頼するに足る人間性をそなえることが必要だ」と悟

った。この、もっとも基本にしてしかも現代の組織社会ではともす

れば忘れがちなド個人と個人の信頼関係。こそ、この20年間に築き

おもて

あげた惟ーの財産だ」という 。太い芦と日焼けした面の、あたかも

古武士を想わせる風貌からにじみ出る温かい人間味は、この長年に

わたる蓄干貨のたまものだろう 。

「士は行なわざるあり」を信条としている 。「設計の依頼をうけても、

やめなさいといえなければならない j と説く 。 ボウリンク川ブームの

頃でも、ボウリング場だけはやらなかった。 ブームが去り、他の仕

事をやるときには仕事が荒れていて事務所をたたまざるを得なくな

った仲 間を何人も身近かにみてきた 。「 とくに京都では、むやみやた

らに建物を建てるだけでなく、建てるのをスト ップさ せるのも建築

家の仕事j と、近年、論議の盛んな保存 ・再生に話がおよぶ 。「ただ

し京都で仕事をしていると、条例などの規制て" 行なわざるあり。

が多すぎるのも事実だが… j と苦笑いする。

大学時代、学校へ行かずに数寄屋建築の大工のもとで働いたことが

ある 。 このとき体で覚えた「和風のハランス感覚が一番勉強にな っ

た」といい、「造形手法だけでなく建築そのものに対しても、今でも

それを引きずっているように思う」と自己を語る 。

趣味は、学生時代、競技スキーで鍛えた腕前を誇るスキー、夫人に

誘われてやっているうちに友人とテニスクラブを共同経営するまで

にのめり込んだというテニス、さらには陶芸制作と 巾が広〈、しか

も徹底してやる 。建築設計から趣味に至るまで、あらゆる世界にの

めり込んでいく ホ狂気H と、建築家として 、あるいは経営者として

の本道を見さだめんとする勺令微な II JP を巧みにあわせもつことが

できるのも、やはり氏のたぐいまれなバランス感覚のなせるわざな

のだろうか。 〔次号の登場者は北村隆夫氏 ( Z O O M計画工房 ))  

也築と社会/ 1984年 5 }J 号 29 



昭 和58年 度 ・ 第 3 回 若 い 会 員 の 集 い

都市住宅を考える (8)
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「都市住宅を考える J シ リ ー ズ の 第 8 回は、 ぱ 、 置 き 去 り が ち に な っ て し ま う 問 題 に つ い 「 商 庖 街 構 成 の 中 の す ぐ れ た も の と し て ア 一

都 市 再 開 発 の 専 門 家 と し て 名 高 い 藤 田 邦 昭 氏 て 、 都 市 的 ス ケ ー ル の 視 点 に 加 え て 、 ナ イ ー ケ ー ド が あ る 。今 日 、 旭川 を 最 初 と す る 買 物

を お 招 き し て 、 都 市 環 境 の あ り 方 に つ い て お ブ な 感 党 を 感 じ さ せ ら れ ま し た 。 公 閣 の 設 置 等 に よ り そ の 役 割! の 見 直 し も 言 わ

話を伺いました。 と く に 、 道 の 段 差 を な く す だ け で 人 の 流 れ れ て い る が 、 わ が 国 の ア ー ケ ー ド 、 カ ラ ー 舗

氏 は 、 去 る 昭 和57年 9 月 に ヨ ー ロ y パ の ド が 変 わ る と い う お 話 は 、 設 計 者 に と っ て お も 装 に よ る 商 庖 街 は 、 シ ョ ッ ピ ン グ モ ー ル と し

イ ツ を 中 心 に 、 都 市 環 境 、 な か で も 主 と し て し ろ い 問 題 で あ り 、 同 時 に 、 非 常 に 基 本 的 な て み る 場 合 世 界 随 ー の も の で あ る 。 もちろん

都 心 商 業 環 境 の 整 備 状 況 に つ い て 視 察 を し て 事 項 で も あ る わ け で す。 こ う し た フ ィ ジ カ ル ヨーロ ッパ に お い て も 、 ミラノやケルン等ア

こ ら れ ま し た 。 そ の お 話 が 中 心 と な り ま し た 。 な 物 の 捉 え 方 の 土 台 の 上 に 、 商 業 環 境 の 魅 力 一 ケ ー ド が 全 く な い わ け で は な い が 、 そ の 商

「都市住宅を考える」シ リーズにおいては、 を引き出す者[1市 経 営 の 思 想 が あ る と 思 わ れ ま 業 価 値、 モ ー ル 街 と し て み た 場 合 、 こ の 方 式

今 ま で は さ ま ざ ま な 角 度 か ら ア プ ロ ー チ し っ す 。 は わ が 国 独 特 の も の で あ る と い っ て よ い 。 雨

つ も 、 住 宅 と い う 線 を あ ま り 離 れ な か っ た わ 都 市 の 魅 力 は 商 業 で あ り 、 生 活 提 案 で あ る 。 が 多 い こ と 、 夏 の 目 ざ し が 強 い こ と が 直 接 の

けですが、そのX f . 1床 か ら は 、 第 8 回 の お 話 の さ ら に 、 都 市 生 活 の 活 力 源 と し て 良 質 の ス ト き っか け で あ る と し て も 、 大 阪 の 大 丸 、 そ ご

内容は、 滞日市住宅。というよりは、やや広 γ ク を こ し ら え る 必 要 性 お よ び 経 済 的 に ペ イ う か ら 南 の 南 海 電 鉄 ナ ン パ 駅 ま で の 心 斎 橋 ア

範 囲 の 、 都 市 環 境 。 を 扱 っ た も の に し て い た することの前提は、 ー 速 の 再 開 発 等 の 実 例 か ー ケ ー ド 、 心 斎 橋 の 専 門庖 群 と 戎 橋 の 飲 食 庖

だ い て い ま す。 ら 、 都 市 生 活 を 変 え て い く と い う 結 果 を 伴 っ 街 、 点 宗 と し て 道 頓 堀 川 の僑と水、こ れ ほ ど

こ れ は 基 本 的 に は 、 都 市 環 境 は 、 ご く 一 部 て 実 証 さ れ て い る よ う に 思 わ れ ま す。 す ぐ れ た 構 成 は 全 世 界 の ど こ の 都心 繁 華 街 で

の 都 心 部 を 除 い て 、 歩 い て 快 適 で 、 買 い 物 を 建 築 設 計 に 携 わ る 者 に と って 、 見 落 と し が も み る こ と が で き な い 。 し か も 類 似 の も の は

し て 楽 し い 状 況 で あ る べ き で あ り 、 そ の よ う ち な 視 点 を 再 認 識 さ せ ら れ た 有 効 な こ の お 話 日 本 の 各 地 商 庖 街 に 存 在 す る 」 と 、 私 に と つ

な 状 況 が 積 み 霊 な り 、 ひ い て は 伎 ん で 楽 し い を、今後役立てていきたいと思います。 て も な じ み の 大 阪心 斎 橋 、 高 松 市 の 具 体的 な

と 考 え る 人 々 が 生 じ て く る よ う な 状 況 で な け レポータ・藤沢繁男/ 側鴻池組 例 を ひ か れ 、 改 め て わ が 国独 自 の 方 向 を 提 案

きれました。

都 市 を 、 そ し て 街 を 楽 し ん で お ら れ る 。 こ

の 姿 勢 に も と づ く 藤 田 氏 の 仕 事 が そ の ま ま 投

影 さ れ た 、 有 意 義 な 講 演 会 で し た 。 氏 の 著 舎

か ら の 引 用 も ま じ え 、 報 告 に か え て み た い と

思 い ま す 。

今 回 の 鱗Ni 会 は 西 ドイツ視察 の 報 告 と し て

ま と め ら れ た ス ラ イ ド に 沿 って 行 わ れ ま し た 。

西 ド イ ツ も わ が 国 問 機 、 大 戦 に よ って 大 き な

痛 手 を 受 け 、 各 都 市 が 独 自 の 者[1市 再 建 に 努 め

今 日 に 至 って い る も の で 、 今 日 の 経 済 的 な 発

展 と と も に 注 目 に あ た い す る も の で す 。

都 市 経 営 の 思 想 、 を 聞 く ま れ 「 今 ひ と つ の 大 き な 差 異 は 、 わ が 国 の

れ ば な ら な い と 考 え る か ら で す 。 " t [1市 住 宅 '

を 考 え る 基 礎 に は 、 快 適 な 都 市 と は い か な る

も の で あ る か 、 と い う イ メ ー ジ を 濃 厚 に も つ

必 姿 が あ る で し ょ う 。 そ の よ う な イ メ ー ジ の

な か で は じ め て 住 み た い 都 市 住 宅 の イ メ ー ジ

も 生 ま れ て く る も の と 考 え ま す 。

本

同 名 の シ リー ズ の も と に 展 開 す べ き 、 あ る

いはまた展開できるテーマは数限りなくあり、

若 い 会 員 の 集 い小 委員会でサ立、会員の皆さま

のご定、見を伺いつつ今後とも継続させていく

こ と を 考 え て い ま す の で 、 よ ろ し く お 願 い 申

し上げます 。

企 画 担 当 主 査 ・ 三 好 庸 隆/ 市浦郡市開発建築コンサルタ ンツ

再開発事業の核としての

商 業 施 設 の 重 要 性

制 度 が 権 利 変 換 方 式 、 つ ま り 従 前 地 の 土 地 建

物 を 評 価 し て 、 原 則 と し て 従 前 権 利 者 を 新 し

「イ ンテ リ ア の 感 党 てヂエ ク ス テ リ ア を や る い 建 物 の 中 に 収 容 す る 方 式 を と っていること

H寺代だJ と言 わ れ る 氏 の 講 桜 は 、 建 築 設 計 に に 対 し て 、 ア メ リ カ 、 ヨ ー ロ ッパ諸 国 の 再 開

携 わ って い る 者 に 、 興 味 深 い雪舌を数多く投げ 発 卒 業 は 、 都 市 計 画 的 な 観 点 か ら 、 移 り 変 わ

か け て く れ た 思 い が し ま す 。建 物 の 立地 その る 都 市 の 中 で 新 し い l時 代 に ふ さ わ し い 地 区 と

も の に 問 題 を 感 じ る こ と 、 道一 本 で 町 は 栄 え し て 再 編 成 し よ う と す る こ と を 大 き な 目 的 と

ること 等 、 日 ご ろ 、 わ れ わ れ の 仕 事 の 背 長 に している点である J と わ が 国 と の 差 呉 を 踏 ま

ある 問 題 で あ る の に も か か わ ら ず 、 と も す れ え つ つ 、 わ が 国 本 来 の も の を 見 直 す 意 味 て ¥

30 挫築と社会/ 19制年 5 月号

そ し て 「 西 ド イ ツ 各 都 市 に 共 通 し た 点 で あ

る が 、 各 種 公 的 施 設 、 市 庁 舎 、 図 書 館 、 市 民

ホ ー ル 、 教 会 が 完 全 に 商 庖 街 の 商 業 建 築 に と

け こ ん で 立 地 し て い る 様 相 は 、 わ が 国 で も 大

い に 参 考 に し た い 点 で あ る 」 と 述 べ ら れ て い

る よ う に ‘ 商 業 は 最 大 の 地 場 産 業 で あ る 。 と

いう 言葉に 言 い 表 さ れ る ご と く 、 改 め て 核 と

し て の 商 業 施 設 の 再 開 発 事 業 に お け る 重 要 性

を 強 調 さ れ ま し た 。

そしてサ イ ンのグラフィ ッ クデザイ ンにま

で み ら れ る 、 積 極 的 な 行 政 の あ り 方 に 賛 同 を

党 え ず に は い られ ま せ ん で し た 。

都 市 を 、 そ し て 街 を 楽 し む 。 日 常 の レ ベ ル

で の 街づ くりの方向を示された興味ある 31時

間 で し た 。

( 委員 T ・5 生)

日 時 昭 和58年 7 月21 日附

開場 17 ・40 開 会 18: 10→ 閉 会21 :  00 

会 場 大 阪 府 立 文 化 情 報 セ ン タ ー

講 師 藤図邦昭氏( 繰式会社都市問題経営研究所代表)

参加者 70名

スケジュール

18 ・10 開会あいさつ及び講師の紹介三好主査

18 :  15→19・10 鶴演「二れからの都市生活、商業活動

住みたくなる街づ〈りとは 日」 旗 図 鶴 師

19:  20→ 20 :  40 スライ ド「栄える街づくり 西ドイツ

の都市政策を訪ねて 」

20:  40→ 21: 00 質 疑 応 答 ・ 閉 会



銅製玄関ドアの断熱・ 防露性能試験

日本建築総合試験所だより財団法人

f B  L 断熱型サ ッシ性能試験実施要領」に準じ、空気温度は室外側

O. C ( 表面風速約 3 m/sec ) 、室内側 20.C ( 同約0 .3 m/ sec ) とした 。

結露試験は、断熱性能試験終了後試験体から加熱箱を取り外し、

室内側の湿度を 図ー 2 に示すように変化させて、試験体各部の温湿

度測定と室内側表面における結露発生状況の目視観察を行った。

4.  試験結果

( 1 ) 断熱性能測定結果は、試験体NO.1 が熱1S. ' 流率K = 4. 1kcal/ m
2

h.C 、

NO. 2 - No.  4 が約3. 4kcal/ m' h. C であ った。

(2)結露試験における結露目視観察記録の一部 ( 試験体No. 2  ) を図

- 3 に示す。 ( 詳細は前記 f C B R CJ 34号参照 )

あとがき

本試験の結果より、 ドア内部に断熱材を充てんした場合、断熱性

能は約 2 筈I j 向上し、防露性能も改善されることがわか った。

( 音 ・熱 ・動風圧試験室主査 上田哲夫 )

5  

1.  はじめに

当試験所の熱試験室では、建築物に使用される材料や構成部材等

の断熱試験、防露試験などを笑施している 。 そしてこの度、鋼製片

開きフラ ッシュドアの 内部に断熱材を充てんした場合、どの程度断

熱 ・防露性能が改善されるちかを測定した 。詳細については当試験所

機関誌 f C B R C J 3 4号 ( 昭和59年 4 月 1 日) をこ、覧いただくこと

にし、ここではその概要を紹介する 。

2.  試 験 体

試験体は、一般に玄関ドアとして使用されている郵便受付の鋼製

片開きフラ ッシュドア 4 タイプである 。

粋と扉の組合せは表一 1 に示すとおりである 。 なお試験に際して

は、枠の周囲を厚さ 150 mmの硬質ウレタンフォームで断熱保護した 。

試験体の織造および寸法を 図ー 1 に示す。

3 .  試 験 方 法

断熱性能試験は、 ]IS A  4710 f建具の断熱性能試験方法J および

11'; 1測定轟件 軍 2 測定晶伶 車 3測定長件 軍4測定長件 掠 5測定条件
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本試験所 ・所 在 地・・・干565 吹田市総白台 5 一125 ( 阪急北千里駅より北西約 1 km、国立循環器病セ ンター西隣 )

・電 話 (06)  872- 0391(代)

・営業時間 平日 : 午前 9 時~午後 5 時、土眼目 : 午前 9 il 寺~正午
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使都市整備公団 置 すまいづくり

これからのすまいづくり、まちづくり

一 一住 宅 ・都市 整 備 公 団 の 住 宅 建 設 事 業 の 目 ざ す も の 一一 ( その 2 )  

西 野 公/ 工 藤 厚 治/ 古 作 敏 男/ 永 田 幸 夫/ 前 田 孝 男/ 藤 野 邦 夫/ 竹 本 俊 平

5  . ス ケ ル ト ン を 賃 貸 す る 一 一 フ リ ー プ ラ ン 賃 貸 住 宅 制 度

中 高 層 分 譲 住 宅 に お い て 、 そ の 永 年 に わ た る 所 有 の 中 て ¥ 躯 休 部

分 の 所 有 、 維 持 管 理 に つ い て の 問 題 点 は 、 一 般 の 住 み 手 に と っ て 案

外 、 意 識 の 外 に あ る よ う に み え ま す 。 あ る い は 、 自 分 だ け は 、 そ ん

な め ん ど う な 事 態 に 遭 遇 し な い と 高 を 括 っ て い る の か も し れ ま せ ん 。

去 る 昭 和53年 の 宮 城 県 沖地 良 に よ り 、 に わ か に ク ロ ー ズ ア γ プさ

れ た の が 、 不 慮 、 の 事 故 等 に よ り 生 命 の 安 全 に は 危 害 を 与 え な か っ た

け れ ど も 建 物 機 能 を 半 減 さ せ る に 至 る 事 態 が 躯 体 に 発 生 し た と き の

問 題 で す 。 こ れ の 修復 に 裂 す る 費 用 を 入 居 者 が 負 担 す る こ と と な っ

た と き の 問 題 は 大 き い も の が あ り ま す 。 躯休音11分 は 、 私 有 財 と し て

所 有 す る の で な く 社 会 財 と し て 考 え る J 'j が 適 切 な の で は な い か 、 と

い う 議 論 が 以 前 か ら あ り ま し た が 、 そ の 方 向性 を 強 < ! 滋じさせる 4

宇ドでした 。

公 団 の フ リ ー プ ラ ン 賃 貸 住 宅 制 度 は 、 こ の よ う な 躯 体 部 分 ( ス ケ

ル ト ン ) を 公 団 が 所 有 し 賃 貸 の 上 、 内 装 ・造 作 は 住 み 手 の 自 己 所 有

と し ま す 。 { 主み手は、退去 11寺 、 新 た に 入 居 す る 人 に 内 装等 を 議 渡 す

る制度です。公団からみれば、: lHr 住 宅 の 経 営 で あ り 、 個 人 は あ た

か も 区 分 所 有 法 の 専 有 音11分 の み を 購 入 す る こ と に な り ま す 。 完成 聞

と し て の 賃 貸 住 宅 よ り 約 15 %家 賃 が 安 く な り 、 自 己 負 担 額 が 必 裂 で

は あ り ま す が 、 自 由 な 造 作 ・内 装 が 行 え る と い う メ リ ッ 卜が あ る 」二、

社 会財 的性 格 を 有 す る 船 体 の 維 持 管 浬 ! の 不 経 済 性 か ら も 免 れ る わ け

です。( この制 度 は、 59年 度 か ら 発 足 す る 新 制 度 で す 。 ( υ とくちメモ (3)

九州) )

6  . 公 団 住 宅 ス ト ッ ク の 改 善

公 団 が創 設 さ れ て 以 来 、 建設 し た 住 宅 ス ト ッ ク iit は全 国 で 116万

戸 に も 達 し て い ま す 。 そ の う ち 、 賃 貸 住 毛 の 床 面 積4 5 m'程 度 の 2 0  

ｋ 以下の小規桜住 宅は約 ＵＸＥ にも達しＨ 国一 Ｓ 参 ｬｬｾｪＮ ) 、これら 小 規 脱

住 宅 は 、 絶 対 的 戸 数 不 足 の l時代の一世' 府一住宅達成の役目を終わり、

これからは、一般標準世 ［ ｾｧ Ｚ ｲｴ 可 住宅の水準からみれば、改普の必要あ

り 、 と い う こ と に な り ま す。 こ れ ら の 改 善 に は 、 「 地 築J r  2 戸 ー 改

造 」 と い う リ フ レ ッ シ ュ 型 と 、 11収 り 威 し て 建 て 替 え 」 と い う ク リ ア

ランス 12が 考 え ら れ ま す 。

これ ら 手 法 の う ち で 、 公 団 で す で に 笑施 済 み の も の は 、 テ ラ ス 住

宅 の 「助 事長 」 と 、 中 高 層 住 宅 で の r2 戸 ー 改 造J で す 。 と く に r2  

戸 ー 改 造 」 手 法 は 、大 型 住 宅 の ニ ー ズ の 強 い 郊外 団 地 で実施され、

ひとくちメモ (3)

. フリー プラン賃貸住宅制度

〔制度の概要〕

(1) 所有および管理区分

公 団 の 所 布 お よ び 管 理 ._-..... 入居者向所有および管理 j

躯 体 等 j 土地および屋外附帯施設 j 内 装 等

躯体 :  土地 :  屋内の造作

屋恨 ｾＩｪ 水 j  通 路 道 路 j  内装仕上げ

外部金物 i  給排水処理施設 i  建具

外部仕上げ :  集会所等 :  屋内設備等

庭内共用配管等: i  i  

(2) 管理組合の結成

入居者は、管理組合を結成し、日常の共同生活維持に必要な組合只相

互I聞の調整業務、建物内のげ'1101¥等については管理組合が行うこととする。

(3) 入居者が退去する場合の内装等の再説波

入居者がこの: u 貸住宅から退去しようとする場合には、公団が募集し

た入居希望者と当該入居者との聞で内装等の譲渡契約を締結する 。

〔フリープラン賃貸住宅に よる 家賃等〕

内装、屋内設備等を入居者の所有とすることにより、現行賃貸住宅の

家賃より約15%程度低くなる。

〈例〉現行賃貸住宅との家賃の比較

住宅規悦 ・3 L  D  K (専用床面倒13m'/ 戸) の犠合

邑巨一……一……. 一. 一……. 一- 一. .  一….一.易穿子-一……-一……-一……-一…….一…….一…寸守一-r-一……' 一一宇一' 蚕涙. .  一……-一…-一. .  一……-一…-一i ' i 子-一……. 一…-一γ.

事現t行1貨I 貸住宅 :  9ω0，ρ0∞0∞0ν/ 戸.→引}月i 円

内装: ] i ;の1面絡

7

'

) ープラン n貸住宅: 76，000問/ 戸月

:  ( 糠封書的な 内装等で約450万円 ) :  

図 - 3 賃貸住宅建設戸数のうちに 2 D K 以下の規模の住宅の比率

昭30一日目55の

平均57. 9%
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8 1民 賃 制 度 ( 民曽剛 向 時 間腿住宅制度)

0 古くなっ芝居舗・市場や戸パートを建替え だ い ー 令 園 田 口 固
主阻所有者ガ、自分で緑置しようと曹るマンション

を公団ガ直観しま曹. ( 后踊忽ども一緒につくれま暫J

0 道路拡幅や区画整理のため、ビルを建替え疋いー令園 田口 固

C I グループ分譲住宅制度

クルー7 をつくり共同して、白骨量の帯留にあっE

住宅在時吉E い人々のためのシステムで甲.共 0 隣りの人と共同ピルをつくりだい・ー- - 一- - ・・令園 田 口 回

同
市街地再開発事業制度0 駅前や商后街の再開発をしだい 一一一一一一・令園 田 口 回

「都市再開発注」にもとづいて行う再開尭事提で曹.

化

0 グループ敏人で共同 して希望の住宅が欲 しいー・令 口 口 回 口

図 - 4 民間住宅スト ック改善のために使われる公団制度 (公団パンフレ y トより)

おおむね実施例は好評を1 '4 し て い ま す 。 今後は、者1I心 部 に お け る 高

度 利 用 を 目 的 と し た ク リ ア ラ ン ス 型 が 登場 す る こ と に な る と 予 想 さ

れ ま す が 、 高 度 利 用 を 企 画 し た 場 合 、 そ れ と 裏 腹 の 関 係 に あ る 高 密

度 Ｈ口容 絞 Ｉ 利用 がなされると、現在の ｾｉｉ 社会の中で ｴｾ 重なオープ

ンスペースを 似食する駐車場施設の問題や、日 Ａｋｾ 隊答、電波障 害と

い っ た 周 辺 地 域へ の 彬 物 派 生 と い っ た 問 題 を 有 し て い ま す 。

7  . 民 間 住 宅 ス ト ッ ク の 改 善

一 方 、 高 度 経 済 成 長 期 に 者11市 へ の 人口流入の' 受け皿l として、過去、

民 間 エ ネ ル ギ ー に ゆ だ ね た 結 栄 が 、 都 市 周 辺 晋11で の 木 穴 住 宅 、 ミ ニ

開 発 住 宅 の 氾 i監 と い う 状 況 を 生 み 出 し ま し た 。 こ れ ら 民間 住 宅 ス ト

ックも 、 築 後20年 以 上 経 過 し た 現 夜 、 そ の 必 朽 化 と 住 宅 地 と し て の

公 共 施 設 の 不 足 は 地 方 公 共 団 体 に と っ て 早 急 に 解 決 す べ き 大問題と

して誌、識されはじめています 。

こ の 解 決 手 法 と し て 、 こ こ 数 年 の 間 に 、 建 設 省 は い く つ か の制 度

要 綱 の 制 定 、 改 善 を な し 、 対 応 し よ う と 努 め て い ま す が ( ひと〈ち ノモ

(4) 参 州 、 そ の笑 施苦11隊 と し て の 地 方 公 共 団 体 の 多 く は 、 財 源 ・人 材

ひとくちメモ (4)

- 住環境改善型再開発事業制度 ( 抄)

〈現 行〉 住宅地区改良法 ( Ui':l和35 法律買 ｾＸＴ 号 Ｉ

{主E罰境護保iモデル事業 (fi i':l 53. 4.  4 )  

市街地住宅供給促進卒業 ( 昭56 . 8.  27)  

木造1 t 貸住宅地区総合整備事業 ( Ui':l 57. 9.  9 )  

木造賃貸住宅密集地区鐙制il 事業一 ( 昭57. 9.  9 )  

市街地住宅等共同盤備事業 ( Bi':l 58. 7.  16)  

<59年度新設〉 地区再開発促進$ 業

優良再開発建築物慾備促進卒業

( 市街地住宅等共同艶備事業の拡充 ・改正 )

の 両 面 で、大 規 模 な 改 普 に 立 ち 向 か え る だ け の能 力 が 不 足 し て いる

の が 現 実 で あ り ま す 。 そ の た め こ れ ら 住 宅 系 再開 発 に 対 し て 、 住 宅

建 設 の 経 験 泣 か で 、 資 金 投 下 能 力 の あ る 公 団 に 対 し 、 卒 業 実 施 に 向

け て の 協 力 期 待 が 高 ま っ て い ま す 。 当 面 、 適 用 で き る 公 団 制 度 は 地

主に協力する「民1 . ' ( 制度」、 地 主 と 公 団 の 協 同IJ工業 と な る 「 一 般市 街

地住宅制度」、持家 1
1管 局 に 適 応 で き る 「 グ ル ー プ 分 譲 住 宅制 度J な ど

で す が ( 図 - 4 参 1m) 、 固 め制 度要 綱 と の 重 ね 合 わ せ利 用 が で き る よ

う制 度 の 改 善 が 考 え ら れ て い ま す 。

8  . 地 方 公 共 団 体 と の 連 け い

上 記 の よ う な 木 貸 住 宅 地 の 再 開 発 に 限 ら ず 、 既 成 市 街 地 内 の 住 環

境 改 善 型 再開 発 は 、 安 定 成 長 期 と な っ た 今 後 、 地 方公 共 団体 サ イ ド

か ら み て 、 そ の 行 政 需 要 の 中の 比 率 が 高 ま っ て く る と 考 え ら れ ま す 。

し か る に 、 こ れ ら を 笑 施 す る た め の 卒 業 政 は 、 緊 急 性 の 高 い も の

ほ ど 膨 大 な も の に な り 、 短 期 的 な そ の 費 用 制 遥 に 公 共 団 体 は 四 苦 八

苦 す る こ と に な り ま す 。 長 期 的 な 観 点 に 立 て ば 、 再開 発が 行 わ れ た

あ と の 不 動 産価 値の 上 昇 、 住 環 境 イ メ ー ジ の 向 上 に よ る 人 口増によ

り 税 そ の 他 の 収 入 増 が あ り 、 そ の 支 出』をカ バ ーす る だ け の プ ラ ス 効

果 は 上 が る こ と が 知 ら れ て い ま す 。 そ の た め 卒 業 費 の 調 達 に |剣し、

全4 業 を 地 方 公 共 団 体 が 直 媛 施 行 す る の で は な く 、 一 昔11公 団 施 行 と

す る こ と に よ り 一 時 的 巨 大 投 資 も 抑 制 さ れ 、 公 団 の 技 術 ・人 材 を 利

用 す る こ と に よ る ソ フ ト商 の宇ili 完 作 用 も あ り ま す 。

公 団 か ら み れ ば 、 公 団 独 自 の 主 主 設 計 図 に 従 つて の 住 宅地 開発 を 実

施 す る の で は な く 、 む し ろ 地 方 公 共 団 体 の 本 来 的 業 務 を 肩 代 わ り 施

行 す る わ け で す か ら 、 受 託 的 公 団<. J'; 業 と 名 づ け る こ と が で き 、 地 方

公 共 団 体 と の 述 け い を 一 層 強 め た 卒 業 笑 胞 を す る こ と と な り ま す。

( 本格は、西野公、工雌厚治、古作敏男、水悶幸夫、前回孝男、藤野邦夫、竹本俊平、以

上 7 名によるヴァズセ y ションの嬰旨をとりま とめたものであ る。文武 竹本俊平)
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株 式 会 社 銭 高 組

社 長 銭 高 一 善

本社 ・大阪支社 大阪市西区西本町 2 - 2 - )) l lL話06- 53) - 6431

株 式 会 社 藤 木 工 務 庖

取 締 役 社 長 藤 木 錨 三

本 社 本社 06- 944ー 1468

大阪市来区両主主町 l ー 13 11L話

大阪本底 本庖 06- 944 - 1461 
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ｾｵ ￪＠ 柿 町 空 … ムU此 山 …TたM山ニ北刈ちMは

ハ 8  方である 。自動車の来る机泊川しれない道では誰も 真中を歩抑カ川いしL 、道を検断するときは左右を確認する 8  

。ことはもう条件反射的な行為によ っている 。これは小さい時から教え込まれ、訓練されていることにもよ 0  

8  る。世界中の人達が二うした行動様式を身につけているわけではなく、発展途上国などでは自動車に対す 8  

8  る行動機式がまだ確立していない国も多い。従って交通事故も多いのて・ある 。自動車を気にしながら道を 8  

0  歩くという行動機式が身につくまでには少し時聞がかかる 。

只 都市空間の中でそうした習慣化し 、パターン化された行動機式が生まれているわけだが、一方で、まだ野 3  

8  性的な空間感覚 とい ったものもうかがえる 。それは一種のテリトリー意識である o 私たちはある特定の場 。
8 菌で 開 ずさ 』を感じ た川 殺気』を感 じたりする 。そうした酬を今回はとらえてみることにしよう08

Ｈ ｾ島海邦碩 Ｉ ｑ
O  

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  

四条河原町観察記

来るが、互いに視野の外であるということに

よって、ま ったく独立の空間とな って い る の

である 。

ｾｖｊ＠ 6  1侍から夜 111侍までの 7 回の観察で、高島

屋 前 に は 合 計26のグループがいたが、柱の両

市 に ま た が っているグループは一つもなか っ

た。26人もいたグループでも、 2 本 の 柱 の 向

か い 合 う 面 を 使 ってうまく集合体を作 ってい

た。 また、柱の一つの面に既に一つのグルー

プがいると、後から来た人やクソレープは遠慮、

して入らない 。 その うえ柱を背にして立 って

いる人の自の前に立つことは慎重に避けられ

ていた 。

この点阪急テ〉 マート前の様相は大きく異な って

いる 。 こちらは視界をさえぎる物カザ台どない 。

朝 91時には、 10 mそこそこの壁面とその前の

広くもない歩道上に 11のグループを ふ くめた

合 計54人の人がおり、 壁面は 5 つ の グ ル ー プ

と8 人のひとりものによ って共有されていた 。

l 組 の ア ベ ッ クと 5 人のひとりものは、すぐ

自の前を 10人の男女の グループと 3 人 の 男 性

の日 JI詫日である 。

表をみるかぎり、確かに「若い人J について

も「若い女性」についても阪急デパート前は

高島屋前を 上 回 っており、阪急デパート前に

はギャルが多いという印象は袈付けられてい

る。 しかしどうもおかしいのである 。特 に 僕

達が問題とする若い女性の割合は、昼間は阪

急 デパ ート前も高島屋前もそれほど変らない 。

11時には高 島 屋前の ほ うが多い ぐらいてい、全

然印象と違うのである 。何 が 実 際 の 数字 以 上

に 阪急、デパート前を近寄りがたくしている の

だ ろう か。今度は集まりかたに 注 目してみょ

っ。

阪 急 デパ ー ト前と高島屋前の目に見える大 き

な迷いは、前者は何もさえぎる物の ない スペ

ースであるのに対し、向島屋前には 1. 5X 2. 0

m の 巨 大 な 柱 が 3 m おきに並んでいることだ。

この柱によ って視界は極端に 1111 ] 限されている 。

もし人が柱を背にして立てば、同じ柱のすぐ

隣の商にもたれている人でさえ見ることは出

来ない 。一 本の柱の匹Iflli は行き来は簡単に出

阪急デパートと高島屋

四条河原町は京都で一番賑わうところだ。 そ

の交差点の東南に阪急デパ ー トが、南西に高

島屋があり、それぞれの前のスペースが、待

ち合わせの場所としてよくつかわれている 。

が、僕はどうも阪急デパート前は苦手である 。

中年予備軍と 言 うほどの年でもないが、阪急

デパー ト 前 で20オ 前 後 の ギ ャルに囲まれてい

ると何故か気まずい 。 高島屋の前のほうが落

ち活けるのである 。

この感覚は僕だけのものではない らしい 。 あ

るときこ の話 を す る と 皆 が 「そ うだ。 その通

りだJ という 。皆が共通して 気 まずさを阪急

デパート前で党え、高 J詰屋前で安心してしま

うの はどうしてだろうか。 だいいち本当に阪

急 デパ ー ト前にはギャルが多い の であろうか 。

早速調べてみることにした 。

山本雄二

人の集まりかた

朝 6 1時から夜 1111寺まで、 2 11寺問おきに調べた

結 来の 一昔日を表に示す 。調べたのは昨年の夏

〈若い人の割合〉

2  

〈若い女性の割合〉

阪急デパート 前

向島昼前

この直後にも抗議を受けた ( 高島屋前)
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ひとり者はちょっとはずれて( 阪急前) 柱の一面に集まる( 高島屋前)

グループに陣取られ、完全に包囲された格好 と怒鳴られてしまった 。 もかけないところから凄んでこられた。僕は

にな っていた 。阪急デノマート前では人のすぐ

前に立つことも、異なるクツレーフ・か憐り合わせ

になることも当たり前のことであった 。

僕が阪急デパート前に気まずさを感じ、高島

屋前で安心するのは 、この集まりかたの椛造

の述いによるところが大きいだろう 。

商品屋前の空間はオープンスペースではある

が、視界の限定性と暗黙の町のルールによ っ

て、あたかも個室のように占有することが出

来る 。このような所では気まずさや場違いの

感党を抱〈理由はまったくない。

一方阪急デパート前では、その坊にいるもの

は互いに見比べることができる 。見比べるこ

とによ って互いの位置や振舞いを微妙に調整

しあっているという意味で全体が一つの空間

となっている 。このさを聞を多勢で共有するの

だから見ず知らずの人と隣り合わせるのは避

けられない。 こうした状況で、素姓や目的な

ど何一つ明らかでない他人と隣り合わせなけ

ればならない不安や気まずさを軽減させる有

力な手段は、自分と同類と恩われる人のそば

へ身を置くことだろう 。実際、朝 91時の阪急

テ。パート前の場合、 92% の「若者」に混じ っ

ていた 8 %の「中年j と「子供J 達は壁面か

らも っとも離れた同心円上に付かず離れず立

っていた。

肉類であるかどうかを見分ける目安となるの

は年令、性、服装などである 。こうしたもの

の矧似性は、一方で自分の同類を探す目安と

なるが、また一方では異な った綬類の人々に

場泌い感を与え、その場からそれとなく排除

する仕船けともな っているのである 。

3  知り合いに怒られる

さて、この日の観祭で僕は町のルールを改め

て学ぶことにな った。

夕方、商品屋前で知り合いの C 氏を見掛けた

ので近寄 って i C さん j と声を掛けた 。彼は

こちらをろくに見もせずに「いらない j とい

って伐を追い払おうとする 。良〈聞きとれて

いないのかなと思い、名前を呼びながら肩を

ポンとたたくと「関係ないと言っているやろ」

僕たちはマチで出会うほとんど総ての人々と

全〈関係を持たないか、ごく表面的で一時的

な関係で終わってしまう。街頭で差し出され

るビラはもらってもいいし、もらわなくてもい

い。 しつこい宗教の勧誘でもはなから断わっ

てしまえばそれまでである 。 また知り合いと

出会うことはほとんどないはずだし、普通は

期待していないはずだ。マチに出ていくとい

うことは普段の自分を知らない人しかいない

匿名の世界へ出ていくことなのである 。

このような関係のありかたを前提としている

からこそ、見もしらぬ多種多様な人々が同 H寺

にマチという特殊なエリアに存在することが

出来るのだ。

実際マチ行く人々は自分が目的としていない

事柄には極めて無頓着である 。ハプニングに

たいする期待も時にはあるのだろうが、ごく

特殊な話らしい。試みに観察の合間にキャバ

レーボーイ( 彼は j苫のハ ッピにはち巻きとい

うそれらしい格好であった ) に頼んでマ ッチ

を配らせて災った 。ショルダーバ ッグにカメ

ラという出で立ちでキャバレーの 7 ッチを配

っている人聞は、相当奇異であろうと思 った

のだが、マチ行〈人にはどうでもいいことで

しかなか ったようだ。マ ッチを受け取る確率

も本物のキャバレーボーイの場合と変わらな

かった 。

他人の行為や存在に無関心でいること( また

は、その振りをすること) や、他人との係わ

りかたを選択する権利が各人にある、という

ことはマチの基本的なルールの一つになって

いるといえる 。

C 氏の場合、怒りの対象は関係を強制しよう

とした iJ レールj 破りそのものだ ったのだ。

4  見ず知らずの人に怒られる

夜には写真をとるのにフラ ッシュを使用した

が、何枚か写しているうちに僕は二人の男か

ら続けざまに抗議を受けた 。

二度目は中年のハイカーであ った。阪急デパ

ート前で庖を出している占い師とその客をと

った途端に「なんでわしをとるんや」と思い

その人を写そうとした訳ではないことを説明

したのだが納得してもらえない。「どうしてそ

んなことが分かる。フィルムをよこせ。でな

ければゴミ箱へ捨ててしまへ。何なら俺がや

ってやろうかd と今にもなぐりかからんばか

りである 。結局男はこう聞いてきた 。「おまえ

の素姓と目的を言わんかいJ

明るい聞はカメラを持っていても目立たない

し、カメラに気付いた人は色々な選択をする

ことが出来る 。何人かの人は足早にファイン

ダーの外に出たし、手でアピールして被写体

となることを拒否した。 またある人はポーズ

をつく ってみせ、ある人はラケ ッ トで顔を隠

した 。ある一点を見つめ無関心を装う人もい

た。彼等はカメラにたいし、どのように{ 系わ

る吹を選択することが出来た。

そのうえ昼間気付かない人は最後まで気付か

ずにすむが、夜の場合はフラ ッシュで否応な

しに気付かせてしまう 。そして気付いた時に

は既に写されてしまっているのである。それ

は「選択の権利」というマチのルールを無視

した行為である 。特に写真は強制された関係

が記録として残ってしまうものであるので、

匿名性をすら奪いかねない。そう考えれば僕

にたいする抗議は、全〈正当なことで、それ

はまたマチのルール違反に対するペナルティ

ーでもあったのだ。

さて阪急デパート前の気まずさをきっかけに

した四条河原町の観察は、普段なにげなく守

っているマチのルールの一端を明らかにして

くれた 。人の集まりかたや、そこに作用して

いる暗黙のルール、ルール破りへのペナルテ

ィーとしての気まずさ、場違い感。見ず知ら

ずの人たちとの表面的で一時的な関係を保証

しているマチのルールとルール破りへのより

強いペナルティー。いずれの問題も実際のと

ころよく分か っていないというのが現状だろ

つ。

機会があれば更に深〈考えてみたい問題であ

る。

( やまもとゅうじ 京縮大学教育学部大学院復籍)
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広告・看板の環境

日 本 の 都 市 景 観 を も っ と も 特 徴 づ け て い る も の は 、 看 板 ・広 告 の 類 い で は な い だ ろ う か 。 建 築 は 看 板 や

広 告 の 土 台 で あ る と い っ て も 過 言 で は な い の だ。せ っか く 設 計 し た 建 物 を 土 台 と し て 利 用 さ れ る の で は 、

と 不 満 を も っ 建 築 家 は 少 な く な い と 思Lう が 、 い ま 都 市 長 観 の な か か ら 広 告 ・看 板 の 類 い を 取 り 去 っ て し

ま え ば 、 味 気 の な い み す ぼ ら し い 京 観 が 出 現 す る だ ろ う こ と も 、 ま た 確 か で あ る 。 とい って 放 置 し て お

く べ き だ と い う の で は な い 。 広 告 と 看 板 は 同 じ で は な い 。 看 板 は 屋 外 広 告 物 の な か で 自 己 の 営 業 所 に と

り つ け ら れ る 広 告 で あ り、 表 札 の 大 き い も の と 思 え ば い い 。 こ の 看板 に つ い て 、 大 阪 で は 7 平方メート

ル ま で 、 京 都 で は 長 さ 5 メ ー ト ル ま で 、 風 致 地 区 て は 長 さ 2 メ ー ト ル 、 ま た は 面 積 2 平 方 メ ー ト ル ま で

は 無 規 制 で あ る 。 考 え て み る と ず い ぶ ん 大 き な 看 板 を 取 り つ け れ る わ け だ。 オ ー ス ト ラ リ ア の あ る HI で

は こ の 基 準 が0. 7平 方 メ ー ト ル だ か ら 桁 が ち が う 。

西 欧 の 都 市 で も 昔 は看 板 で ず い ぶ ん こ ま ったらしい。 18世 紀 の 後 半 に は 、 パ リ や ロ ン ド ン で 建物 か ら 突

出 す る 看 板 の 撤 去 が 命 じ ら れ て い る 。 お そ ら く 交 通 の 障 害 と な っ た り 、 風 で 飛 ん で 危 険 だ っ たのだろう

と思う 。 ( K . N )  

い ま 一 度 デ ザ イ ン と い う こ と ば を -

デ ザ イ ン の 基 本 的 な 手 法 た と え ば 、 ハ ー モ ニ 一 、 コ ン ト ラ ス ト あ る い は プ ロ ポ ー シ ョ ン と い っ た こ と ば

で あ ら わ さ れ る 造 型 の ト レ ー ニ ン グ が ど う も こ の ご ろ 不 足 し て い る の で は な か ろ う か と 思 う 。 こうし

たデザイ ンの初 歩 を な い が し ろ に し た 建 築 が 、 イ ンテ リ ア が と く に 都 市 周 辺 の 開 発 地 域 や 新 興 住 宅 地 域

に 、 絶 望 的 と い っ て も い い 状 況 で ひ ろ が り つ つ あ る 。 ひ と く ち に 基 本 と か初 歩 と か い っ て も 、 こ う し た

こ と ば を し っか り 自 分 の も の と し て 具 象 で き る ま で に は 、 じ つ は た い へ ん な ト レ ー ニ ン グ を つ ま な け れ

ば な ら な い し 、 ま し て こ れ を ア レ ン ジ し さ ら に 破 壊 し て 自 己 主 張 を す る た め に は 、 た ぐ い ま れ な 資 質 が

要 求 さ れ る 。

都 市 の な か で 、 あ る い は 自 然 の な か で 息、づく建築をデザ イ ンするという 行 為 の 重 み を 、 こ わ さ を い ま 一

度 感 じ て い た だ き た い 。 そ し て デ ザ イ ン の 基 本 的 な キ ャ ッチ ボ ー ル を た ん ね ん に く り 返 す こ と で 筋 力 が

ア ッ プ し 、 や が て そ れ が 潜 在 す る ゆ た か な 感 性 を み ご と に 引 き 出 す こ と に つ な が る と い う 認 識 を も って

い た だ き た い 。 ( T . S )  

無 題- 5

大 阪21世 紀 計 画 の フ ァ ン フ ァ ー レ が 高 ら か に 鳴 り 響 い た の が 昨 年10月 8 目、 21世 紀 に 向 か い 18年 間 に わ

た って 展 開 す る 数 々 の イ ベ ン ト の 華 々 し い 本 あ け の 日 で あ った。私 た ち に は 昨 年 は 別 の 意 味 か ら も 記 念

す べ き 年 と な っ た。 大 阪 城 公 闘 の 北 、 第 1 、第 2 寝 屋 川 と 国 鉄 環 状 線 で 固 ま れ た 約26haの 土 地 の 再 開 発

計 画 、 い わ ゆ る 大 阪 ビ ジ ネ ス パ ー ク 計 画 ( 0 B  P 計 画 ) の 実現 開 始 の 年 で あ った か ら で あ る 。松 下 興 産

の 〈ツイ ン21) の 着 工 、 住 友 生 命 の 〈 ホ テ ル ニ ュー オ ー タ ニ 大 阪〉、M士 通 の 〈関 西 情 報 処 理 シ ス テ ム ラ

ゥーォ ラ ト リ ー〉、 K D Dの 〈大 阪 新 中 央 局〉な ど の 計 画 開 始 、 さ ら に 国 際 会 議 場 の 有 力 候 補 地 と し て の 話

題 な ど 関 係 者 の 間 で 長 い 間 大 切 に 組 め て き た O B P 計 画 が21世 紀 計 画 の ス タ ー ト と 同 年 に 具 体 化 に 向 い

歩 み 始 め た の は 、 じ つ に 喜 ば し い か ぎ り で あ った。 そして面白いことにこれらの建築の用途は非常・に個

性 的 で あ る と と も に 強 い 互 関 性 を も ち 、 H乍 年 完 成 し た 隣 の 大 阪 城 国 際 文 化 ホ ー ル と 合 せ れ ば 、 自 然 に コ

ン ヴ エ ン シ ョ ン シ テ ィ ー ど し て の 必 要 機 能 を 設 え つ つ あ る と い う こ と で あ る 。

神 戸 の 場 合 は 市 の 強 い リ ー ド の 中でそ の形をととのえてきたが、 O B P の 場 合 は 行 政 の 支 援 を 受 け つ つ

民 間 ベー ス で次 第 に 大 阪 の 新 し い 情 報 拠 点 を 11IJ りだそうとしている の である。 ( H .  T )  

文 化 住 宅

同 好の グ ル ー プ で、マ ン シ ョ ン の 現 状 と 将 来 の 展 望 に つ い て 勉 強 会 を も っ た 。 こ の 10年 間 に 首 都 圏 と 近

畿 圏 で 、 約 130 万 戸 の マ ンション が 建 設 さ れ て い る デー タ が 出 て お り 、 質 や 広 さ を 問 わ な け れ ば 住 宅 は 、

数 の 上 で は 余 っ て い るという 。 い ま 、 マ ン シ ョ ン 建 設 が ひ と 頃 に 比べ 落 ち 込 ん で い る の は 不 最 気 で 需 要

が旺盛でないためだが、適当な土士地也カがず勿

ビ一フブe一 ム 世 代 が 適 齢 期 に 入 つて〈 ること、 学 生 が下 宿 よ り ワ ンル ー ム マ ンションを 求 め 、 単 身 赴 任 の

サラリ ー マ ンが ま す ま す 地 え 、 世 帯 数 以 上 に 住 宅 の 需 要 が あ る と い つ こ と で あ る 。 こ れ か ら 伸 び る マ ン

シ ョ ン は 、 こ う い っ た 個 々 の 要 求 に 焦 点 を 合 せ た も の で 、 新 世 帯 用 の ニ ュ ー タ ウ ン に 建 つ タ イ プ 。 保 養

地 に 熟 年者 用 の 健 康 管 理 機 関 を 合 せ そ な え た タ イ プ 。 者11会 地 のn 貸タイプなどであろっ。

気 が つ い て 見 る と 、 文化 住宅 と い う 呼 び 名 を 聞 か な くなってずいぶん久しい。 40年 代 前 半 く ら い ま で は

木 造 の 棟 割 り 住 宅 が 「 文 化 」 の 名 の も と に 庶 民 の 住 い と し て 社 会 的 使 命 を 呆 し て き た が 、 い ま は マ ンシ

ヨ ン が こ れ に と っ て 代 っ て い る 。 広 さ だ け は 、 ど う し ょ っ も な い が 、 住 設 備 は 格 段 に よ く な り 、 ま こ と

に 居 心 地 の 良 い 時 代 に な った。 い ま こ そ マ ン シ ョ ン を 「 文化 住 宅 」 と い う べ き だ。 ( T .  0 )  
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. 総論

住 環 境 と 法 制 度

山 本 勝 / 滑 川 秀 明

われわれが住宅地 を歩いていて、たとえば* 高級住宅地。に 出 く

わす。車通りの少ない 閑静な道路、手入れされ豊富に植栽された広

い宅地、そのおのおのに建てられた質の高い住宅。 そんな住宅地 を

眼前にしたとき、素朴にホ良い環境H と評するであろう 。 この よう

な高級住宅地か らイメージさ れる 快適性の高い環境のみならず、都

心から近くて交通の使も 良いとい う利便性の高い環境、避難施設 ・

消防施設の整った安全性の高い環境、これらも住環境のひとつの側

面として評価すべきものであ る。

一 口に住環境といっても、 その果たす意義からさ まざまな要素が

あり 、広くは治安の良さ 、相隣関係 、教育環境等、 より社会的な要

素も含めて住環境を抱える ことができ るが、 ここで話題にすべき フ

ィジカルな住環境として、一応以下のように整理する 。

① 安全性/ 住宅地 として災害の危険性がない。 日常生活上の事

故の危険性がない。

② 保健性/ 健康に生活する 上で十分な日照、通風、排水等が確

保 され、病虫害の恐れがな い。公害がない。

③ 利便性/ 公共施設、生活利便施設が整備さ れて いる。各住宅

への人、物資のアクセスが能率的に確保さ れてい る。

④ 快適性/ 騒音、悪臭の発生源、景ー観上の阻害物件がない。 建

築物等の色彩、意匠などの面から、あるいは 自然的、歴史的な函か

ら良好な長観を形成してい る。

そして、 これ らの各要素がバランスの とれたある水準で確保され

て、総合的な住環境が満足されることは言う まで もない。

このような住環境は各個人の 自由 な建築活動に委ねるだけでは 、

必ずしも十分には確保され難〈、 何 らかの社会的コ ン トロールが必

要となる 。この コント ロールの手だてと して種々の法制度があるが、

その目標とすべき住環境の要素や水準によ って建築活動に対するコ

ント ロール方法が変わってくる 。逆に言う と、おのおのの コントロ

ール方法によって住環境のどの要素が、またどの水準が規制できる

か決 まってくるのであ る。 これ らのコ ン トロ ールは、法律と して定

めて建築主の私権を 制限し て必要な水準の確保を義務づけたり、許
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認可の基準や要綱等による行政当局の行政指導という形でなされた

り、あるいは、建築主や居住者等の権利者の発意による協定等の形

でとりきめられてなされている 。

これらのなかで、法律として住環境のあり方を規制するのが、都

市計画法ー建築基準法の法体系ていある 。建築基準法は、都市計画で

示された住環境を建築物で具体化するときに、一定の基準を与えて

建築活動をコント ロールしているのである 。この建築基準法が住環

境の確保に果たしている役割は大きなものであるが、そのコ ン トロ

ール方法と規制しうる住環境の内容や水準について改めて考えてみ

たい。

周知の通り、建築基準法には建築物自体の安全性や保健性の確保

を目ざした単体規定と、外部とのかかわりから建築物の環境の確保

を目ざした集団規定とがあるが、本題てーは主に後者が関係する 。前

述の住環境要素と内容、具体的に規制 されるべき項目、現実に法文

中に規定された内容の概略を示すと、 表 1 のようになる 。住環境の

確保のために、フィジカルには主に、建築物の高さ、空地の広さ、

建築物の用途、接道条件等から規制されることになる 。必ずしも法

文上、その指標で直接規制されるとは限らない。具体的な規制値や

規制方法については、ここで言及するまでもないが、法規制の考え

方と して、つぎのような点が挙げられる 。

まず第一に、規制値が必要最低限の環境水準を確保するものとし

て定められ ること 。 これは、これらの規制が、建築行為に対して一

律に敷地利用権という私権を 制限して達成されるものであり、その

目標が高い社会的 コンセンサスを得られるものでなければならない

からである 。 したがって、安全性や保健性の確保等、なかでもこと

に公共性の高い要素について、必要最低限の水準を確保することが

主眼と なるのである 。

第二に、これらの規制lがも っぱら客観的な指標によるということ

である 。これは、あ る建築物が法に適合するかどうか判断する場合、

主観的、抽象的な基準を 排除 して、設計者、建築主、あるいは行政

側 、だれが見て もその適否が明確にできる よう、客観的、具体的な
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表 1 住環境要素と規制内容

規制項目 規制l内容

安 全 性

保 健 性

利 便 性

快 適 性

消防活動の確保

延焼 ・伊l場! の被筈防止

避難経路の確保

危険用途の排除

日ffil. の確保

通風の確保

排水の確保

阻害用途の排除

交通アクセスの確保

地区施設の盤備

開放性の確保

プライノ〈シー

植 栽

景 観

阻害用途の排除

指標で判断基準が設定されるのは当然のことである 。

第三に、これらの規制が、基本的には、適用されようとしている

地区や敷地個別の状況によらず、一律の基準でなされる点である 。

たとえば、建築基準法での主要な規制内容である容積率、建ぺ い率、

斜線制限等はいずれも絶対値( 絶対高さ、絶対空地面積等) ではな

く、対象の固有性を反映しない無次元化数の 、率。であることはそ

のことを象徴しているようにも思える 。そして、その規制値や方法

の設定は、その敷地や周辺の状況がどのようであ っても必要最低限

度の水準は硲保されるという前提でなされていると考えられる 。

さて、現実に住環境水準を般保するという観点に立てば、必ずし

も建築基準法の規制lで十分であると言えない場合がある 。そして、

前述の 3 点が、実は建築基準法が住環境水準の確保に果たす役割lの

限界を表しているのである 。

本来、必要故低水準として義務的にクリアされるべきこれらの規

制が、現実の建築活動においては。満足されれば良し。とする十分

水準と化してしまう傾向が強い。つまり法規制水準以上の建築物が

現実には主主ちにくいということにな ってしまうのである 。法規制を

含め、| 浪られた条件の中でいかに良好な環境を創り出していくかと

いうのが設計者の立場であろうが、現実には、敷地や建築物の利用

効率の要 ｾ￭Ｂｬ から辛うじて法規制をクリアする計画を提示せざるを得

ないことがしばしばであろう 。

また、昨今、アメニティ、文化性、地域性とい った数量的に iWJ る

ことのできない要素が住環境に占める位置づけが重視され、たとえ

ば建築美鋭、最観への配慮、街並みの保全等の言葉をあちこちで聞

くようにな っている 。従来、ともすれば、安全性や保健性の二の次

にされがちであった快適性にかかわるようなこれらについても、何

らかのコントロールの必要性が高まりつつあるのではないだろうか。

まさに、これらは、主観的、抽象的な基準に従うため、従来の客観

性、具体性に基づいた建築基準法の不得手とするところである 。

そして、これらの目標とすべき住環境の内容や水準は建築基準法

の一律鋭制を越えるものであれば、時に数10haにも及ぶ現行の用途

高さ制限( 1 種住専)

日影規制( 住居系)

斜線市IJ 限

答 税 率

lli ぺ い 率

外 壁 後 退 ( 1縫住専等)

0 敷地に関する規定

用途地域

按道義務

道路位誼指定

二項道路

地区計画

。建築協定

地域ごとではなく、その地区の特性に応じてきめ細かく設定される

必要があろう 。 また、地区共通の具体的なガイドプランに従って建

築活動がなされれば、現行では敷地ごとの個々の努力に任きれてい

る住環境の確保も、地区全体として、より高い効果を発揮すること

になるであろう 。

このように、より良い住環境を創出 ・保全しようとするとき、単

に建築確認を得られる建築物の積み重ねではなく、それに上乗せす

る何らかのコントロールが必要となるのである 。建築基準法の中で

も、建築thiJ 定や地区計画I ! JI l ! 支で，は一般の規制水準以上のレベルが設

定されるし、特定街区、総合設計制度ですま、敷地ごとの状況に応じ

た鋭制がなされる 。 また、たとえば優良再開発建築物重量備促進事業、

木貸住宅地区総合盤備卒業等のように住環境の向上を誘導する事業

手法の整備も進みつつある 。 しかし、これらは現行の法制度体系の

なかでは、建築基税法の一般的規制のように建築活動が受動的に規

制される性絡のものではなく、その目標とする住環境は、関係権利

者の発意や合意、あるいは公的な助成に伴い、もっと能動的に達成

されるものなのである 。実際の現場でこれらの制度を適用しようと

すると、権利者の合意を取りつけたり、行政当局との協議や折衝に

多くの労苦を伴うのが常であろう 。 しかし、その労苦を克服する努

力が、良好な住環境を生み出し、将来にわたって保全することに結

びついていくのではないだろっか。確かに、公共性という観点から J

必要最低限の住環境は受け身の規制によ って街に与えられることに

なるかも知れない。だが、さらに良好な住環境は、街を創る人、そ

の街に住んでいく人達がその意志を統合して自ら創り出していくも

のである 。その手助けとなる種々の制度が限定された地区ではなく、

より一般的な、より広範な地区で適用されるのが望まれる次第であ

る。

( や まも と ま さ る 大阪府控築部住宅建設課)

なめかわ ひであき 大阪府建築部建築指場株
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- 各論・近畿における住環境整備の現状と課題一事 例一

長 屋 共 同 建 替 え と 公 団

グループ分譲住宅制度

住宅 ・都市整備公団においては、住環境の整備を中心とした都市

整備事業を、いろいろな角度から幅広く取り組むべく努力している 。

その中て¥ここ数年来、大阪市内を中心とした地域での戦前長屋の

実態調査を行った。

その状況を見ると、個別建替えの是非およびその難しさを痛感し

た。 そこで、長屋共同建替えを推進するために、当面、任意事業で

はあるが、昭和53年以来、公団の事業手法のーっとして取り組んで

いる「グループ分譲住宅街I j 度」が長屋共同建替えに最も適している

と考えて、その呼びかけを長屋居住者に行っている 。

今回は、その一昔11を紹介させていただきたい。

戦 前 長 屋 の 現 状

関西においては、大阪市を中心として京都、村l 戸の都心部におい

て、独自の生活環境とコミュニティを育てた戦前長屋がいまだ多〈

残 っている 。 それらのうちには、個別に建替えが行われたり、住宅

以外の施設に転化したり、取り壊して空地にしたケースも見受けら

れるが、大半はそのままの姿で残 っており、その数は約18万戸を数

える Ｈ 図 Ｑ 、 Ｒ 参 ｦｴｾ｜Ｉ 。 これらの住宅は、当然、のことながら建設後 ＴＰ

年以上経過しているわけで、建物の老朽化および住生活の近代化か

らい っても何らかの形での改善が必要な時期iに迫られている 。

これらの住宅の質の改善および住環境の整備を計るには、現在の

敷地、建物の形状からい って、棟あるいは街区単位での共同による

改善が必要とな ってくる 。 しかしながら、現行制度上では、そのた

めの特別な優遇措置もなく、土地建物についての権利関係も複雑な

戦 前 住 宅 総 数

戦 前 長 屋 数

戦前 木造長屋数

図 1 京阪神大都市圏中心市の戦前長屋敷 (大阪市、京都市、神戸市)

( 長屋全休の50.4
0

1>)

700戸

図 2 長屋総数に占める戦前長屋数の割合
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惑裁大阪市

こともあり、さらに長年住み馴れた住宅環境の変化への不安感も手

伝って 、十分な改善がなされないまま現在に至った次第である 。

なお、昭和57年 1 月、当公団において東住吉区を中心とした長屋

地区住民を対象にアンケー卜したところ、住宅を改善したいと答え

た人の 中で、共同建替えに関心があると答えた人が64.8 %あった。

グ ル ー プ 分 譲 住 宅 制 度 に よ る 長 屋 共 同 建 替 え

一方、当公団においては、昭和53年度から居住者が計画段階から

参加しての住宅建設を行う、いわゆるコーポラティプ方式を採用し

た「グループ分譲住宅制度」に取り組んでいる 。関西支社において

は、富田林市金剛団地 ( 30戸) 、 神戸市名谷団地 ( 80戸 ) 、京都府宇治

市木幡( 17戸) において事業化し、さらに現花、京都市洛西ニュー

タウン ( 70戸) において事業化中であり、それなりの実紋を上げて

いる 。

そこで、はじめにふれたように、 lj 筑前長屋の居住者のコミュニテ

ィを生かし、さらに、地区および住宅の近代化再生を計る共同建替

えの手法としては、「グルーフ・分譲住宅制度」の採用がいろいろな函

から最も適していると判断した 。なお、現在、公団の「グループ分

譲住宅制度」は、あくまでも、更地における住宅建設を想定したも

のであり、今回のように、既成市街地においての共同建替えに適用

するには、多少の問題点もあるが、当面は、ケース ・パイ ・ケース

で、それぞれの建替え地区の状況を判断しながら柔軟に対処してい

きたいと考えている 。

長 屋 共 同 建 替 え の 事 業 化 に 向 け て

昭和58年に入り、 「グループ分譲住宅制度J による共同建替えの事

業化に取り組むべく、長屋居住者を対象としたリーフレ ッ トを作成

し、阿倍野区を中心とした典型的な長屋地区1000世帯にそれを配布

し、共同建替えを{ 助きかけた 。

その結果、現在、数地区の長屋居住者からの建答えを検討したい

旨の反応もあり、コンサルタントの協力を待ながら詳細な説明、お

よび未同意者への説得を行っている 。 その中での問題点として、主

なものは、高年齢の居住者への対応、複雑な権利形態による権利者

間の問題等である 。

共 同 建 替 え の 今 後 の 展 開

以上のように、当面はモデルケースとして数地区において取り組

み、事業化を目指し、具体化した時点で、その実施例をもとに、シ

ステム、モデルプラン、グループの内容等を経理し、そのメリ ッ 卜

を広〈居住者に P R していき、共同建伴えの促進を言! っていきたい

と思 っている 。一方、園、公共団体に対して事業化促進のためのコ

ーディネータ一派遣費用、基本計画の作成賀用、および従前建物の

除却費程度の助成措置、および税制lの優遇情笹等の一つの主主備基準

を定めた中での、 ifil l J 変化を働きかけていきたいと巧えている 。

最後に、この紙面をおかりして、大阪市内を中心としてご活躍の

設計事務所および工務 j苫等の方々に、地元において長雇居住者への

働きかけ、すなわちコーテイネーターとしての役' ，'II J を来たしていた

だき、公団とともに戦前長屋の共同建答えの一役を 111っていただく

ことをお願いし、笠備の範囲を広げていくことを切望する次第であ

る。 さらに、このことは公団独自で達成できることではなく、当然、

公共団体等行政の協力なくしては慨しい4 ) 1業であり、ご指導のほど

よろしくお願い申しあげたい。

( やまね かっとし 住宅 . ｲＮｬｬ ｲｬｈｾ 備公閃打 ｉｬｲｬ￯ｬＱｭｈ 発書 ｉｉ ， ｉｾｉｊｊ Ｎ ｊ 発企向， ｩｬＺ Ｉ



. 各論・近畿における住環境整備の現状と課題 一 事 例一

市街地再開発事業の

建 設 代 行

谷 口 康 彦

市街地再開発事業は、土地の合理的かつ健全な高度利用を実現す

ることを目的としており、事業資金計画上は権利変換床以外の余剰l

床を処分することにより事業を成立させている。

組合施行事業においては、とくに床処分ができるかが事業の成否

を握るポイントであることから、床の処分先を事業計画認可 i時( 組

合設立時) に決定する参加組合貝制度を設け、事業の安定化を図っ

ている 。参加組合員は、法的に組合員とほぼ同等の権限を与えられ、

事業の共同推進者とみられることから、地方公共団体、公社、公団

等公的ディベロ ッパーおよび卒業に参加するに必要な資力と信用を

有するものが、参加組合員たる資格を有するものとされる 。

商業業務系の再開発事業では、スーパー、百貨底等大規模小売業

および不動産業等民間ディベロ ッパーの役割lが多〈、住宅系の再開

発事業では、公的資金による住宅を建設する者としての公社、公団

のもつ役割が大きくな っている 。

住宅 ・都市箆備公団で参加組合貝または参加組合員予定者として

参画している事業地区は現在 9 地区あるが、ここでは、参加組合貝

の役割j をさらに拡大し 、事業のー音[1代行を行っている阪急川西能勢

口駅前地区第一工区第 1 種市街地再開発事業を以下に紹介する 。

事 業 の 概 要

再開発事業の施行区域は、阪急宝塚線川西能勢口駅の北側I j に位置

し、昭和30年代に建設された木造住宅が 2 - 3 mの路地をはさんで

阪急川西能努口駅周辺現況

一-

、声、

:、

A  

阪急川西能勢口駅前地区第一工区完成予想図

密集する典型的な 表ー 1 地区の現況

不良住宅地区であ

る。( 表ー 1 )  

川西市では、昭

和48年度作成の、

「駅周辺都市整備

計画基本構想j の

もとに、鉄道の立

体交差事業、住宅

地区改良事業、再

開発事業( 駅南地

地区面積 6，575m'  I建築敷地面積 I 4，450m'  

区 分 延床面積 割合

用
専用底舗 503耐 ( 6 戸) 17%  

従前 途
住宅併用庖舗 99m' (  5 戸) 3%  

'l IJ 

建
現

専用住宅 2，469耐 ( 63戸) 80%  

物

1兄
合 計 3，071m' ( 74戸) 100%  

(T) 

状
耐火造 108m'  4%  

i兄

構進現
非耐火造 2，963m'  96%  

'l IJ 況
合 計 3，071m'  100%  

権利者の状況

土地所有者 借地人 |  借家人 |  合 計

32人 32人 28人 92人

区は市施行第 2 種 表 - 2  計画の概要

市街地再開発事業)

により、周辺重量備

を実施している 。

当1也区においても、

昭和49年 7 月に再

開発準備組合が設

立され、地元およ

地区面積 6，575m' 建築敷地面積 4，450m'

階 用 途 前 被

1  - 2  庖 舗 4，229. 2I m'  

3 - 4  事務所 1，452. 17m'  

3 - 11 住 宅 9，047. 78m'  

合 計 14 ，729. 76m'  

住宅計画計画戸数 126戸 (公団住宅24)5 )

び関係機関の協議をすすめる中で、幹線街路沿いを第一工区として

先行着手することとし、昭和54年 10月、都市計画決定、昭和55年 3

月、組合設立認可、昭和57年 11月、権利変換計画の認可を得て、現

在工事中である 。( 表ー 2 )  

公 団 の 参 加 お よ び 建 設 代 行

準備組合が設立されたあとの昭和51年頃より、公団は事業協力者

( 参加組合員予定者) として、卒業計画作成等調査協力を行い、昭

和5 5年 3 月、組合設立により参加組合員となった 。そして再開発事

業の最大の難関である権利変換計画の目途のたった昭和57年、組合

内部に出てきた権利変換後の数十億の建設工事の実施 ・資金調達に

対する不安を解消すべ〈、組合の要請を受けて、以下の要領で建設

工事を公団の住宅建設卒業として代行することとした 。

(イ) 公団は、組合からの依頼に基づき、施設建築物に係る発注、

工事監理、検査等建設に伴う業務全般を処理する 。

( ロ) 建設期間中の工事費は、公団が組合から一括償還を受けるま

で公団資金を充当する 。

付 組 合 か ら 公 団 へ の 償 還 は 、 補 助 金、保留床処分金等事業に係

る収入金をも ってこれにあてることとする 。

( 斗公団は、組合から償還を受けたあと、施設建築物を引き渡し、

組合は権利変換計画舎の定めに従い、床を帰属すべき者に帰属させ

る。

例建築確認申請、施設建築物に関する登記等再開発事業上の法

手続きは、すべて施行者である組合の名により行う 。

なお、公団は、組合内部においては建設部会を担当し、設計調整、

補助金事務等建設にかかる業務の組合の負担は大幅に軽減されるこ

ととな っている 。

この建設代行方式は、まだ税務面等残されている課題もあるが、

参加組合員が床の一括号| き受けにとどまらず、参加組合員のもつ特

有の能力を直接活用し、組合と有機的役割分担のもとに事業を推進

する効果は大きいと考えられる 。今後、公団としては、さらに事業

の初動期から建設までの諸段階においても、有効に役割が抱えるよ

うに、ノウハウ蓄積、人材育成、制度改善等さまざまな課題に取り

組んでゆきたいと考えている 。

( たに ぐち ゃすひこ 住宅 都市艶備公団関西支社都市再開発部再開発課)
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- 各論・近畿における住環境整備の現状と課題一 事 例一

木 造 賃 貸 住 宅 地 区 総 合

整備事業制度

山 田 隆 明

経済の高度成長期に大量に建設された木造アパートや文化住宅等

の木質住宅は、当時、大阪府下に流入した若年労働者の受け皿住宅

としてそれなりの役割を果たしてきたが、これら木貸住宅の集中し

ている地区は、現在、人口の流出や空き家化が進行して、地区の荒

廃化をもたらしている 。 表ー 1 木貸住宅比率 ( S .53 住関)

現在、府下の木質住

宅数は約76万戸と 、府

下全住宅数の約3 0 %に

相当しており、大阪市

とその周辺都市に多〈

分布している 。

市 名

門 真 市

守 口 市

寝屋川市

大 阪 市

' i 2 中市

全住宅数

45，000 

51 ，900 

81 ，700 

858，300 

130，900 

木造: l ' ( 貸住宅

戸 数 率 ( %)

22，600 50'.2 

24，100 46 .4  

32，200 39. 4 

309，600 36. 0 

43，800 33. 4 

木賃住宅地区の問題点と木造賃貸住宅地区総合整備事業制度

木貸住宅およびその環境を要約すると、つぎのことがいえる 。

. 住宅は狭小てイl主質で白ある 。

- 住宅が建て詰ま っている 。

. 建物が老朽化している 。

- 道路、公園等が不足している 。

大阪府下において、居住水準を向上させ住宅環境を改善するとと

もに良質な住宅建設を推進してゆくためには、上記の問題を抱える

木質集中地区を良好な市街地として再編・整備してゆくことが有効

かつ不可欠である 。 このような観点から、昭和57年度に本事業制度

が創設され、大都市地域での活用が望まれている 。

本制度の内容は多岐にわたるが、旺盛な民間エネルギーを適切に

活用しながら新しいまちづくりを行う視点から、民間による建替え

に関する助成内容を紹介する 。

共同建替え 複数の土地所有者等が共同して建替えを行うとき、

既存住宅の除却等費( 入居者補償を含む ) 、建替え後の住宅に係る建

築設計費および共同施設重量備費 (廊下、階段、屋外施設等) につい

( 注)

て、一定の水準を確保したものについて助成がある 。

個別建替え 単独で建替えを行う場合は 、上記の除却等資につい

てのみ助成される 。

表 - 2 事業費の負担区分

除却等 i W泊煩布IH賃貸を含む )

建 築 設 計 費

共 同 施 設 艶 { 脂 質

豊 中 市 庄 内 地 区 の 取 り 組 み

盟中市庄内地区 ( 425ha) は、昭和30年代の高度経済成長時代か

ら急激な市街化が無秩序に進行し、木貸住宅を中心とした住工混在

の過密市街地が形成された 。 このため、劣悪な生活空間と都市施設

( 注) 一定の水離とは、民間l 自力による処停え を前従 としつつ、低質住宅の再生産に つなが

らないよう、 I也域の盟主備課題に応 じた住宅 と環.1ft の向上 を目指すため設定したも のである .
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医週 木造アパー ト(2階 脳 l 戸)

・木造戸建住宅( 2 階建)

・木造長屋( 平家主.Il 2 戸)

. 敷地面積/ 990m'

匡霊園 用途/ 賃貸住宅(34戸)

・構成階数/ 鉄筋コ ンク リー ト

5階主s

・敷地而械/ 940m'

図ー 1 建替えの具体例

の立ち遅れにより、住環境の悪化、大規模災害の危険性が指摘され、

早急な対策に迫られた 。

そこで、豊中市において昭和47年、地域住民の代表からなる「庄

内地域整備のための住民懇談会J を組織し、 48年には 4 つの生活圏

ごとに 「地区再開発協議会J を発足させて地区整備詳細計画を策定

するなど、計画作成の段階から住民参加によるまちづくりを手がけ

てきた 。

現在までに道路、緑道、公園、集会所、保育所、公的住宅等の盤

備に約 350 億円 ( 昭和4 7 - 5 7年度 ) の公共投資を行い、若実に地区

再開発を実現しつつある 。

今後は、公共施設の重量備と併行しながら、走朽 ・過密がとくに著

しい住宅整備重点地区においては、木貸住宅の建替えを誘導、促進

すべ〈本制度を積極的に活用し、公共と民間が適切に役割を分担し

ながら新しいまちづく. りを進めていくこととしている 。

豊中市庄内地区は、 58年 12月に府下で初めて、木造賃貸住宅地区

総合整備事業の整備計画について大臣承認を受け、助成適用第一号

の建替えを実施する予定である 。

大 阪 府 の 推 進 施 策

大阪府においては下記の制度を 58年度に創設し、木質住宅の建替

えを推進する施策を整えた 。

市に対する府の補助制度 民間による良質な建替えを行う者に対

し、市が所要の助成を行う際、国の補助に併せ、市の負担となる額

の半分を補助する 。

コンサルタント活用補助制度 木貸住宅経営者等が、共同建替え

を行うため、建設計画、採算計画等の基本計画を設計事務所等のコ

ンサルタントに依頼して作成する場合、それに要する費用について

市が助成する額の半分を補助する 。

府営住宅へのあっせん入居制度 建替 えに伴い除却される住宅の

居住者で、府営住宅への入居を希望し、入居資格のある者について、

府は一定割合の住宅をあ っせん住宅として供給する 。

府 下 に お け る 今 後 の 予 定

豊中市庄内地区に引き続き寝屋 川市は本年 4 月に大臣承認を受け、

門真市は 59年度に承認を得る予定である 。 また、 5 8年度に広域調査

を行 った堺市、守口市をはじめ、木質住宅比率の高い他市において

も木貸住宅対策に取り組んでいゆくことが期待される 。

まちづくりに携わ っている関係各位におかれても、本制度の趣旨

を十分に理解し、活用されたい。

( ゃ まだ たかあさ 大阪府建築部住宅政荒諜民! 日1住宅係長 )
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都市防災不燃化促進事

業 一 大 阪 市 の 事 例 -

尾 野 雄 三

都市防災不燃化促進卒業は、避難地・避難路周辺の不燃化を推進

することにより、大混火災時の住民の生命・身体等の安全を保護し、

都市の防災性の向上に資することを目的としている 。

このために、地方公共団体は、建設大臣の承認を得て不燃化促進

区域の指定を行い、その区域内で一定の基準に適合した耐火建築物

を建築する者に対して、国の補助を受けて必要な助成を行うことと

天王寺区

儲

橋

4 重量皇矢田線東成地区の概要

・区峨

都市計画道路12単矢聞紙lの東成区

内における両1lilJ 道路境界線から 30

m の範図

・区域面積 10. 4ha 

区乏: 2 2 2 2 d 不燃化促進区減 ・指定期間 55. 12. 19- 65 .3.31  

天王寺吾彦線地区炉

の 概 要

・区犠

図ー 1

都市計四道路天王 塚

寺吾彦糾lおよび柴 西

谷平野線の阿倍野

区と住吉区内の一

昔11の開制IJ 道路境界

線からおおむね30

mの範囲

・区域面積

16 .0ha 

・指定期間

58 .8. 19- 68 .3. 31  

助 成 対 象 建 築 物

図 - 2

豊 里 矢 田 線 東 成 地 区

助成対象となる建築物は、不燃化促進区域内で、各区域ごとに建

設大臣の承認を得て定められた地区重量備指針に適合するものでなけ

ればならない。

地区整備指針に規定されている建築物の建築に関する事項の主な

ものは、つぎのとおりである 。

① 地階を除〈階数が 2 以上で、関口昔11を甲種または乙種防火戸

とした耐火建築物であること

② 建築物の高さが、原則として 7 m以上あること

③ 建築物の敷地面積が6 5 m'以上あるか、または建築面積が5 0 m'

以上あること

④ 落下物による危険防止措置を講ずること、等。

なお、宅地建物取引業法に規定する宅地建物取引業者が建築する

販売または賃貸のための建築物と、中小企業基本法に規定する中小

企業者以外の会社または卒業を営む個人が建築する建築物は 、助成

対象建築物から除外される 。

また、両地区とも都市計画で防火地域と 高度地区(最低限第 2 極)

に指定されているので、それらの規制内容に適合していることもあ

わせて必要である 。

助 成 金 の 額

助成金の額は、助成対象床面積に応じて定められており、一般建

築の場合と、敷地面積が 3 0 0 m'以上の共同建築の場合の、二つの区

分がある 。

昭和59年度の助成額は、 表ー 1 のとおりである 。

なお、助成対象 重量一 1 昭和59年度助成額 0.1<すい)

床面積とは、助成

対象建築物の階数

が 3 までの延べ面

積である 。

融 資 制 度

対象床面積

100m'以上ー 110 耐 米 満

120 11 - 140 11 

140 11 - 160 11 

500 11 - 550 11 

I ，OOOm'以上

一般建築助成額 共同建築助成額

1，210弓二円 1，380千円

1，452 11 1，656 11 

1，573 11 1，794 11 

3 ，751 11 4，278 11 

5，566 11 6，348 11 

住宅金融公庫の融資において、地区整備指針に適合する建築物に

関しては、一般住宅 ( 特別貸付け) 建設資金貸付けの対象となるほ

か、市街地再開発等貸付け、一般中高層建築物建設資金貸付け等で

も優遇措置が講じられている 。

また、大阪市では、この事業の円滑な促進を図るため、 「大阪市

都市防災不燃化促進事業融資制度」を独自に笑施している 。その概

要は、助成対象建築物で、住宅が 2 分の l 以上あるものについて、

住宅金融公庫等の公的融資を受けることを条件として 650 万円を限

度に融資のあ っせんをしようとするものである 。

従前写真 従後写真

*  

この事業を促進していくためには、区域内の市民の方々に事業の

目的を十分ご理解いただき、建替えの意欲を持っていただく必要が

ある 。大阪市としては、パンフレ y 卜の配布、アンケートの実施、

個別訪問による P R等制度の周知に努めているところである 。

( おの ゅう ぞ う 大阪市都市鎖倒局計図書目指導助成課謀長代理)

挫 舗と 社会/ 19制 年 5 月号 43 
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建 築 物 共 同 化 計 画 助

成 制 度

陰 山 恭 道

この制度は、都市計画事業の施行に関迷して、関係権利者が共同

で建物を建替えようとする場合、市がコンサルタントを派泣するこ

とにより、専門的、技術的な援助を行うもので、これにより地域の

まちづくりにふさわしい建築物の整備を促進し、良好なまちなみを

イ乍っていこうとするものである 。

背 景 お よ び 制 度 創 設 の 経 緯

小規模な低層木造家屋が密集し、土地利用が零細化している市街

地において、区画整理事業を行う場合、現行の区画整理卒業の制度

のうえでは、土地の交換分合による公共焔訟の重量備と宅地の利用増

進が中心とな っており、上物整備に対する有効な手法がないため、

区画整理事業によるせ っかくのまちづくりの機会がおとずれたのに

もかかわらず、小さい敷地に木造零細建物や、いわゆるペンシルビ

ルが乱立し、良好なまちなみ形成の機会をむざむざ逃してしまうケ

ースがよくある 。

また、こうした地区では減歩による換地移転を行えば、区画整理

子業による道路や公園なとγ 〉公共施設の整備がはかられ、まちづく

りの基盤整備が行われても、これにふさわしい宅地の利用や建物の

盤備が追いつかないことになる 。

従来から、神戸市においても区画整理卒業にあわせて、防災建築

街区造成事業や、組合再開発事業等を実施しており、商庖街の体質

改善、土地の高度利用などに大きな効果をあげているが、こうした

事業の成立には一定の要件があることから、実施できる箇所が限定

されている 。

現在の再開発卒業の制度では、地区面積O. l ha以上の共同建築が

補助対象となっており、それ以下の規模のものを助成する制度はな

い。 また笑際には密集市街地の区画整理卒業では、狭小な換地の集

合による共同化の必要性が強いのであるが、建築物共同化事業の手

続きや技術面において一般の権利者にわかりにくい点がある 。 また

共同化に伴う権利関係の調整や建築上の技術的指導を市の移転補償

担当者が行うことも一定の限界がある 。

このため区画整理事業による移転に際して、共同化の気速がある

ところに対して積極的に適切な誘導策を導入する必要性が生じた 。

そこで、共同化の意欲のある権利者に対し、市の費用負担で民聞

のコンサルタントを派遣し、共同化計画をまとめあげる制度を昭和

54年度に創設したものである 。

制 度 の 具 体 的 内 容

(1) 対象条件

3 人以上の権利者 ( 土地所有者、建物所有者、借家人) が参加し

て団体を結成し、原則として、全員が助成の受け入れに同意してい

ること 。

44 建築と 社会/ 19制年 5 )1号

(2)助成の内容

1 次助成= 一基本構想、基本計画作成業務の提供

2 次助成= 一事業計画作成業務の提供

(3)助成の運用

市の方針として、共同化が望ましい地区を中心として建物移転交

渉の過程で地元の窓向を把握し、原則! とし て権利者全員の要請に基

づき、市の内部の助成審査委員会で審査し 、助成を決定したうえ、

あらかじめ登録されたコンサルタントのうちから指名してもらい派

遣するのを建て前としている 。

助成は 1 次助成と 2 次助成に分け、 1 次助成の業務が終わった段

階で業務報告書を提出させ、コンサルタントに委託料を支払い、地

元のまとまり具合の見通しをたて、まとまる見通しがあれば 2 次助

成へ進み、見通しのない場合は l 次助成で打ち切ることにしている 。

. 費用については、対象の関係権利者数と敷地面積について 、標準

的な歩掛けをつくり、それぞれの大小に応じて派iiI 費用( コンサル

タン卜への委託料) を算出することにしており、 l 次助成と 2 次助

成の費用の割合はおおむね 6 :  4 とな っている 。

制 度 の 実 績 お よ び 効 果

この制度は昭和54年に要綱を制定し、発足したが、 52年度から試

行的に実施しており、 52年度から現在 ( 59年 3 月 1 日) まで 19箇所

(  1 次助成18件、 2 次助成 7 件) で笑施し、助成金額( 委託料) は、

40 ，000千円とな っている 。 また、そのうち共同建築物が完成したも

のは 8 箇所とな っており、これらの従前延べ床面積は計 4，126m' で

あったものが、共同ビル化により 12 ，932m'に増えている 。

助成を行 った箇所に関連する「都市計画事業」としては、区画重量

理事業に件うもの13箇所、都市最観条例に基づく都市景観形成地域

で笑施したもの 2 筒所、市街地再開発事業に隣接したもの 4 箇所と

なっている 。

こうした実績にみられるように、コンサルタントを派遣すること

により、関係機利者間のコミニケーションがはかられ、共同化事業

へのまとまりが生まれ、共同ビル化が推進された 。

これにより、本来の区画盤理事業に伴う建物移転向促進につなが

るとともに、民間エネルギーを活用した新たなまちつ。くりがはから

れつつある 。

さらに、神戸市をはじめ大都市における既成市街地の人口減少が

目立つところでは、住宅再開発による人口呼び戻しが課題となって

いるが、その一環として人口定着を高めるにも役立っているといえ

る。

制 度 の 補 完 お よ び 今 後 の 運 用

神戸市では、従来から都市計画事業特別融資制度 〈年利率 6%、

償還年限20年、共同建築の場合 1 件につき最高3 ，000 万円まで (個

々の建替えの場合2 ，000万円まで) の融資額〉を設けて、都市計画事

業に伴う移転に際して融資を行って建物の質的向上を図っているが、

この融資II J I ] 度による資金的な助成と、共同化計画助成による技術的

援助の両制度を活用することにより、共同ビル化の実現性を高め、

都市計画事業による基盤整備とあわせて、上物整備をはかる総合的

なまちづくりを実施している 。

なお、神戸市では「神戸市地区計画及びまちづくり条例J を制定

し、地区住民の自主的なまちづくりを推進しようとしているが、こ

れについてもこの共同化計画助成制度等を活用して、地区の特性を

生かした住民の手によるまちづくりを推進していく所存である 。

( か げや ま やすみち 神戸市都市計画同区画純理郎区画館埋課長 )
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神戸市まちづくり条例

鶴 来 紘 一

都市には一般的・基本的方向つrlt として、用途地域などの都市計

画規制が適用されている。これに対し、特定の地区で、複数の主体

が、そういう一般的 ・基本的レベルを超える盤備をめざそうとすれ

ば、何らかのく共通のしばり〉を独自にかける必要性が出てくる。

まちづくりを進めるにあたって、われわれはそれを「ルールづくり J

と呼んでいる。この視点は、まちづくりが、いわゆる改造型から改

善型、あるいは保全型へと重点を移すに従って重要度を増した。行

政や組合が一手に事業を行うのに比べ、主体が多元化し、時間的に

も長期化すれば、まちづくりの目標に向けて、随時生じる建築行為

などをこのルールに基づいてコントロールしていく必要があるわけ

てーある。

神戸市では、これからの市街地整備にあた っては、ルールづくり

を制度化し、地区ごとのまちづくりを推進していくべきであると考

え、昭和田年12月、 「神戸市地区計画及びまちづくり協定等に関す

る条例J( 略称 ・まちづくり条例) を制定し、翌日年 2 月施行した。

これはルールづくりを、①組織づくり( まちづくり協議会) 、②まち

づくり提案( 将来{ 象) 、③まちづくり協定、の 3 段階に分けて、その

手続きを定めたものである 。これを住民や事業者の立場からみると、

まちづくりを行いたい場合に、本条例によってその活動が公に認め

られ、実効を有し、また各種の支媛を受けられるなど、行政のパ ッ

クアップを得られるということになろう 。

本条例にはまた、地区計画の手続きも定めてある( いわゆる手続

き条例) 。 これは都市計画法第 16条第 2 項にもとついて、地区計画

の素案を住民等の意見を聴いて地区計画の案とする際の手続きであ

る。

本条例はこのように大きく二つの内容をもっており、それが条例

の名称にも反映しているのであるが、本条例の特色は何よりも、上

記①~③について定めたところにあるので、以下その内容について

説明したい。

ま ち づ く り の ス テ ッ プ

①組織づくり( まちづくり協議会) まちづくりは組織づくりに

始まる。これはまずは任意につくられるわけだが、市長の認定を受

けて「まちづくり協議会」となる 。認定されるための主な要件は、

地区の住み良いまちづくりを推進することを目的とするもので、地

区の居住者、事業者、土地 ・家屋の所有者( 以下「住民等J という)

の大多数が構成員となり、その活動を支持していることである 。

地区の広さについて の鋭定は設けておらず、したがって問題の広

がりや地域のまとまりやすさをもとに住民等が決める。一般には、

認定前の段階で活動の実紛が必要であり、市としても積極的にアド

バイスなどを 1'yっている。

認定を受けたあとは、以下の各ステ ップに進むことになる。

② まちづくり提案( 将来像) まちづくり協議会の場で、ルールづ

くりを考えるための種々の活動を行い、それを集大成して住民等の

総意により地区の将来像としてまとめたものが「まちづくり提案」

である 。提案が策定されると、市長は住み良いまちづくりを推進す

るにあた って、まちづく り提案に配慮するよう努めることになって

いる。

このまちづくり提案をまとめる過程は、ルールづくりの中でも中

心的なところである 。その活動事例をみるとー一一地区の良い点・悪

い点の把握( 地図づくり) 、学習会、ミニ集会、見学会、アンケート、

ニュースの発行、コ ンサルタ ン トとの相談、等々 。これに対して、

市は技術的援助と活動資の一部助成を行って、支援している。

① まちづくり協定 まちづくり提案は、まちづくりについて地区の

人々の考えを集大成したものと言える。しかしこれだけでは建築な

ど、まちをつくっていくひとつひとつの行為をコントロールして目

標に近づいていくことはできない。このため、まちつ。くり協定の制

度を設けた。すなわち、

・市長とまちづくり協議会との聞で協定を締結し、

・市長は、建築行為等を行う者に、事前の届け出を要請し、協定に

適合するよう協議する 。

・また、まちづくり専門委員という制度を設け、協定締結の際や、

個々の建築行為等における協議の際、その意見を聴くことになって

いる。

協定と地区計画とは類似のものと考えてよい。ただ、法律( 都市

計画法) に定められた地区計画制度の方が、届け出などに強制力を

有するとともに、定めることのできる項目が限定されている 。協定

においては、住民等の要求はそれよりもっと広範な内容に及ぶが、

強権的な規制にはなじまないとの判断から、地区計画のような強制

力や項目の限定を設けていない。

なお、地区によってはまちづくり提案で終わる場合もありうるし、

まちづくり協定や地区計固まで定める場合も考えられる 。 どの段階

の手続きまで進めるかは地区の実情により選択できる。

ルールづくりとものづくり

以上述べたとおり、ルールづくりは新たな規制を課そうとするも

のであり、一般の都市計画規制に上乗せされることになる 。その点

で建築協定と同じ性格である 。敷地や道路条件などに恋まれた保全

型のまちづくりにおいては、ルールだけでまちづくりが進むことも

あろうかと思うが、一般の既成市街地で改善型のまちづくりを行う

場合、それだけではまちづくり提案を笑現するに不十分であり、何

らかの事業手法や助成・優遇策などを併用することにより有効的に

目標達成できることが多い。

これらを神戸市では「ものづくり J と称して、本特集の事例で紹

介されている事業手法やその他の制度を適用して、ルールづくりと

ものづくりの両輪で問題の解決を図っていこうとしている。

まちづくりの展開

まちづくり条例にもとづき、つぎのようなまちづくりが進められ

ている ( 58年度末現在) 。

まちづくり まちづくり まちづくり 地区

ものづくり
協 議 会 総ｾ 協 定 計 画

工ｾ 野 地 区 。
注

。。! 主環筑整備

モデル ｬ ｬｾ 業

御 菅 地 区 _u_ 

JL 山 地 区 u  

ポ トアイランド

インターナンョナル 。
スクエア東地区

0  ・認定、告示などのあった もの

注Ｉ真野地区では、条例の制定 ｩｾｪ に、まちづくり提案に相当する構想をまとめていた。

今後、これらにあわせて、新市街地においても良好な住環境の保

全をねらいとしたルールづくりを進めていきたいと考えている 。

( つるぎ こういち 神戸市都市計画r . ; j 計阿部計画課長 )
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- 各論・近後における住環境整備の現状と課題一 事例一

立 入 慎 造

図 - 1

京都景観地域図

- 歴史的風土特別保存地区

霞 週 風 致 地 区

皿E 美観地区工作物規制区域 -

ｾ 巨大工作物規制区域

。伝統的建造物群保存地区

第 6 種高度地区

一一一、・ ーー 、

京都は、まもなく建都1200年を迎えようとしている 。 この山城盆

地に初めて都が定められて以来、京都の町は幾多の li 税火、政変など

により、都市壊滅の危機にさらされてきた 。けれども、市民の叡智

と愛着で、都市機能の再生と更新を続け、現在、人口 150 万人に迫

る大都市として、これにふさわしい都市生活基盤の整備を進めてい

る。

幸いにして今次大戦の戦火も免れ、平安京造営以来現代につなが

る、各時代の文化の結晶である歴史的建造物が集積し、これが自然

と融合している歴史都市「京都j は、まちづくりの重要な施策のー

っとして、景観保全の体制を固めてきた 。

京 都 の 景 観 保 全

日本文化の象徴として掛け替えのない、この古都のすぐれた景観

を保全するため、現在、つぎのような最観地域制を布いている 。

( 図ー 1 )  

市街地を取り巻〈緑深い三山、山麓の歴史的建造物集積地および

周辺の住宅地に「風致地区」を指定し、開発を抑制l し緑化に努めて

いる 。 さらに、広沢の池周辺など歴史的文化的にとくに重要な地域

では、買い上げ制を伴った「歴史的風土特別保存地区J を、その背

後の緑と一体に指定し、凍結的保存をはか つている 。

一方、都市活動の激しい市街地にあ っては「京都市市街地景観条

例J により、二条城など大規桜な歴史的建造物の周囲や鴨川両岸な

どに「美観地区」を、全市的に影響を及ぼす恐れのある巨大な工作

物をチェ ックするため市街地のほぼ全域に「巨大工作物規制区域」
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を指定し、歴史的伝統的景観と新しい建築物などとの調和をはかつ

ている 。 とくに、京都らしい伝統的な雰囲気を、良〈残している歴

史的町並みそのものの保存のため、 「特別保全修最地区J を設けて

いる 。 これに、改正文化財保護法による「伝統的建造物群保存地区J

を重ね、あるいは新たに指定し、修理や建て替えに当たり、地域固

有の伝統的建築様式の指導と、その経費のー音[1 を補助している 。

都心部幹線沿いの「第 6 種高度地区J ( 高さ 45m制限) では、新

しい都心幹線長観の創造をめざして、高さ 31 m を越える建築物につ

いて、公共的な足元空間の硲保等を含めて誘'導している 。

伝統的建造物群保存地区

京都の町は、同業者町、門前町、街道町など、地域固有の歴史的

町並みが散在し、これらが速なり合 って、京都の魅力を一層深めて

いる 。昭和47年、まず清水の産寧坂から円山公園に至る「産寧坂地

区J ( 図 - 2 ) を「特別保全修最地区J に、昭和49年には紙図で最も

古くからの由緒をもっ茶屋町の「祇園新橋地区J をも指定した 。昭

和51年改正文化財保護法により創設された「伝統的建造物群保存地

区」を重ねて指定。三つ自の地区は、京都の西郊、愛宕 山の麓、茅

泣きの鮎茶屋などが、朱色の鳥居と緑に映える愛宕街道沿いに「嵯

峨鳥居本地区」を指定した 。三地区とも、国の重要伝統的建造物群

保存地区に選定され、国の援助を受け、事業の促進を図 っている 。

この制度は、文化財が都市計画の地域、地区のーっとして、まち

づくりの面から位置づけされ、その指定は、地区住民の同意を得て、

市町村に任されるなど、文化庁 ( 文化財保説法) 、建設省( 都市計画



写真一 1 産寧坂地区飲食l苫舗新築修景

写真 一 3

産 寧坂 伝 統 的 蹴 欄 保 存 地 区

写真一 l にみるように、産寧t反地区の飲食庖

舗新築修景では、 1)11ロが171lll もある庖舗の計

画に当たり、町並みのスケー l レにあわせて、

分節し、独立した 5 軒の町家に見えるよう、

変型町家庖舗様式によって指噂した。

祇 園 新 橋 伝 統 嶋 造 物 群 保 存 地 区

市電軌道敷の板石を再活用し、アスフアルト

舗装を石公で修景。両側の町家の修理も進み、

鈍やかな表情が建った。

嵯 峨 鳥 居 本 伝 統 的 蹴 物 群 保 存 地区
写真一 2 祇園新橋地区一 石畳の修景ー

嵯峨鳥居本伝統的建造

物群保存地区脱明板

法 等 ) に わ た る 法 際 ( i nter- l aw) 制度として画期的なものである 。

京 都 市 は 、 行 政 サ ー ビ ス と し て 、 各 地 区 の 連 続 立 面 図 ( 図ー 3 )、

代 表 的 伝 統 様 式 の 抽 出 ( 5 、6 種 ) 、短計詳細 図 、 建 て 替 え し た 場 合

の 様 式 ご と の 補 助 金 の 額 な ど 資 料 を 準 備 し 、 住 民 の 初 め て の 地 区 指

定 に 伴 う 不 安 、 不 信 感 を な く す よ う 努 め 、 迅 速 で 、 き め 細 か い 指 導

を続けてきた 。

三 地 区 で 、 こ れ ま で の 修 理 修 景 ( 写真一 1 ) は 地 区 戸 数 の 8 割に

表ー 1 町並み保全地区年度別補助金交付件数

地区名 産 事 坂 祇 園 新 橋 嵯峨鳥居本

特別保全修景地区 特別保全修素地区

指 定

47. 9. 30 49. 7 .5  1. 5ha 

月 日

面 積

伝主主地区 イ云建t也区 伝建地区

51. 6. 8 5 .3ha 51 .6. 8 1. 4ha 51. 2. 9 2. 6ha 

世帯数 240戸 105戸 5 0 p  395戸

47 121牛 121牛

48 71牛
71'牛

49 91'ヰ 41牛 131'牛

50 91'牛 8件 171'牛

年 51 141'牛 9件 231ヰ

度 52 161牛 1 H牛 27件

5j IJ 53 17件 181'ヰ 351牛

{牛 54 1H牛 101'牛 10件 31イ牛

数 55 161'牛 151牛 41牛 351'牛

56 181牛 131牛 61牛 371'牛

57 21件 181'ヰ 91'牛 48件

58 111'牛 I H牛 8件 30件

3十 1611'牛 1171'牛 371牛 3151，ヰ

ｲＭ 、下ｾ
/ '  

図 - 3

嵯峨鳥居本伝統的建造物群保存地区の愛宕神社一之鳥居付近連続立面図

当たる 315件 を 数 え る ( 表ー 1 )。 市 の 直 接 事 業 と し て 、 石 畳 の 修 復

( 写真 一 2 ) 、 地 区 説 明 板 設置 ( 写真一 3 ) 、排水路石重量修景、 防 火

水 糟 設 置 な ど 施 設 整 備 も 進 め 、 合 わ せ て 投 資 総 額 2億 1 千 万 円 、 戸

数 当 た り 約50万円を支援してきた 。

しかし、新たな問題も起きている 。産 寧 坂 地 区 で は 、 増 え た 観 光

客をねらった地区外資本の投入、住宅の庖禽I i 化、祇園新橋地区では、

格子戸から一歩踏み込むとパーやクラブに変身するなど、社会的、

経済的変化も見逃せない課題である。

新 し い ま ち づ く り 手 法 へ の 展 開

京都市が進めてきた町並み保全修景事業のプロセスをみると、

(  1  ) 行政サイド 京都市の総合的まちづくり計画における明確な

位 置 づ け 。 まちづくりの方向および将来の町の姿を明確化。 ま ち づ

くりルールの掘り起こし。技術的経済的支援。

(  2  ) 専 門研究機関. 地区のデザインサーベイ 。 景観 特 性 、 景 観 資

源 、 地 域 文 化 財 、 地 区 機 能 、 住 民 意 識 な ど の 調 査 。 地 区 保 全 修 景 計

画 。

(  3  ) 地 区 住 民 ま ち づ く り に つ い て の 自 主 討 議 、 伝 統 的 コ ミ ュ ニ

ティおよびルールの再評価。住民自決による地区指定。

以 上 の よ う に 、 三 者 の 立 場 、 役 割 、 責 任 を 明 快 に し て 互 い に 信 頼

し、協力し合えるまちづくりのシステムが創られてきた 。 こ の 「 修

復 的 再 開 発 手 法 」 を さ ら に 活 用 し て 、 個 性 的 で 親 し み と 落 ち 着 き の

ある京都の新しいまちづくりを進めていきたい。

( たちいり しんぞう 京都市計画局風致謀景観係長)
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. 各論・近畿における住環境整備の現状と課題 事 例一

総合設計制度

一 大 阪 市 の事 例-

寺 田 恭 信

近年、わが国の市街地においては、敷地の細分化が進行し、そこ

に小規模の中高層建築物が密集するという状況を呈しており、余裕

のある建築計画が立案され、緑地や広場など都市環境に ilMI いを与え

る空間が設けられる場合が少ない状況にある。このことは、長期的

な都市資産の形成という観点からは望ましくないと考えられる。

そこで、このような問題に対処する方策のーっとして、建築基準

法に総合設計制度が設けられている 。 これは、市街地の環境整備と

土地の有効利用を図るための奨励策として、一定規模以上の敷地に、

一定割合以上の公関空地を確保した建築計画に対して、容積率の害11

t首しや斜線制|恨の緩和を特例的に許可するものである 。

具体的には、敷地内に、日常、市民に開放された公開空地を設け

た場合は、その割合に応じて容積率の割増しを行うとともに、一般

規制と同等以上の天空光を確保した場合に、斜線制限の緩和も行う

ことカぜてゆきることとなっている。

総 合 設 計 制 度 の 沿 革

総合設計制度は、昭和45年の建築基準法改正により設けられ、そ

の後、昭和51年の法改正により、法第59条の 2 第 l 項に法文が一本

化され、また、昭和57年には令第 136 条第 2 項の改正により、適用

敷地規模の引き下げが行われた 。一方、その運用基準については、

国の通達によっており、昭和46年に許可基準が作られたが、昭和53

年に改正を受け、昭和58年には市街地住宅総合設計制度が新設され

ている。

大阪市では、昭和48年の新用途地域制施行から本制度をスタート

させ、国の許可基準をベースに、市独自の取り扱い要綱を定めて、

運用しているところである 。

とくに、良好な市街地住宅の供給という観点から、昭和49年には

住居地域等での共同住宅の容積割増し、 54年には市中心部の商業地

域内に住宅を含むビルを建設する場合の容積率割増し、 58年には市

街地住宅総合設計制度をおのおの盛り込み、現在に至っている 。

許 可 基 準 に つ い て

総合設計制度は、市街地環境の改善という観点から、許可を行う

ものであるため、①建築計画については、敷地周辺の都市総設の状

況、土地の状況、地域の特殊性等を勘案し、総合的判断に基づいて

行っている 。②特例許可であるため、建築基準法にない遵守内容が

含まれる 。③一件ごとに建築審査会の同意が必要であり、審査会の

意見が反映される 。

なお、許可基準の詳細については、 「総合設計許可取扱要綱、昭

和58年 7 月」を参照されたいが、ここでは大阪市における制度の特

徴、および設計者が見過ごしやすい基本事項を掲げるので、今後の

参考としていただきたい。
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(1) 敷地は共同化等により、できるだけ整形なものとすること。

(2) 昭和58年度から、住居地域および第 2 種住居専用地域では、

適用敷地規模の下限を 1，000m' から 500m' としている。

(3) 敷地の前面道路幅員の基準は、 6 mおよび 8 m (用途地域に

よって異なる) を設定しているが、共同住宅等の場合は 5 mおよび

6 mに緩和できる場合がある 。

(4) 公関空地については、できるだけ集約化を図り、有効な配置

ができるよう、設計者におかれても現地および周辺状況をよく調査

し、周辺住民や通行人が有効に利用できるよう配置すること。なお、

共同住宅には 2 - 5 歳程度の幼児を対象とした遊び場が取れるょっ

に設計すること 。

(5) 公関空地の最小幅は 4 m である 。ただし、道路に沿って歩道

のない場合に設ける、幅2 .5 mの敷地内歩道については、公関空地と

見なしている 。

(6) 指定容積率が 300 % 以下の地域における共同住宅の日影規制

については、法および府条例以外にも規制lがある。

(7) 建物は、平面的にも立面的にも整形で良好なデザインとする

こと 。

(8) 総合設計の場合、広告物に対する規制があるので、事務所、

庖舗等の場合には注意が必要である 。 また、広告物は建物と一体と

なるようデザインすること 。

山岡メモリアルピル

住友生命御堂筋ビル 近鉄堂島ピル

総 合 設 計 制 度 の 実 績

昭和57年度までの許可件数は94件( うち 3 件は増築に伴う再許可)

である。経年的には昭和54年度から共同住宅を中心に許可件数が急

速に伸びている 。 また94件の建物用途別内訳は、共同住宅59件、事

務所28件、ホテル 4 件、保育所 2 件、病院 1 件とな っている 。

全国的に見た場合、大阪市の許可実績は高〈、全国の約% を占め

ている 。

なお、昭和57年度まて、に許可の対象となった建染物の敷地の合計

は約59 .8haで、確保された公開空地は約21. 7haに及んでおり、高密、

市街地において、ポケ ッ トパークあるいはプレイロ ッ トとして、市

民に tt 重なオープンスペースと緑を提供している 。 また、硲保され

た住宅戸数は約16 ，400戸である 。

*  

大阪市においては、今後とも総合設計制度の積極的な運用によ っ

て、都市の環境と崇観の向上および土地の高度利用を行 っていく考

えであり、建築主、設計者においても制度の経旨をよく理解した上

で利用していただきたいと思います。

( てらだ み つのぷ 大阪市総合計画局主 ｉｉ 築指場 部 指ｾ課指呼係 Ｉ



. 各論・近畿における住環境整備の現状と課題一事 例一

建築協定ーとくに開発

者による協定一

岩 田 美 佐 喜

大阪府下の建築協定地区は約70地区、その区域面積は約 340 ha、

住宅戸数は 12，000戸に透している 。

建築協定制度は、昭和25年の建築基準法制定当初からあったにも

かかわらず、昭和45年ごろまでほとんど活用されなかった 。大阪府

で協定地区が誕生したのは昭和47年に入 ってからである 。全国的に

は、オイルショ ック以降急激に増加し、昭和52年から毎年 100 件程

度の認可件数があるが、大阪では昭和56年からの伸びが著しく、毎

年 10 - 15件の認可をしている 。

このように、建築協定は「環境の時代」に急成長し、住環境の保

全に大きな役割を来たしている 。

建 築 協 定 制 度 の 特 徴

建築協定は、建築物の利用を増進し、土地の環境を改善する必要

がある場合に、市町村の条例で定めた当該市町村の区域の一部にお

いて、

① 土地の所有者等の全貝の合意、によ って、法律や条例で定める

基準より高度の基準やきめ細かな基準を定めるものである 。

② 特定行政庁の認可を受けることにより、合意した当事者間は

もとより、土地や家を購入するなどで新しくその地区の住人とな っ

た人にも効力が及ぶ。

③ 協定締結後は、変更には全貝の合意、廃止には過半数の合意

が必要で、あり、簡単に変更や廃止をすることのできない安定した取

り決めとなる 。

などの特徴がある 。

一 人 協 定 制 度

昭和51年に建築基準法が改正され、開発者一人で建築協定を結ぶ

ことができる「一人協定J 制度ができた 。これは、多くの人で協定

を結ぶのは困難なことが多いので、分譲前に開発者が一人で協定を

結んでおき、購入者にその内容を引き継がせることにより、良好な

環境を将来にわた って確保することができるものである 。

建 築 協 定 の 内 容 と そ の 効 果

住みよい住環境づくりや個性あるまちづ くりを目指すには、建築

基準法の規制lのみでは必ずしも十分で、はない 。

建築協定では建築物の敷地、位置、構造、用途、形態、定、匠また

は建築設備に関する基準のっち、必要なものを定めることができる

が、実際の協定書ではどのような基準を設けているのかを、つぎの

3 ランクに分けて内容をみてみることにする 。

1  . 基準法に基つ' いて定められている基準内容と同じものを、再

度協定の中に明記して、住民が再確認しあうもの。 ( 建ペイ率、容

積率、外壁後退距離などに関する基準に多い)

2 . 基準法より高度の基準を定めて、よりよい住環境を維持しよ

うとするもの。 ( 上記のほか、建築物の最高の高さ、階数、道路か

らの外壁後退距離、用途制限などに関する基準に多い)

3  基準法には定められていない基準を定めて、建築協定をより

効果的に役立てようとするもの。( 敷地の最小規模を定めたり、再

分割を禁止する 。地盤面の変更禁止。プロ ック塀を禁止して生け垣

等にする 。屋恨の形状や壁画の色など意匠に関する基準を定める の)

ほとんどの協定は、これらを選択的に盛り込んているが、既成市

街地では保全型であること、また、全員の合意が得られる内容にし

ぼられることなどから、必然的に項目が少なく、簡潔なものになっ

ている 。 また、一人協定など開発者による協定で1立、新しいまちづ‘

くりという観点から協定項目も多く、きめ細かな基準を作っている 。

建築協定をめぐる新しい動き

大阪府下に建築協定地区が誕生してから 10年余りを経過した 。開

発者による協定がほとんどを占め、一種住専、あるいは一種住専と

同等の建築制限のかかった地区での協定がほとんどであ ったが、ご

く最近、従来の傾向とは全〈異なった変化があらわれはじめた 。

たとえば、二種住専で一種住専並みの協定をかけ、低層な住宅地

の環境を守ろうとするものや、工業地や商業地での協定もあらわれ

てきている 。

また、画期的なことは、今春、 2 : t 也区で協定の有効期間満了に当

たって、認可申請の手続きを経て、協定を発展的に更新した 。 うち

ひとつは、既成市街地で結ばれていた地区であり、他のひとつは、

開発者による協定地区である 。 r更新」といっても手続き的にはー

からとなり、住民の合意をとる作業は大変で、あるが、住民一人ひと

りが協定を再認識する絶好の機会となるなど、その成果が今後の協

定運営に期待できる 。 また後発の地区にと っては、今後訪れる「更

新J に大きな励みと目標になるに違いない。

建 築 協 定 の 今 後 の 課 題

建築協定は、今後も増加傾向が続くと思われるが、前述したよう

なひとつの転換期を迎えて、いくつかの間題点を拾い出してみる 。

①まず、行政側としては、

府下44市町村のうち、建築協定条例を制定しているのは現在21市

町である 。近年、条例を制定する市町は増加してきているが、今後、

すべての市町村での条例制定が急がれる 。

②つぎに、開発業者に対して、

最近、 「建築協定付」を大見出しで新聞広告に出している住宅地

を見かける一方、協定を結んでおきながら、広告には一言 も触れて

いないものも見受けられる 。分譲業者は責任をも って購入者に説明

の上、販売するとともに、分譲後、住民が運営の体制を確立するま

で、十分にアフターケアをしていくことが望まれる 。

③最後に、協定地区住民の方々に対して、

建築協定は公法に頼らず、地域住民の自主的な約束によるまちづ

くりを行政がパ ックア ップするものであり、協定違反があ った場合

の措置もあらかじめ協定の内容として定めておかねばならないこと

にな っている 。 しかし、違反が出てからの対応には困難を極めるの

が通例である 。違反が出ないように、協定の P Rや住民閉めコミュ

ニケーション作りなど、運営委員会の日常活動を活発にしていくこ

とが望まれる 。

( いわた みさ き 大阪府 建築部建築指導課技師 )
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. 各論・近自慢における住環境整備の現状と課題- . 例一

花 と 緑 の 協 定

森 岡 進

緑あふれ、 i闘いのある美しいまちを創るため、大阪市では昭和39

年 4 月に「緑化百年宣言」を行い、以後、広〈市民の協力を得なが

ら、都市の緑化を積極的に推進してきた 。その結果、公園や街路樹

等の樹木本数は、昭和39年当時約44万本だ ったものが昭和57年度末

には約 456 万本と、 10倍強に増加している 。 また樹木で夜われだ垂

直投影緑被率は、昭和39年当時の約2. 3%から昭和54年の約3. 7%へ

と増加し、緑化推進の成果は着実にあがってきている 。

国においては、昭和55年 8 月に都市計画中央審議会から「都市に

おける総合的な緑化を推進するための方策についての中問答申 J が

示され、公園や街路等の公有地の緑化だけではなく、地域住民の参

加・協力による民有地緑化が地域の良好な環境形成に重要でいあり、

そのためには、民間からの募金等を活用しての都市緑化基金の創設、

運用が示唆された 。これを受けて、固においては昭和56年 4 月に、

大阪市では昭和58年10月に、都市緑化基金を設立している 。 また昭

和57年 9 月の都市計画中央審議会からの第二次報告では、地域レベ

ル、都市レベルの都市景観に配慮した緑化の必要性が示され、建設

省では「景観形成モデル地区総合緑化事業j を昭和58年度から実施

している 。大阪市では「ミナミ地区」が指定され、地域レベルの花

と緑のあふれる都市景観づくりに取り組んでいる 。

しかし市域全体に花と緑があふれるようにするためには、行政だ

けではなく、市民の参加・協力により、官民スクラムを組んで都市

緑化に取り組む必要がある。大阪市では、「花、緑、水J の美しい都

市景観の創造を図るため、以前から緑の拠点などのグリーンア ップ

計画を実施するとともに、昭和56年度から、梅田 ・中之島ゾー ンを

はじめ主要ターミナルを中心に、 「花と緑のターミナル整備」を実施

しているが、市中心部だけではなく、地域に根ざした、地域の人々

の参加と協力による「花と緑の協定j を締結し、官民一体とな って、

市域全域の「花と緑のあふれるまちづくり J を図る必要がある 。

花 と 緑 の 協 定

花と緑の協定は、快適な生活環境と美しい都市景観を創造するた

め、地域住民の協力を得て、官民一体となってまちなかにおける花

と緑の保全および育成を図るという内答で、昭和58年11 月に制定し

た「花と緑の協定に関する要綱」に基づいて、大阪市と地域住民と

が協定を結ぶものである 。

この要綱では、協定締結についての対象者や具体的内容および締

結の基準等を定めている 。協定の具体的事項としては、協定の名称、

締結する者の氏名、対象区域、および草花 ・樹木等を植栽しまた維

持管理する場所、有効期間、変更および廃止等の項目がある 。なお、

この協定の中では、大阪市と協定締結者の役割分担等も明記してい

る。

周 防 町 通 り 花 と 緑 の 協 定

昭和58年11 月26 日、現地で調印をした第一号の「周防町通り花と
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周防町通りの完成予想図と協定締結直後の周防町界隈

緑の協定」は、大阪 ・ミナミのユニークタウン、通称ヨーロ ッパ村

の周防町通りを中心に、地域の美化運動などに精力的に取り組んで

いる「周防町通り美化促進連合会 ( 会長・吉川秀一氏 )J と締結した

ものである 。

この協定区域は、前述の景観形成モデル地区に指定された「ミナ

ミ地区j 内にあ って、大阪市土木局において道路の美装化整備およ

び植桝等が設置された、御堂筋と心斎橋聞の延長約80mの区間であ

る。この区域には、 4 基のフラワーボ ックスと 11 ヵ所の植桝があり、

この植桝には落葉高木のハナミズキと 1也被植物のヒメリュウノヒゲ

が植えつけられている 。

締結した協定の内容は、花と緑による緑化の推進を図り、緑豊か

でi陸lいのある快適な生活環境を確保するために、連合会は通りに面

した公共性の高い庖頭前や大阪市の設置した 4 基のフラワーボ ック

スなどに、自ら 草花等を適正かつ効率的に植えつけたり、草花や11

カ所の植桝内のハナミズキなどに適切な濯水、施肥、病害虫の防除

などの維持管理を行 って、 l 年を通じて、花と緑が絶えぬように努

めていただく 。一方、大阪市は、連合会で実施する草花や樹木等の

植えつけ、育成および維持管理に関して、必要な助言 ・指導および

技術的な援助等を行い、積極的に協力するわけだが、さらに、地域

の民有地緑化への助成の一環として、大阪市都市緑化基金の運用益

を活用して、協定区域への草花などの助成等についても、検討して

いきたいと考えている 。

なお、協定の有効期間は 3 年間としているが、期間満了前に双方

協議のうえ、延長することができるとしている 。

全市に花があふれる潤いのあるまちづくりへ向けて

市全体に花があふれ、出lいのあるまちにするためには、特定の地

域の緑化だけでは、十分とは言えまい。地元地域を中心として、市

民運動的に緑化啓蒙を盛り上げ、快適で美しいまちにするため、花

と緑の協定の輸を全市に繰り広げるようにしたいと考えている 。

さらに、大阪市制百年の記念事業の花の博覧会に向けて、また新

しい大阪 ・21世紀に向けて、広〈市民の協力を得なが ら、今回の「周

防町通り花と緑の協定j をモデルとして、全市が花のあふれる、 il 到

いのあるまちづくりに努めてまいりたい。

( もリおか すすむ 大阪市公聞局建設部緑化課紘化係長 )



- . . . ζ 之 と 士τ=---

近年、市民の意識は生活の質の向上に向けられ、

身近な生活の場としてのまちづくりについての関

心がますます高まっています。その内容も、うる

おいといこいのある空間、美しい景観、歩きたく

なるまち、{ 主みたくなるまちなど、多様化し、高

度化しつつあります。

このような市民意識の高まりにより、各地でさま

ざまなまちづくり運動が活発化するとともに、行

政においても地区計画制度等の法制や各種の市街

地盤側iのための事業手法の整備、あるいは市町村

における独自の条例、要綱の制定などが緩んに進

められています。

そこで、「住環境と法制度」特集のアンケートの項

では、このようなまちづくりに関わっておられる

まちづくりのリーダーの方々、および橋渡し役を

されているプランナーの方々から提言をいただく

ことにいたしました。

つぎのような設問をさせていただきますので、あ

なたが関係されたまちづくりに関して、その企画

・調査あるいは事業関係者としての経験を通して

お性き下さい。

ー アンケート設問 一一一

「まちづくりをすすめるうえで、

いま重要だと思われる点につい

てJ ( 問題や提言について自由

にお書き下さい)

*  

住環境と法制度の関連について、近畿の典型的な

具体的事例を前章に 10例ばかりとりだしてきたが、

ここではそれをうけて、住環境形成やまちづくり

に主体的にかかわ ってこられた住民代表の方、コ

ンサルタント、学識者の方々 12名に設問を行い、

tt 重な回答= 提言をいただいた 。

以下に、順不同だが、その提言を紹介する 。回答

= 提言を寄せられた方々に厚〈お礼申しあげる 。

1  

住民参加方式の「デネブ」

ぼくは生まれて高校を出るまで庄内で

過ごし、結婚して30を過ぎて、再び今も

親の{ 主む庄内に帰ってきた。今ぽくの住

む千成町のコーポラティブノ、ウス「デネ

プ」に、ぼくはひそかに庄内地区再生の

可能性を感じている。「文化住宅J の密集

するせせこましい地域がもう一度生まれ

かわるためには、行政側IJ の指導や規制と

ともに、住民側の住まい方も変わってい

コーポラティプハウス住民河村 悟

その方がより住民のニーズに応えられる

ということだ。よくある分譲の 3 L D K

とか呼ばれるものは、いわば幕の内弁当

みたいなもので自分が本当に食べたいも

のは入っていないかもしれない。それと

住民どうしのつながりはほとんど期待で

きないだろう。その点「デネプ」は参加

者が集まっていく段階から徐々にコミュ

ニケートできたし、住んで・みてからもス

かなければならないと思う。実際、限ら ムーズに展開している。

れた収入の枠内でパーフェクトな住環境

と住居を確保するのは不可能に思える。

その場合、自分が生活していく上で何が

一番重要で、何を最優先させるのかを明

確にする必要がある。同時にそのことは、

何かを犠牲にしなければならないことで

もある。

「デネプJ に参加して思うことは、こ

れからの都市型の住居は手間と暇はかか

るけれども「デネブ」のような住民参加

方式の集合住宅にならざるをえないし、

今、ぽくは庄内がまちとしてよりいい

まちになっていくために、庄内の「デネ

プ」的変身を切に願っている。

*  rデネプJ とは白鳥座のしっぽ・のE . の名前

( か わむら さとる)

2  

住環境[ 維持」を重点とした建築協定を結んで、

堺市茶山台三丁東地区建築協定副委員長 山本 健三

私達が建築協定を結んでいる区域は泉 するという共通の目標を持ち、危機感を

ヰヒニュータウンの一函で、戸数は 172戸、

このうち診療所 1 戸を除きすべて一戸建

て専用住宅である。協定は 56年 8 月に成

立した 。

私達の住区は、新住法の規制のもと、

共有することによる連帯感に支えられた、

自主的なまちづくりの運動であると位置

づけることができる。

ところで、建築基準法によれば、建築

協定の目的は、住宅地としての環境を高

比較的良好な住環境を実現している。地 度に維持、増進することとうたわれてい

区住民の問には、この住環境を損ないた るが、私達の協定は、現在の住環境を破

くないという意識が強い。当地区では 56

年に新住法の期限が切れたのであるが、

期限切れにより無秩序な改築や転売が行

われるのではないかといった共通の危機

感が生まれ、これが建築協定締結の運動

の原動力となった。

住区単位でまちづくりを進めるに当た

っては、どのようなまちをめざすのかと

いう住民共通の目標を設定することと、

壊されたくないといった、いわば保守的

な動機から出発したため、協定の内容は

住環境を「維持J することに重点がおか

れ、「増進J することはむしろ例外扱いと

なっている 。

私個人としては、今のニュータウンが

あまりに画一的で冷たすぎることに不満

を持っている 。 もっと変化に官み、個性

的なまちにできないだろうか。そのため

その目標をカを合わせて実現していこう には、住民運動の原点にたちかえり、自

とする住民の意欲が重要な役割を果たす。 分遠のまちの将来のあるべき姿を、全員

そのためには、住民の自主性と連帯感が で話し合うことから始めなければならな

必須の条件となる 。 いであろう 。

私達の建築協定も、今の住環境を維持 ( やまもと けんぞう)
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3  

コミュニティの活力をつくる地区計画

丸山を住みたくなる町にする会会長今井 仙 三

( はじめに) 先年、私達はまちづく

りのありように関し、おE いの協同の戦

略をもたなくては 、一つの短期的な精神

的な運動に終わるであろうと申しのべ、

三つの提案をしました。 i ) は、自分達

の情報のファイルと学習のできる双方向

C . A . T . V を市民サイドに置くこと、

ii ) は、自分遠の町の預金の勘定体系の

結集、または積立( 三身一代預金) による

住民自身の財政カの表示と活用、 iii) は、

和の伝統が目標を失ったとき、雷同社会

にならないように、組織と管理を手近に

おく地方自治生活法( 仮称) の設定であ

ります。この三つをまとめて 、コミュニ

ティ ・トータル ・フォース( コミュニテ

ィの総合力) としたのであります。

{ 自己同一性の危機) コミュニティの

大きさはどの程度が望ましいか、よく議

論されるところであります。それは、コ

ミュニティにある用具( 都市施設もその

一つ) と人の対応関係のあり方によって

異なるとしか言いようがありません。今

日、私達は、回帰すべき懐かしい「山河」

が身辺に見当たらなくなったこと、ある

いは、民族的一体感の根源たるべき共同

の「歴史J がつくられていないこと等に

よる帰属感の喪失による市民の無気力が

議論されていますが、コミュニティが、

これに答えるとすれば、生活系をより見

やすく、考えやすくすることにあると思

われます。それによ って、小さな出会い

が人生を決め、歴史をつくりあげてゆく

のだという実感につきると思います。

( 地区計函} 都市計画法の改正によっ

な都市計画と、ミクロ的な個別の建築計

画との中間に位置する地区住民の意向を

くんだ地区の詳細計画だと位置づけられ

ていますが、現実には住居地区の地区計

画には、スプ ロールの防止改良ぐらいの

手法しかもっていないようであります。

私達は、地区計画というからには、都市

施設はいうに及ばず、そこに生活する人

々の関連を何らかの形で解る手法を持っ

ておきたいと思います。あれがほしいこ

れがほしいといったものでなく、一つの

系としてのありょうを模索できればと思

います。まちづくりは、ある意味におい

ては永遠でいありますから、少なくとも、

i ) 心機一転活躍する場を開拓する職業

の横断的グループによるサテライト ・グ

ループづくり、 ii ) 精神的流民にならな

いために、自己規律から家族をつなぐソ

フトウェアづくり、 iii) まちづくりのシ

ンポジュームを通して経済分権への道と、

経済のショ ックアフゃゾーパ一機椛の導入、

等の骨格が考えられます。

( コミュニティ ・テクノタウン) 技術

の社会性と経済の倫理性は、今日的課題

であります。コミュニティの具体的な生

活の背筋として、私達は、住みたくなる

まちづくりの会合を何回となく開きレポ

ートをまとめ、また、土地の有効利用の

角度から 、地区計画区域の一部にとりあ

えずコミュニティ ・テクノタウン( 仮革本)

の構想を形づくろうとしています。縦割

り社会の中において、横社会 ( コミュニ

ティ地区計画) は一つの難問であります。

しかし、突破すべき価値も大いにあるこ

て、地区計画制度が導入され、マクロ的 とは前述の通りです。 ( いまいせんぞう )

5  

まちづくりに国の支 援を. グ

神戸市 :真野まちづくり推進会代表 毛 利 芳蔵

神戸市、兵庫県は、全国的にも注目を集 へと、かつての栄えた旧市街地では、そこ

めるプロジェクトあるいはイベントっくり

に成功している 。ポートピア博を成功させ

たポートアイランド ( 人工島) をはじめ、

神戸沖空港構想、ユニパシアード、研究学

園都市、ファ ッシ ョン都市、異人館と枚挙

にいとまがないくらいである 。ところがそ

の陰で国鉄三宮以西 神戸、兵庫、新長田

の住民にとって住みたくない町になってし

まっている 。い わゆるインナーシティ問題

である。一人ぐらし老人、ねたきり老人に

象徴される老人問題や、すさまじい交通問

題、そして失われつつある人と人のつなが

りなど、住みにくいまちになりつつある 。

私たちはなんとか住民と住環境とそれを

4  

戦後の住宅難の時代、われわれは 、地

の利、住宅の価額等から、今の家( 平均

宅地面積約 6 坪、建物床面積約 7 坪) を、

宝物を手に入れるようなつもりで買い入

れて、 20年。地区内はわが国有数の不良

住宅地区として位置づけられた。周辺の

閑静な住宅地と比較し、確かに、地区内

はスラム街であった 。 r何とか子供達に

は、もう少し質の良い住宅に住まわせて

やりたいJ との一途の望みから、住民の

小さな話し合いの場ができ、その輸が少

しずつ大きくなり、卒業として成熟し、

建設工事の着工にいたった。

われわれは、まちづくりには、確たる

目的と、関係者の情熱と信頼関係が必要

なことを経験した。

組合施行の再開発の

現場より

阪急川西能努口駅前地区

第一エ区市街地再開期E合

横 島 毅

リーダーは、ともすると走りすぎ、情

報が個々の権利者にうまく伝わらない 。

同じ目的を持ちながら、異なった判断が

なされてしまう 。

権利関係の移動が伴うまちづくりでは、

権利者に、ともすれば被害者意識が働き、

「なぜわれわれだけが、こんな状態を強

いられるのか」等の苦情が発生する 。 よ

りよい生活空間を後世に残すために、市

民は大なり小なり、まちづくりに参加す

る義務がある H との認識と自覚が、現代

人に要求される賀務であり、明日の都市

づくりに必要なのではないだろうか。

( よこしま たけし)

ベースにした文化を築こうとまちづくりに

とりくんだわけだが、これがまた大変でレあ

る。住民主体ですすめるまちづくりは、助

成制度なしの地区計画制度のもとで、かな

りの部分住民の自主的な活力、資力にたよ

らなければならないという点が悩みである。

現在は市行政の奔走で用地の確保などか

なり進んだ面もあるが、この種の支援には

地方行政にも限界があり、今後は国もまち

づくり支援を検討してほしいものである。

( もうり よしぞう )



まちづくりと法制度

プランナーにとって、まちづくりの主題

は、昨日も今日も空間価値の創出です。確

かに制度の限界がまちづくりを渋滞させて

いる側面は見逃せませんが、その前に、と

くに住環境整備の場合、さまざまの分野で

起こっている価値基準の変動に対応して、

価値の創出一一新たなまちづくりの方向そ

のものが変質の途上にあるのが今日ではな

いでしょうか。

問題になっている住環境のひとつに木造

7  

「まち」は「できる」もの

株 式 会 社 ヘ キ サ 安 原 秀

「まちづくり」を考えるときに最も注

意せねばならないことは、「まちづくり」

という言葉を慣用句的に、簡単に使いす

ぎないことではないかと，思う 。ちょう ど、

「量から質J という言葉を無造作に使っ

ているが、本当にどういう質を考えよう

としているかを深〈顧みないままに使 っ

ている状況と比較していただくとよい。

別の言い方をすれば、第三者が他者の

問題、一般論としての環境を語る場面て¥

主語を欠いたままに使うのに「まちづく

り」という 言葉は非常に便利であり、耳

への響きも心地よい。だから気をつけね

ばならないという気がするのである 。

誤解をおそれずに言えば、 100人が100

人とも同じように満足する環境などとい

うものは、この世に存在しないのだとい

うことを、常に大前提にしてことを進め

てゆけばよい。主語をもっというのは、

そういうことだと思う 。現実に、議でも

薬でもなく、結局は誰一人にも感動を与

えることのない空間が、まちづくりの成

果と称して出来あが って いる例がいかに

も多いではないか。

特定の住まい手( 遥) が悪戦苦闘しな

がら、自分( 達) の生きざまを刻みつけ

ている空間は第三者にも感動を与えるも

のである 。 そうい ったさを聞の累積を「ま

ち」と呼ぴ、 「まち」はつくるものではな

く、できるものなのだ。そしてその「で

きる」プロセスには、やはり主体性をも

ったっくり手が参画しているものだと思

つ。
( やすはら しげる)

6  

株 式 会 社 環 境 整 備 セ ン タ ー 石 関 薙夫

賃貸住宅密集市街地があります。急速な都

市化への対応を急いだあまりに質をなおざ

りにして作ってしまった市街地が、要請を

うけた時代の終駕一一イ主宅欲求の変化にと

もな って、低質な住宅 ・住環境へと転化し

てしまう 。市街地としての基本条件を欠い

たまちの場合、新しい空間価値の付加は容

易ではありません。プラニング、制度の次

元を越えた課題です。都市基盤の未整備な

住環境は、出来るところから手をつけるし

8  

今、「まちづくり」の中心課題は、ニュ

ータウン開発 ・駅前再開発 ・幹線都市計

画道路 ・都市改造型区画整理といったビ

ッグプ ロジェクト・拠点盤備卒業から、

地域に密着したゆるやかな誘導型の環境

整備へと変化している。とりわけ、都市

環境整備の主要テーマは、インナーシテ

ィ問題を前提とした生活環境整備を丞点

に、既成住宅地の再開発 ・地区の総合的

な修復改善が市民参加を中心に民間エネ

ルギーの結集のもとに進められていくと

いう構図である 。それは、地域の特性に

応じ、小規模で、複合した機能を配置し、

個性あるまちをめざした市街地整備とい

ってよいだろう 。

「まちづくり」は「建築自

由」を超えるか

都市・阿・附研究所神戸事務所所畳小林郁雄

こうした変化に対応して、さまざまな

側商からの新しい「まちづくり j 諸制度

が準備されてきている。しかしまちづく

りの最も基礎的な個々の建築活動は依然

として「建築自由」であり、 〈最低の基準

を定めた〉建築基準法がすべての規範と

なってい る。「 まちづくり」はこの「建築

自由J への挑戦であり、個人の「建築自

由J に対する社会の「建築不自由J の表

明であろう 。

美しい建築は確かに「建築自由J を背

景にした建築家がつくる。だが、美しい

街は「建築不自由」を掲げた法制度によ

ってっくりうるかといえば疑問であり、

美しい建築が美しいまちにつながるく望

ましい建築をめざした〉建築標準法が必

要である 。 に ば や し い く お )

かありませんが、一部の地区ではもはや修

復的整備による匙り一一知期的視点での改

善には限界があり、むしろ原点一一建築指

導行政ーーーにさかのぼる対策が新しい方向

を示してくれるのではないでしょうか。

住環境が住宅選択の主要な要素となった

今回、住宅地の選別化がすすみ、住環境の

整備が相応の価値として経済的に裏打ちさ

れることが期待されます。その時点では 、

比較的良好な市街地が住環境整備の主要対

象地区のーっとなり、また既成住宅地の道

路も民間の手で整備する状況を含めた抜本

的な制度が生まれるかも知れません。

( いしぜき やすお)

9  

地域づくりの主体形成

株式会社地崎幅・建築研究所斎藤 イ有男

昨年、京都三条通りの景観整備につい

ての議論に| 拘わる機会を得た。三条通り

は、近代洋風建築をはじめ、近代京都の

雰囲気が色濃く残っている通りである。

しかも中京郵便局をはじめとして保全活

用がすでになされ、新しい建物の建築に

あたっても、京都市の手により行政指導

が行われている 。

これだけの蓄積と実績を抱えた場所で

あり、総論については文句なくまとまっ

たが、議論はつぎの二点に築中した。一

点は整備のガイドというべき規範 ・基準

のあり方というハードな菌、もう一点は、

長観盤備をメリットとして吸収できる商

業者 ・マンション建設業者等はともかく、

一般事業者や住民は相続税等の関係から

住み続けていくことが難しくなっている

という状況下て¥地域コミュニティの崩

壊、変質が不可避であるということにど

う対応していくかということであった。

京都では、今年中にも「かいわい景観

保全整備地区」という新しいしくみがで

き、整備の規範についての方向と、それ

を支える措置がとられるようになると聞

いており喜ばしい限りである 。

しかしもう一方の、景観を支えるべき

地域コミュニティの維持を図っていくし

くみは、税制を含めて広範囲の市民の合

意が必要なだけにその実現にはまだまだ

時間がかかることが予想されるが、作っ

た仏にたましいを入れる仕ヰZであり、幅

広い関係者の議論と参加が望まれている 。

( きいとう ゆきお)
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1 0  

規制一辺倒の法制度

の 限 界

京都工芸線維大学住環境学科助手

鈴 木 克 彦

住環境に対する関心が高まるにつれ、

あらかじめ行政体や開発体がまちづく

りの諸制度を決定し 、それを住民が運

営するという住宅地開発が多〈見られ

るようになった。

だが、これらの方法は当該住宅地の

環境問題が顕在化しない段階で制度の

骨格が決定されてしまい、運営の主体

となる住民側にとっては、制度理念を

理解することがなかなか難しい。場合 .

によっては、良好なまちづくりを誘導

するはずの制度が単にしばり意識を促

すだけのものになったり、住民聞のト

ラブル発生の原因ともなり、制度その

ものが形骸化する恐れがある 。

住民はまちづくりに関心が高いもの

の、その生活は多様であり、経年に伴

い複雑に変化している 。このため、規

制一辺倒の法制度のみに頼ることには

限界がある。まちづくり制度はさまざ

まな要因に支えられて、はじめて有効

に機能するものである 。長期的視点に

たち、行政体と開発体および住民の相

互の連係を骨格とした総合的な対策が

必要となろう。

この中で、行政体や開発体にとって

は、住宅地の特色を反映した保全概念

を明確にしていくことが重要となる 。

住民に対しては、環境問題の動向に応

じた管理運営の適硲な後押しがより大

切となろう 。

また、経年に伴い環境問題をめぐる

様相が必ず変容する以上、変化を前提

とした対策理念が必要である 。そのう

ちとくに、法制度の運用方法や住環境

計画手法の確立が重要になると恩われ

る。 ( すずき かっひこ)

1  1  

まちづくり学習の

ネットワークをつむぐ

京 都 大 学 助 手 延 藤 安 弘

まちづくりは、地域住民の発意や元気の程度が、そのドラマ性や実現性を左右

する 。住民 ・自治体 ・プランナ一等の共同創作のまちづくりでは、すぐれたリー

ダーの存在は不可欠であるが、それにもまして大切なことは、まちづくりへの関心

をよせる不特定多数の人々の存在である 。

そこで、住民のまちづくりへの気つ' きと関心を高めるための 「まちづくり学習J のネ

ッ トワークを多様につむぎだすことがこれから重要にな ってくると思う 。 まちづくり

学習には、つぎの三つのアプローチがある 。

第一は、学校教育におけるまちづくり学習である 。今年 6 月の「まちづくり月間 J (建

設省主催) で、小学校 3 ・4 年の社会科における「まちづくり副読本J ( i まちはみん

なの宇宙船J) が世に出ることにな っている 。その活用とともに、これをき っかけに各

市町村でより地域の個性を反映したまちづくり副読本がつくられることを期待したい。

第二は、社会教育のそれである 。たとえば、自治体の行う市民大学、公民館活動、

広報紙発行などにおいて、まちづくりを意外性に富んだテーマや表現によってそ

アー，電ントレイル

う入することである 。 また「まちづくりワークショ ップJ や「都市探険j 等が

自治体や種々のボランティアたちによ って企画 ・実践されることが望まれる 。

第三は、家庭教育のそれである 。 この点では、まちづくりへの想像力

を高める絵本の創作が期待されよう 。( えんどう やすひろ)

1 2  

くノレールづくり 〉に期待するもの

神 戸 大 学 工 学 部 講 師 安 田 丑 作

まちづくりにと って くものづくり 〉 と の醸成にこそ、その意義を見出すべきで

ともに くルールづくり 〉の大切なことは

言をまたないが、これまでわが国におい

ては建築基準法などに見られるように構

造基準や防火基準などの単体規定に比べ

て、用途地域に代表される集団規定は比

較的ゆるやかであった。この谷聞を埋め

るべく登場したのが日影規制や地区計画

制度であったし 、最近の自治体レベルで

の都市景観やまちなみ形成のための条例

ある 。 とくに、そのルールの適用と運用

に当たっては全市一律の基準ではなく、

地区の個性や実情に応じた弾力性が求め

られよう 。その意味で、最近いろいろな

自治体で検討されている画一的な規制案

は気になるところである 。

もちろん、個々の地域や地区ごとに対

応するだけでは都市行政としてかえって

混乱を招くことも考えられる 。全市的視

や要綱に期待されているのもその点にあ 点での位置づけも重要であるが、現在多

るように思える 。ただ、この くルールづ

くり 〉に当た って、改めて留意したい点

がある 。

それは、単に規制的計画手法のメニュ

ーを増やすこと自体が白的ではないとい

うことである 。都市空間の公共性に対す

くの自治体で改訂作業の進められている

総合計画に くルールづくり 〉のベースと

なるべき役割を期待したい。

いずれにせよ、住民の発意と建築家や

プランナーの創造的発想を触発させるよ

うな くルールづくり 〉 こそが求められて

る正しい認識と共同的まちづくりの精神 いるように恩う 。 ( やすだ ちゅうきく)



. 時評

斜面地住宅の問題と

若干の提言

井 ノ 本 義 昌

わが国における住宅事情はここ 10数年の聞に大きく変化してきた 。

とりわけ大阪のような大都市地域においては、昭和30年代の高度経

済成長期に始ま った大都市への急激な人口集中の時代から、大都市

地域の一部にみられる人口減とい った新しい社会状勢の変化の中て¥

いわば畳から質の時代に至 っている 。

現在の住宅事情の評価については種々議論のあるところであるが、

少なくとも人口急増期のころの建て売り住宅、文化住宅とい った質

の悪い住宅が林立した時期からすれば、相対的には最近の住宅事情

はまだましであることについては異存はなかろっ 。

しかしながら、こうした事情の変化の中で住宅に対する居住者の

要求も変化し、住宅はもとより住環境に対する多様な問題が違 った

形で現れてきている 。

現在の住宅問題は、木賞住宅の建替え等にみられるいわば既成市

街地内のスト ック対策の問題をはじめ、マンション等にみられる住

宅管理の問題や、また依然として進む公共施設の整わないミニ住宅

. ミニ宅地等の新規市街地にみられるフロー対策の問題等、広範、

多岐にわた っている 。

こうした住宅問題の中で、最近、住宅需給に 基 づ く住宅市場の関

係から、住宅 ・宅地が山林、丘陵部に立地し、災害の危険性の増大

をはじめ、居住環境の悪化等いわば斜面地住宅の問題がクロ ー ズア

ップされてきている 。

本稿では、主として都市計画法、宅地造成等規制法にもと づ く開

発指導行政に携わ っている、いわゆる行政の立場から、指導内容を

紹介しながら、若干、日頃考えているところを記してみたい。

斜 面 地 住 宅 の 問 題 と 背 景

斜面地住宅といえば、かつての緑豊かな自然環境の中で閑静なた

たずまいをみせる大邸宅を想起する人も多かろう 。景勝地や行楽地

では山の中腹や山麓にそそり立つ保養所 . 511] 荘等、いわば自然とマ

ッチした豊かなイメージを与えるものが多い。むしろ、幼い子供の

ころや、学生時代にそうした境遇に育ち、また接してきた人なら、

山麓部の住宅設計の機会があれば、一度は設計の素材として取り組

んでみたいと思うに違いない。

しかしながら 、ここでふれる斜面地住宅は、そういった類いのも

のではない。

一昨年 7 月の集中豪雨は多くの住宅地に災害をもたらし、とりわ

け長崎での史上稀にみる大災害はその被害状況において多くの教訓

を与えたが、なかでも丘陵部における住宅地の悲惨な姿は未だ記憶

に生々しい。

昭和30年代の高度経済成長政策は大都市をはじめ、都市部への急

激な人口集中をもたらし、過密な市街地を形成させる一方、都市周

辺部の山麓や丘陵部を一夜にして変貌させるなど、いわば国土の大

変動期を招来した。 こうした背景と状況下で、昭和40年代当初に建

築基準法、都市計画法が改正され、現行の都市計画行政が誕生した。

現行の都市計画法はご主主知のように、旧法と比較して市街化区域、

市街化調整区域の区域区分、開発許可制度の導入、都市計画決定権

限の地方公共団体への移譲等に特色があるとされているが、とりわ

け区域区分の線引き制度と開発許可制度は計画的な市街地を形成す

るための制度として、住宅立地はもとより公共施設の整備など大き

な期待をにな った画期的な制度として出発した。

それ以来、早や15年の経過をみており、それらの功罪論について

は別の機会に譲るが、少なくとも本稿の斜面地住宅に限 ってみれば、

それほど期待した成果をみていない。斜面池住宅にかかわる各種関

係法令については後述するとして、むしろこれらの住宅の立地は住

宅市場に大きく起因している 。

図ー 1 は、法施行以来の大阪府における市街化区域の面積と市街

地面積の経年実績である 。

とりわけ現行の都市計画法では、市街化区域は市街化を促進する

区域であり、市街化調整区域は市街化を抑制する区域とされている

が、市街化区域内の市街化は期待されたほど進んでいない。

これらの市街化が進まない要因は、公共施設の整備投資が十分に

なされないなど、種々あげられるが、基本的には、市街化区域内の

市街地化が土地所有者の意志に委ねられていることに起因しており、

そのことが一方で計画的な市街地の形成どころか地価の上昇など市

街地の形成を困難にし、市街地外縁部の丘陵、山麓地への住宅立地

を促進する結果とな

っている 。

( 万ha )
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図 - 2 は、大阪府積

下の昭和45年以来の

開発許可件数と許可

面積の推移である 。
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図ー 1 市街化区域の市街化状況

45  50 55年度

(件数)

1，αJ O 

。

これらの年次別推

移は市街化調盤区域

内の大規模住宅地開

発の有無、景気動向

に伴う住宅市場の特

殊性等、必ずしも住

宅 ・宅地の需要の大

きさや住宅の立地に

ついてその傾向を直

接示すものではない

が、少なくとも既成

市街地内の旺盛な宅 図 - 2 開発許可件数と許可面積の実績
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地需要を背景としてかなりの許可面積の実績が上がっている裏には、

地価の高騰した好条件の場所から素地価格の安い外縁部の丘陵、山

麓部の開発が進んでいるものと思われる 。

ややうがった見方だが、大阪府に限っていえば、昭和40年代の開

発は既成市街地に隣接する 比較的立地条件に恵まれた開発が進行し

たのに比べて、昭和50年代の開発は取得する素地価格を中心に公共

施設の未整備な外縁部の丘陵、 山麓地に移行してきているといえよ

う。 これらの住宅 ・宅地の立地傾向は、さらに住宅市場との関係で

開発規模の小規模化や開発許可のがれ、さらには住宅 ・宅地そのも

のの小規模化につながるケー

スが多〈、住宅地としての居

住環境の悪化を招来している 。( 千ha)

閉 6

図 - 3 は、宅地造成等規制 発

函 E

法にもとづく全国の許可面積 積 d

の実績推移である 。

これは全国的にみても住宅

地開発が平野部から丘陵、 山

麓部に移りつつあることを示

。

宅造法第 8 条による 許 可
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している 。

図- 3 宅地造成許可面積の実績と推移

このように住宅地が丘陵、 山麓昔日に移行することは必然的に崖面

をもっ住宅地が増大し、いわば災害に弱い斜面地住宅が発生してく

ることとなる 。危険な斜面地住宅の事例については、高擁壁、二段

擁壁、高自然崖等、 山麓部の住宅地を歩けば随所で迎遇する 。

これらの傾向は大規模な住宅地開発より、むしろ小規模開発、個

別開発に一層顕著であり、このことについては後述する 。

斜商1也住宅の問題はこうした防災問題だけではない。住宅の立地

が都市外縁部の丘陵地に立地することから、 一般的に交通の使も悪

〈公共・公益施設も整っていない場合が多〈、いわば住宅地として

の居住環境にも問題が多い。 もっともこれら の問題はその住宅地そ

のものの問題であるが、都市という全体の機能からすれば、自然環

境の荒廃や、都市災害の危険性の増大等、5 ] 1 ] の大きな問題も内包し

ている 。

こうした斜面地住宅の問題の背最の中で、私どもは職業柄、開発

指導という行政の窓口で住宅地を含む多く の開発について、都市計

画法、宅地造成等規制法に基づく許可業務として相談を受けること

が多いが、その多くが宅地の安全性、手IJ 便性 とい ったこととは無関

係に、 「何とか開発できないだろうか」、「何とか許可をもらえないだ

ろうかJ とい った相談にあけくれる 。

一般的に 、農地や山林が住宅地等に変わる場合は、都市計画法や

宅地造成等規制法だけでなく、自然保護をはじめ、防災 ・公共施設

の整備など各種の関係機関と協議し、その支障を確認することとな

るが、なかでも土地所有者や事業者が自らの土地の利用 ・処分に関

する権利を主張されることについては、いささか閉口することが多

し、。

私どもの開発指導業務の中で、とりわけ防災に対しては細心の注

意を払 っているものの、地盤面下の土質に関する安全性の確認は困

難な上、事業者に対する過度な負担は、結局のところ購入者の負担

にかかわることから、その指導も決して容易でヤはない

一般的にい って農地や山林が住宅地に変わることは物理的な問題

だけでなく、多くの利害関係人が存在し、それぞれが行政に過大な

期待を抱いていることが多い 。

ややはしょ った形になるが、現行の開発指導行政の中で、斜面地

住宅にかかわる各関係法令がどのようなものであり、またそれらが

どのように働いているかを概括してみたい。
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表一 1 は斜面地住宅にかかわる主要な各関係法令とその概要であ

る。やや整理が判然としないが、安全性に関するもの、居住環境に

関するもの、市場に関するものとして整理した 。

わが国の土地や建築物にかかわる法律は無数にあるが、ここに取

り上げた関係法令ても相当数に上り、一見斜面地住宅の問題は行政

側ですべてカバーされているかに見えるが、それぞれの内容につい

て紹介してみよう 。

表 - 1 斜面地住宅にかかわる主たる各関係法令とその概要

関 係 法 令 主 た る 内 容 備 考

- 建築基準法

ω単体規定ー・ー ー・宅地にかかわる工作 守工作物 2 m以上

物の構造、および建 を対象

築物の構造

侶) 災害危険区域ーーーーーー ー・住宅の立地に関する

拘束

- 都市計画法… ー・宅地の安全性 … .1，000m'以上の

安全性に 開発行為が対象

関するもの - 宅地造成等規制法…ーー・宅地の造成にかかわーー造成行為が 500

る規制 m'、盛土 1 m、切

土2 mが対象

- 急傾斜地の崩墳によー - ・建築物の立地拘束

る災害防止に関する

法律

- 砂防法一ー ー・土地の形質の変更に

かかわる規制

- 建築基準法

(C)集団規定ーーーー - 住宅立地にかかわる

規制

- 都市計画法…ー - 道路等の公共施設と ー1，0∞m' - 3，0∞耐、

局住環境に
の整合 3，∞Om' -20ha、20ha

以上の段階で指導内

関するもの
容が異なる。

.  ( 自然環境保全法). .. . - ・緑化協定…ー . 1  ha以上が対象

保全条例

.  (森林法) … ー・民有林の伐採

.  (農地法) … ー. J l 基地の転用

住関宅す市る場もにの 宅地建物取引業法 住に宅関す、宅る地規の取引き

市l

(1) 安全性に関するもの

安全性に関係するものとじて、一般的には建築基準法、都市計画

法、宅地造成等規制法が上げられるが、建築基準法では確認業務と

して 2 m を超える擁壁等の機造物については構造基準の確認対象と

なり、また建築物の構造についても確認審査の対象とされているが、

これらはいずれも許可ではなく確認行為として位置づけられている 。

つぎに都市計画法で開発行為の規模が 1，000 m'以上 ( 市街化区域)

のものであれば、宅地の崖面 ( 擁壁を含む ) はもとより、地盤の安

定性等が広〈審査の対象とな っており、擁壁等の技術基準は、おお

むね建築基準法と同様であり、許可行為として位置づけられている

が、開発行為の規模が 1，000 m'未満であれば許可の対象から除かれ

ているため、むしろ斜面地住宅ではこつした許可のがれが少なくな

し、 。

宅地造成等規制法は 15. 以上の勾配をもっ丘陵地に対して広〈適

用されている許可行為で、宅地造成面積の規模が 500 m' を超えるも

の、または造成によ って生ずる崖 面が切土で 2 m、感土で 1 m をそ

れぞれ超える擁壁等については指導対象とな っており、 一般的には

丘陵地に対する宅地の安全性をチェ ックする最大の法律とされてい

る。 しかしながら 、この法律の主旨が造成行為によ って生ずる土砂

の流出等を防止することにあるため、 崖面の保護と排水に 主眼がお

かれており、いわば住宅地としての総合的な安全性を 許可する対象

とな っておらず、むしろ法が規定する 30. 以下の崖面にすれば、許

可の対象から除外される仕組みとな っている 。 このことは、事業者

や開発者が法の枠内で許可をとり、分譲後、購入者が宅地の有効利

用を図るため任意に造成をしたり、擁壁を築造する ( とくに危険な

二段擁壁の設置 ) ケースが多〈、いわば行政の泣き所とな っている 。



砂防法は土砂の流出の激しい地域に対して治山 ・治水上、土地の

形質の変更を規制している法律であるが、一般的には山中部が多〈、

市街化調整区域における大規模住宅地開発以外は、ほとんどその対

象となっていない。

また、災害危険区域や、急傾斜地指定区域はそれぞれの法律が建

築行為を厳しく制限されることとなることから、財産権の制限とな

り、在来部分的、限定的なもので一般的な住宅地の安全性に寄与す

るものとはなっていない。 もっとも丘陵部における住宅立地が進む

中で、最近これらの指定区域の拡大が議論されつつあり、大幅な指

定区域の拡大が行われれば、きわめて危険な斜面地住宅の出現は抑

止されることとなろう 。

斜面地住宅にかかわる宅地の安全性について関係法令を概観した

が、防災問題に限っていえば、事業者や宅地購入者がそれぞれにお

いてそれなりの配慮をすれば、宅地の安全性について行政の指導を

受けることができる仕組みとなっている 。

しかしながら、事業者や開発者が開発に際して安全性をねぎり、

一方で与宅地購入者が自らの宅地の有効利用を求めて勝手な造成行為

を行い、いわば行政を敵にまわすような現在の住宅市場の中で、こ

うした斜面地住宅の安全性を確保していくには、災害危険区域や、

急傾斜地指定区域など財産権の制限に及ぶような対策が次第に強ま

っていくこともいたしかたのないことであろう 。

(2)居住環境に関するもの

公共公益施設をはじめ、住宅地としての居住環境を直接規定して

いる法律は、きわめて少ない。

住宅の立地を規定しているものとして、まず建築基準法による集

団規定として用途地域があげられるが、とりわけ斜面地住宅のよう

に都市外縁部に立地するものとしてはほとんど意味をなしていない

ことカて多い。

都市計画法による開発許可制度では、 1，000m'から 3 ，000m'の開発

については道路、排水等の公共施設が、また 3.000 m'から 20haまで

の開発についてはさらに公園施設が付加され、 20ha以上の開発につ

いてはこれらの公共施設以外に鉄道、学校、庖舗等の公益施設の設

置が義務づけられている 。

一般に斜面地住宅といわれる開発は、 1，000 m'に満たないケース

が多〈、公共施設の盤合さえ確認できない場合が多い。

このように開発される住宅地の中の居住に関係する法律は建築基

準法、都市計画法の二つに限られるが、都市の環境、機能を維持す

る上で、自然環境保全法、森林法、農地法とい った法律が関係して

いるが、自然環境保全法は大阪府に限っていえば、 1 ha以上の開発

に対しては緑化を義務づけているほかは、森林法、農地弓はいずれ

も手続きを了することの義務付けにとどまっている 。 また、これら

の関係法律以外に間接的であるが、近畿圏繋備法にもとづく近郊緑

地、自然公園法にもとづく公園区域など特定の地域に対して住宅の

立地が規制されているが、一般的な斜面地住宅とはほとんどかかわ

りあいをもっていない。

一方、都市計画法の中では、市街化調整区域内に立地することは

一部の農業従事者住宅、大規模な住宅地以外は認められていないこ

とから、その意味で斜面地住宅の立地には大きな歯止めがかか って

いるが、一般的な斜面地住宅の居住環境にかかわる規制とは言い難

し、。

このように斜面地住宅の居住環境にかかわる法規制は、それらの

開発の規桜が零細な場合が多いだけに、そのほとんどが住宅市場の

需給構造の中に委ねられているといっても過言ではない。

(3)住宅市場に関するもの

すでにふれてきた斜面地住宅の安全性や居住環境に関係する規制

は、いずれも事業者や開発者またはそれを譲受した購入者、居住者

にかかわる法律である 。いってみれば、これらの法律は第一次生産

者( 事業者、開発者) または第二次生産者( 購入者、居住者) の行

為にかかわる規制であるが、これらの第一次生産者が第二次生産者

に売買するに際して、仲介入の規制があげられる 。

宅地建物取引業法では、事業者と購入者とを媒介する仲介入に対

しては各関係法令に抵触する物件を斡旋してはならないこととされ

ている。これは仲介入は事業者や開発者がすでにふれてきた関係法

令を満足しているもののみを購入者に斡旋できることとなるが、現

実には住宅市場において事業者と購入者が双方、納得済みで取り引

きする場合が多〈、合法、違法の如何にかかわらず、露顕すること

はきわめて少ない。

以上が斜面地住宅に直接関係している法律とその規制の内容であ

る。すでにみてきたように、斜面地住宅にかかわる法規制は、一定

の開発規模を超えるものについては不十分ながら一定の指導基準を

持ち得ているが、それ以下であれば、ほとんど許可の対象から除か

れる仕組みとなっている 。 とりわけ、斜面地住宅の開発規模が通常、

小規模なものに限定されることが多〈、かつ、住宅の需給市場の中

で住宅地としての安全性さえ事業者や購入者などからねぎられる状

況下では、法律に基づく行政指導も、それ自体において大きな限界

があるといわねばならない。

斜 面 地 住 宅 の 問 題 へ の 若 干 の 提 言

これからの住宅宅地の供給は民間主導型になるといわれている 。

これは住宅需給の構造の中て¥開発指導行政を含む多くの関係行政

の役割lが大きくなることを意味している。

しかしながら、すでにみてきたように、現行の法制度の中で、ま

た、現在の住宅市場の構造の中で、行政が果たしうる範聞とその領

域はきわめて限られているといわねばならない。すでに指摘したが、

たとえば行政が、法律に基づいてきわめて危険な地域での住宅地開

発について財産権の行使を禁止することができたり、また住宅市場

において、購入者や居住者に不買や非居住を強制することができる

とすれば、それはまた行政の問題として集約することができるだろ

7 。

私はこれらの斜面地住宅の問題は建築デザインやプランニング上

の問題ではなく、広い意味での住宅問題であり、単に行政の問題と

して集約するのではなく、これらの住宅市場に関連する多くの人達

の共通の課題であると思う 。

わが国のような土地所有の権限がきわめて強いその構造の中て¥

土地の使い方や利用の仕方に一定の条件をつけることはできるとし

ても、開発行為を禁止することは困難であり、購入し居住する人達

に対して所得能力を含む多様な住要求に対して注文をつけることは

ほとんど不可能に近い。

このようにみてくれば、斜面地住宅の問題は、それぞれの当事者

である事業者や開発者が、また購入者や居住者が、まず問題の重要

性を認識し、災害の恐れのない快適な居住地を自ら形成していく必

要があろう 。 とりわけ、事業者や開発者、また勝入者や居住者の常

に相談相手となる建築士やプランナーにはその筋の専門家として大

いにその社会性を発探してもらいたいと思う 。

わが国の住宅事情を好転させ、よりよく改善していくことは、単

に行政の問題ではなく、居住者を含む広い各界各層の共通した謀題

であることを最後に付記しておきたい。

( いの もと よしまさ 大阪府建築部開発指導課主幹米潤艶係長 )
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回 住 環 境 整 備 の ため の 事 業 手 法 、関 連 法制 の 概 要 一 覧

区 番

事 業 手 法

事 業 篠 沢 基 準 ま た は 計 画 標 準 等

重 量 備 内 容 事業手法 施 行 者 国 の 補 助 ( 補助率) 備考

分 号
立 地 粂 {牛 区 域 の 規 模 等

- 人口 の集中 の著しい市街地の周辺の地域 l ha当たり I∞- 300人を槻 - 宅地の造成 買収 - 地方公共団体 本 島4γ タ

- 都市計画決定 準 として約 l 万人が居住で - 公共施設( 道路、 公閣、上 - 住宅・都市整備公団
ナンバー，冊

1 新 住 宅 市 街 地 - 大部分が第 1極、第 2 種住居専用地域内 きる区域 下水道、広場、河川等) の - 地域振興繋備公団 1976・6

開 発 事 業
- 建築物の敷地として利用されている土地がきわめて少 獲イ施 - 地方住宅供給公社 1984・1

ないこと 。 - 公益的施設( 教育、医療、

- 主婆な公共施設が都市計画決定されていること 。 官公庁、購買施設)の整備

- ニ大都市圏の既成市街地およびそ の周辺内 l ha以上 - 公共施設の盤備 換地 - 個人 ・組合 Ｍ 基本計画作成費 Ｈ ｾ Ｉ

- 高度利用地区内 - 中高貝 8 m以上の都市計画 - 共同住宅の建設 ( 共有換地、 - 都府県 ・市町村 Ｍ 事業計画作成費 Ｈ ｾ Ｉ

- 第 2 種住居専用地域内 道路を含むこと 。 - 宅地の車産備 集合換地を - 住宅・都市整備公団 Ｍ 生活基盤施設の整備費 Ｈ ｾＩ

新 2 住 宅 街 区 整 備 事 業 - 都市計画決定(個人、組合施行を除< )  - 施設住宅区、集合農地区、 含む ) - 地方住宅供給公社 - 幅只 8 m以上の都市計画道路を用地買収方

- 土地の大部分が建築物敷地として利用されていない。 義勝教育施設用地の盤備 式で笠備する費用の額( %)

- 施設住宅区の面積が全体の40%以上 - 義務教育施設等の艶備のための地方債の承

認と利子の一部助成

- 近畿圏の近郊箆倫区域または者11市開発区域内 - 製造工場等の敷地の造成 買収 向上 - 鉄道敷訟等のための資金のあ っせん 1984・1

- 都市計画決定 - 公共施設( 道路、排水施設、

- 工業専用地域内 鉄道等) の整備

開 3 工 業 団 地 造 成事業

- 建築物の敷地として利用されてる土地がきわめて少な - 倉庫の型車備

いこと 。

- 工業団地のための主要な公共施設の都市計画があるこ

と。

- 工業地として適当な相当規様な区域であること 。

- 東京都、大阪市等の大都市とそ の周辺地域内 - 流通業務施設敷地の造成、 買収 - 地方公共団体 1976・6

流 通 業 務 団 地

- 流通業務地区( 都市計画決定) 内 処分 - 住宅・都市整備公団

4  

造 成 事 業

- 流通業務団地の都市計画決定 - 公共箱設、公益的施設の - 池域復興登備公団

発
- 土地の大部分が建築物の敷地として利用されていない。 敷地の造成および同施訟

- 幹線道路、鉄道等の交通箱訟の利用が容易なこと 。 の盤備

- 人口の集中の著しい大都市の周辺の地域 l ha当たり 1∞- 300人を標 .  . f . 艮幹公共施設 ( 椴幹的な 各土地の部 向上

- 都市計画決定 準として 5 万人以上が居住 道路、鉄道、公園、下水 分的な収用、

- 市街化区域内 できる区域 道等) に供すべき土地の 換地

新 都 市 基 盤 整 備

- 相当部分が第 l 種、第 2 極住居専用地域内 盤備

5 事 業

- 建築物の敷地として利用されている土地がきわめて少 - 開発誘導地区の用地の鐙

ないこと 。 イ結

- 主要な線幹公共施設が都市計画決定されていること 。

- 公共施設および開発の中絞となる地区を先行繋備する

ことが効来的なこと 。

- 住宅建設計画法による都道府県住宅建設五箇年計画に - 公営住宅の建設 - 地方公共団体 - 公営住宅建設費( 用地質除< )( 泌)

基づ くこと 。 - 共同施設の艶備 ( 第 2 種の場合は% )

公 営 住 宅 建 設 - 道路幅貝 6.5 m以上の団地外道路に6 m以上の道路で接 ( 50戸以上の場合) - 共同施政建設費 (用地質除< )( 泌)

続すること 。 Ｍ 土地取得造成費の退官 Ｈ ｾ年額Ｉ
/ι 、‘ i  

( 第 2穫の場合は%)

- 建設大臣の象認 0. 15ha以上 - 既存公営住宅の除去 建替え - 地方公共団体 同上

的 B - 除却する公営住宅が市街地等にあり、一団の土地に集 - 公営住宅の建設

図的に存していること . - 共同施設の盤倫

住
公 営 住 宅 建 替事業

- 公営住宅の大部分が耐周年限の泌を経過しているか、

後能が相当低下していること 。

ｾ＠
- 公営住宅戸数が 2 倍以上になること 。( 特別の場合は同

数以上)

- 中高層の耐火精進の公営住宅であること 。

供

面 開発 市 街 地 住 宅
- 束県都区苦臣、大阪市、名 古屋市 、これら の都市と隣接 お お む ね3. 0ha以上 - 工場跡地など大規桜な土 買収 - 住宅ー都市艶備公団 1976・6

7 制 度

する都市等 地を全面買収し、住宅問

給
地を建設する 。

- 住宅事情の改普をと くに必要とする大都市地域その他 - 敷地面積 - 事務所、庖舗等の縞設を 等価交換 - 住宅・都市整備公団 - 公団資金の融資 1976・6

一 般 市 街 地 住 宅 の都市地域 おおよそし000m' 以上 公団住宅と 一体とな った ( ・敷地の所有者が借

8 制 度 - 原則として施設床面積は住宅床面積以下 共同ビルとして建設 地権者)

- 住宅 ・都市箆備公団が敷地の一昔日を買収または借地
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分区 番号 事 業 手 法

特 定 賃 貸 住 宅 建 設

住 g

融 資 利 子 補 給 制 度

毛

資金

民 営 賃 貸 向

σｾ＠ 11  0  

融
特 定 分 議 住 宅 制 度

官E

目的

グ ル ー プ 分 譲 住 宅

成 11

制 度

12 土 地 区 画 整 理 事 業

既

成

市
第 1 種 市 街 地

再 開 発 事 業

街 13

地

第 2 穫 市 街 地

σ〉

再 開 発 事 業

主主

再 開 発 住 宅 建 設

{結

14 事 業

15 住 宅 地 区 改 良 事 業

再

16 

住 環 境 整 備

1m 

モ デ ル 事 業

発

過 密 住 宅 地 区

17 更 新 事 業

( ころがし事業)

事 業 採 択 基 単 ま た は 計 画 標 準 等

立 I也 粂 {牛 区 繊 の 規 模 等

- 首/ J l I 圏整備法の既成市街地、近銭圏整備法の既成都市 おおむねO. l ha以上、防火地

区域等 域等では 330m' 以上

Ｍ 住宅 ＧＱｾ ｪＩ ＧＱ の改普をとくに必要とする大都市地威その他 - 往毛12p以上建設可能な

の都市地域 敷地

- 土地を所有または Ht - 地している人がtt 貸7 ンションを

経営または匂'llll

• 10以上のグループが協同して iili 続建て、共同建て の持 - 住宅10戸以上建設可能な

家を建設する 。 敷地

- 都市計画決定( 個人、組合絡行を除< )  ( 公共団体施行、公団施行)

- 公共施設の艶備改善および宅地の利用増進を 図ること • 5  ha以上

を必要とする区域 - 幅員12m以上の都計道路含

( 組合施行)

.  5ha以上( または1飢aJ;j 上)

- 幅員12m以上の都計道路含

- 道路、公園等面積25% 以上

- 高度利用地区内 ( 一般会計補助採択)

- 都市計画決定 (例人施行除< )  - 公共、組合 0.5ha以上

- 耐火挫築物( 老桁化したも の、 建築面般100m'未満のも 公団、公社 0. 2ha以上

の、公共施設の計画決定区域内のものを除( ) の建築 - 個人 O. l ha以上

面mが全体の約y 3 以下 ( 全体で0. 5ha以上)

- 土地利用の状況が不健全 ( 道路整備特別会計補助採択)

• 0. 5ha以上

- 幅員8 m以上の都計道路含

- 同上 1. 0ha以上

- っき. のいずれかに該当すること 。 ( 道路盤備特別会計の場合

①安全上、防火上支障ある 建物の数が% 以上 は、幅貝 8 m以上の都計道

②6 ，0∞m'以上の駅前広場や避雛用 の公閥、緑地や帆只 路を含むこと )

2 2 m以上( 指定者I1市以外16 m以上) の道路などの虫望書

な公共地殺を早急に慾備する必姿があること 。

- 市街地再開発事業区域、同促進区域、過密住宅地区更

新 Ｇｉｾｾ 定区域、土地区画艶理事業区域の施行地区内

- 改良地区( 都計審の議を得る) 0. 15ha以上

- 不良住宅の戸数 50戸以上

- 不良住宅率 8 0 %以上

- 住宅密度 80戸/ ha以上

- 不良住宅の戸数 50戸以上 1  ha 以上

- 不良住宅事 5 0 %以上

- 住宅2昔l交 55戸/ ha以上

- 公共施設がぷ: しく不足して いる 苦手によ り住環境が劣 っ

ている 地区

- ニ大都市圏の既成市街地およびその周辺内

- 不良住宅が相当数あり、十分な生活環境施設がなく 、

居住環境が劣っていること 。

- 重量備計画 ( 建設大臣の承認)

重 苦 備 内 容 事業手法 施 行 者 国 の 補 助 ( 補 助 率 ) 備考

- 民営賃貸住宅の建設資金 融資 敷地の所有者か借地権

を融資 者

- 民営賃貸住宅の建設( 司王 建設代行 .  {主等: ・都市型産備公団 - 公団資金の融資 1984・4

務所庖舗等の併設も可) ( . ;，. .t ! ! . の所有者か{ 昔

『すまいづ

(  ') 揖座j

I也縦者)

- 公団が設計の相談にのり 向上 - 住宅 ・者Ilrn - 務備公団 事例紹介

建訟し、長期低利て智l賦

本号P.40

分譲する.

1978・6

- 公共施設の整備 換地 - 個人 ・組合 - 幅只 1 2 m以上の都市計画幹線道路を用地買 1984・1

- 宅地等の盤備 - 地方公共団体 収方式で鐙備する費用の額( %)

.m設大臣 ・市町村長 ( 組合総行で、DI Dから 1 km以上離れている

- 都道府県知事 地区または国道、都道府県道を含まない場

- 住宅・都市艶備公団 合は泌)

- 地域援輿盤備公団

.  t也方住宅供給公社

- 公共施設の聖芸術l 権利変換 - 個人 ・組合 ( 一般会計) 事例紹介

- 建築物および建築敷地の - 地方公共団体 .  ｩ ｬｾ 業計画作成費 ＨｙＳＩ 本 号P.41

務イnu • f主主怠 ・都市! sfsu公団 - 建築設計資 ( Y3 )  

1976・6

- 地域燦輿箆fH首公団 - 土地盤イ脂質( 泌)

1979・l

1984・l

.  j也方住宅供給公社 - 共同地設鐙備費( Y 3 )

- 阪神高速道路公団 - 公的住宅が保留床の% 以上または有効空地

- 首都高速道路公団 率4 5 %以上等の場合の補償費( Y 3 )

( 道路重量備特別会計)

- 都市計街道路の箆備費用 ( %、) 1i )

( 幅貝 8 m以上% 、 6 - 8 m)1i)

向上 管理処分 同上 向上

( 買収) (個人、組合を除 ( )

. J t 貸再開発住宅の建設 任意 - 市町村 - 再開発住宅建設費( ) 1 i )

- 住宅 ・都市笠備公団 ( 改良地区または住環境重量備モデJ レ地区の

- 特別の4 i - 悩あるとき 基準に適合する場合は% )

は都道府県

- 不良住宅の除却 只収 向上 - 不良住宅の除却費( ) 1 i )

- 改良住宅の建設 - 改良住宅の建設費( % )

( 土地取得賞、造成 '!!l 含む)

- 不良住宅の除却、改修 任意 向上 - 不良住宅の買収除却費( 括 、Y 3) 1979 .1 

- 公共施設、生活環境施設 - 生活環境施設整備費()1i)

の型在備
( 道路、公悶等)

- モデル住宅の建設
- モデル住宅建設費( J t 貸%、分譲Y 3 )

- モデル住宅( 賃貸) 用地取得造成費( ) 1 i )

- 一時収容施設の設置費 ( Y3)

- 不良住宅等および敷地等 ころカずし - 市町村 - 盤備計画作成費( Y 3 ) 1979・9

の取得 - 特別の事情あるとき - 不良住宅の敷地取得貨の30%( )1i)

- 不良住宅等の除却 は都府県 - 不良住宅の取得および除却費( ) 1 )

- 取得敷地の管理、処分 - 建物等補償資( 泌)

- 不良住宅居住者等への公 - 蒙貨等補城賛( ) 1 )

的住宅のあっせん
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区 番

事 業 手 法

分 号

既 18 

特 定 住 宅 市 街 地

総 合 整 備 促 進 事 業

成

木 造 賃 貸 住 宅 地 区

総 合 整 備 事 業

市 19

木 造 賃 貸 住 宅 密 集

地 区 整 備 事 業

f釘

ー地

住 宅 宅 地 関 連 公 共

20 施 設 整 備 促 進 事 業

σ〉 都 市 防 災 不 燃 化

21 

促 進 事 業

聖在

22 居 住環 境 整 備 事 業

備

23 沿 道環 境 整 備事業

再

24 神 戸 市 建 築 物 共 同

化 計 画 助 成 制 度

開

25 

神戸市まちづくり

助 成 制 度

発

事 業 採 択 基 単 ま た は 計 画 標 準 等

立 I也 粂 イ牛 区 域 の 規 絞 等

- ニ大都市圏の既成市街地 おおむね2500以上

• 3 階以上の耐火建築物 ( 後能低下を生じているものを

除 < ) の建築面積が全体の. ! I : i 以下

- 居住環境の改普とあわせて良好な住宅の大量供給が必

姿であること .

- ニ大都市圏の既成市街地およびその周辺内 2000以上

- 総合整備地区の指定

.  { 比質な木造: u 貸住宅等の除却、良好住宅の大量供給お

よぴ公共施設、地区施設等による住環境の改善が必要

なこと 。

- 上記総合整備地区内 0. 15ha以上

- 低質木造賃貸住宅の戸数率 50% 以上

- 住宅密度 80戸/ 00以上

- ニ大都市圏の既成市街地およびその周辺内 住宅建設戸数 3∞戸以上

- 通勤圏内人口 25万 - 5 0万以上の都市の通勤圏内
宅地開発 1600以上

- 不燃化促進区域内 (建設大臣の主主認) 0. 15ha以上

• sji 火地域内

- 三大都市圏の既成市街地または大規模な地震の発生の

可能性の高い 10万以上の市の区域

- 避難路、避難地の周辺の区域

- 高度利用地区内または 7 m以上の高度地区内、または

2 階以上の耐火建築物とする建築協定のあること 。

- 居住環境整備地区 近隣住区程度

- 通過交通の排除や交通事故、交通公害の低減を図り、 ( 幹線道路に図まれた小学

緊急に居住環境を改善する必要のある地区 校区等)

- 区画整理、再開発の卒業効果が少ない 、または実施が

困難な地区

- 沿道監備道路 ( 建設大臣の承認) に接続する区域

- 沿道盤備計画の都市計画決定

- 日交通量 4 万台を超える道路(場合により 15千台以上)

- 夜間の道路騒音60ホー ン以上

- 沿道に相当数の住居等が集合していること 。

- 都市計画事業等の施行に関巡して、権利者が共同建築 3 人以上の権利者が 3 p以

物を担E築する場合 上の建物を共同化し、 3 階

主主以上の耐火構造の建築物

を計画するもの

①「主査備予定団体」 ①数街区の地区

生活環境改善を目的とし、地区を代表し うる組織 ②街区単位または街区棺当

②「準備組合」 規模の地区

市街地再開発事業等の実施準備を目的とし、地区内権

手IJ 者で楠成する組織

事 在 備 内 容

- 住宅等の建設

- 公共施設の主主備等

( 道路・公翻・下水道 ・

河川等)

- 民間l木造賃貸住宅の主主替

え促進、共同建替え

- 公的住宅の建設

- 公共施設J 由区施設の箆備

- 木造賃貸住宅等居住者へ

の公的住宅のあ っせん

- 木造賃貸住宅等の除却

.  J也区施設の整備

- 民間木造賃貸住宅の建替

え促進、共同建替え

住宅建設・宅地開発に関

速する公共施設 ( 道路 ・

公 園 下 水 道 河 川 等)

の整備

- 不燃化促進区波内での酎

火建築物の建築の推進

- 補助幹線、区厨街路の改

築

- 歩行者専用道路の新設

- 照明、組栽等の設置

- 緩衝建築物の設置

- 緩衝空地等の整備

- 建築物の防音構造化

- 建築物の共同化により主主

築物の不燃高層化および

土地の高度利用並びに良好

なまちなみの整備をはかる。

- 生活環境の改普 ・都市機

能 の 更 新 土 地 の 合 理 的

かつ健全な高度利用をは

かるため、市街地の計画

的な盤備を推進する団体

を助成することにより、

住民の自主的なまちづく

りを推進する 。

事業手法 施 行 者 国 の 補 助 ( 補助率) 備考

任意 - 地方公共団体 - 建物の除却、移転貸 ( .!I:i ) 1979・1

- 住宅・都市盤備公団 - 共同施設盤備費 ( .!I:i )

1981 ・9

- 地方住宅供給公社 - 従前居住者用住宅建設費 ( .!4 )

- その他 ( 用地費、主主地質含む )

( 住宅地区改良事業等に適合する場合%)

- 公共施設盤備費 ( 通常補助率)

任意 - 地方公共団体 - 餐備計画作成費 ( .!4) 事例紹介

( 買収、助 ( 必要に応じて、住 - 木造賃貸住宅等敷地取得費の30%( .!4 ) 本号P.42

成、ころが 宅 ・都市整備公団、地 - 同建物の買収・除却費 ( .!4 )

し) 方住宅供給公社が ｾ ｊ￯Ｎ - 家賃等補填費 ( .!4)

業に参画 ) - 建替え促進賀補助( 民間に対する公共団体

補助額の泌以内かつ全体の. ! I : i )

向上 同上 - 不良住宅買収 ・除却費( 括、. ! I: i )

①跡地の公共的施設利用 ( 泌)

②上記以外の場合 ( .!I:i )

- 地区盤備費 ( .!4 )

任意 任意 - 予算は別枠で通常の補助率と同じ。

助成 - 市 (蜘65m'以 上 ま 一

事例紹介

- 特別の事情あるとき 個人または中小企業が建築する 2 階建以
本号P.43

は都府県 上の耐火建築物の 1 - 3階部分に対する

地方公共団体助成 ( 1 )

- 助成額は本号事例紹介参照

買収 - 地方公共団体 - 幅員 15m未満の都市計画道路の局部改良

( .!4) 
1974 ・4

- 歩行者専用道路の盤備費 ( .!4 )
1981 ・91

- 照明、植栽( .!4 )

- クルドサ ック化等( .!4 )

- 買収 - 地方公共団体 - 緩衝建築物建築費、敷地整備費 1980・5

- 助成 - 道路管理者
住宅の場合品、それ以外誌 ( % )

Ｍ 環境施設帯用地買取りｾ Ｈ Ｅ Ｉ

- 地方公共団体の防音工事費助成 ( 不明)

- 公共用地、緩衝建築物用地等取得賞の% の

無利子貸付金

- 市が委託 - 神戸市 ① l 次助成 事例紹介

するコン 基本構恕基本計画作成業務の提供
本号P.44

サルタン ② 2 次助成

トの派ill 事業計画作成業務の提供

- 補助金の - 神戸市 - 基本構想-盤備計画の作成、盤備手法研究、 事例紹介

助成 広報活動、講演会等に要する費用 本号P.45

①上記の合計額以内で50万円を限度

②上記の合計額% 以内で、地区商積に 100

当たり 50万円を乗じて得た額を限度とする 。
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区

分

市

街

I也

σ〉

規

制l

誘

連事

番

号

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

35 

36 

伽l m'  名

( 狼拠法令等)

高 度 利 用 地 区

( 都市計画: )

建 築 基 準

高 度 地 区

( 都市計画法)

建 築 基 準 法

特 別 用 途 地 区

( 都市計画法)

建 築 基 準 法

美 観 地 区

( 者 附 画 法 )

建 築 基 準 法

風 致 地 区

( 都市計画法)

伝 統 的 建 造 物 群

{呆 存 地 区

( 文 化 財 慨 法 )

都 市 計 画 法

地 区 計 画

( 有 附

建築主基準法

特 定 街 区

( 都市計画法)

建 築 基 準 法

総
4 E〉2-

設 計

( 建築基準法)

建 築 協 定

( 建築基準法)

緑 化 協 定

( 都市緑地保全法)

適 用 I也

適 用 条 {牛

用途地域内の市街地における土地の合理的かつ健全な商

l支利用と、都市被能の更新を図るため、都市計画で指定

用途地域内において市街地の環境を維持し、または土地

利用の地進を図るため、都市計画で指定

用途地域内において特別の目的からする土地利用の対1進、

環境の保税等を図るため、都市計画で指定

市街地の美観を維持するため都市計画で指定

都市の風致を維持するため、都市計画で指定

都市計画区域内では、文化財保護法の規定に基づき、都

市計画で指定

一定の区践について、その特性にふさわしい態様を備え

た良好な環境の盤側j および保全をするための計画として、

都市計画で指定

市街地の桜備改普を図るため、街区の整備または造成が

行われる地区について、都市計画て特定

一定規模以上の敷地に一定割合以上の空地を確保したまE

築計画

( 特定行政庁の認可 )

一定区域について、住宅地としての環境または商庖街の

手IJ j 更を高度に維持増進するなどを目的として、土地の所

有者等が全只の同意により建築物に関する基準を協定す

る。

( 特定行政庁の認可)

初市計画区威内の一定の区域について、市街地の良好な

環境の確保のため、土地所有者等が全貝の合意により、

紋化に闘し協定する 。

( 市町村の認可)

区

規 制l 誘 導 内
帽t 、f

備 考

区 域 の 規 模 等

- 建築物の答積率の最高限度および最低限度、建ベイ率の最高限度、建築面積の最低限度、壁面の 1980・5

位置

- 日本開発銀行、住宅金融公庫の融資

- 建築物の高さの最高限度または最低限度 1973・8

.  r特別工業地区 J r文教地区J r小売庖側地区J r事務所地区 J r厚生地区 J r娯楽・レクリエーショ

ン地区 J r観光地区 J r特別業務地区」の種別に応じ地方公共団体の条例により規則内容を定める。

- 建築物の敷地、構造または建築設備に関する制限で、美鋭保持のために必要なものを地方公共団 1975・6

体の条例で定める。

- 建築物の建築、宅地の造成、木竹の伐採等について、都道府県、指定都市の条例で規制内容を定 1982・5

める。

- 建築物の建築、宅地の造成、木竹の伐採等について、市町村の条例で規制内容を定める。
専本問号紹P.4介6  

- 地区保存のための必要な管理事業、伝統的建造物等の保存修理事業等への助成
1980・5

1982・5

1983・1

.  j也区の準備、開発および保全に[ 測する方針 事例紹介

- 建築物の用途、谷積率の最高限度または故低限度、建ペイ率の最高限度、敷地面積または建築面

本号P.45

械の最低限度、壁簡の位鑑、商さの最高限度または最低限度。( この内容について市町村の条例

1981・3

で建築物の制限として定めることができる)

1982・5

1983・5

- 日本開発銀行、住宅金融公庫の融資

指定容積率により異なるが、 - 建築物の容積率、高きの最高限度、壁而の位置 1980・5

段低2000m' 以上 - 一定以上の有効空地の確保により、容積率の緩和

- 高さの限度の緩和

- 日本開発銀行、住宅金融公庫の融資

用途地域により呉なるが、 - 一定割合以上の公関空地の確保により、容積率の緩和
事例紹介

最低500m'以上 - 高さの限度の緩和
本号P.48

- 日本開発銀行、住宅金融公庫の融資
1973・8

1975・5

1976・6

- 建築物の敷地、位置、精進、用途、形態、意匠または建築設備に関する基準 事例紹介

本号P.49

- 樹木等の種類、植栽場所 事例紹介

- かきまたはさくの締造等
本号P.50

1974・9

- 備考欄の数字は下記何本ヰ特集を吊す ( なお、特集は 1970年以降のものを対象に掲げている)

1972. 9  r郷市住環境へのアプロ一千J 特集 1979.  9  r庄内のまちづくりー今日の到達点と課題j 特集

1973. 8 r新用途地成制と環境J 特集 1980.  5  r建築行政と法規」特集

1974. 4 r既成市街地の住宅地獄仰の万策J 特集 1981. 3  rポートピア官l j 特集

1974. 9 rみどり J 特集 1981. 12 r障害者一の暮らしやすい環境と設備」特集

1975. 5 r社 会 建 築 法 」 特 集 1981. 9  r住宅 . Mrl J 絡備公団一関西における都市

1975. 6 r都市町景観と施設J 特集 盤仰をI =I"j心とした新公固め役割IJ-J 特集

1976. 6 r市街地盤倫」特集 1982. 5 rJ f f i 市景観ーまちなみ笑鋭への誘いー」特集

1977. 10 r ミニ乱開発から計画的ミニ開発へJ 特集 1983.  I  r関西の建築文化を考える J 特集

1978. 6 r組合方式による集合住宅計画J 特集 1983. 5 r計阿におけるコミュニケーンヨンとプレ

1979.  1  r転換期の再開発J 特集 ゼンテーション」特集

1979. 2 r大阪南港ポートタウ ンJ 特集 1984.  I  r21世紀への関西一魅力あるまちづくりを問う一J 特集

Ｍ 本誌毎号 ｦ 品厳の 「 法令コーナー ｊ 欄にも解説 ｊ￨ＢＧｬｾ あ ＱＩ Ｎ
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液状化現象

者潟平野

1893，1898，1927， 1961 ，1964 

金 沢 平野

1952，19)) 

八 尾 真 太 部

福井平野

1891 ，1948 

鳥取平野
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ｾＢ＠
図ー 1

えびの町，吉松町
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市 十勝平野

1952 
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1931 ，1895 

相模川河口

1923 

凡例 ｾ 河成沖償地盤

• '11砂，'11ホの記録のある地点

歓字は，液状化を生 じさせた地穫のあ っと年

明治以来の地震によって液状化が起こったと考えられる地点の分布 2)3)

地震によって砂質地盤が液状化して大被害をも

たらした記録はすでに少なくなく、昭和39年 に 発

生した新潟地 震による新潟市全域にわたる都市型

災害、 1964年のアラスカ 地 援によるアンカレッジ

市郊外 の帽2500m、奥行き 360mlこおよぶ大地 すべ

り、近くでは、昨年( 昭和58年 5 月) の日本海中

部地震による青森・秋田地方日本海沿岸地帯の港

湾施設と住宅の移しい数におよぶ傾斜 ・倒壊i事故

(写 真一 1 ) 1) 等が記憶に鮮明な例である。

図 - 1 は、明治H寺代以来の地震によ って液状化

が発生したと考えられるわが国の地域分布を示し

たI也図である F J } 問 図 に よ っても明らかなように 、

地震があれば必ずとい ってよいほど地渡発生地域

のどこかで液状化現象が起こ っており、かっその

分布範囲は日本全国にわたっている 。

液状化現象という言葉は近頃マスコミによって

ｾ＠

写真一 1

も伝えられて今や一般的用語としてもかなり普及

しているようであるが、その実体を承知している

人 l主主主築精造技術者の中でも意外と少ないようで

ある 。 しかしながら液状化現象に関しては、今後

耐震設計上の重要不可欠な検討項目とならざるを

えないところであろう 。 とくに海岸 ・湖 岸 ・ 河川

流域一帯に堆積した砂質地銀あるいは人工的に埋

め戻された砂質地盤で地下水がある場合には、建

築物の大小に関係なく液状化の検討をぬきにした

設計は許されるべきではない。

近年、液状化発生に関するメカニズム、発生の

予知方法等に関する研究はかなり進んで、すでに

実用の段階にiきしているものと言えよう i} 理論の

詳細、あるいは設計の実際に関しでは、これらの

研究成梁の恩恵に浴することとして、以下におい

ては、液状化現象を自分で実感するための簡単な

実験方法を紹介したい。 これは、昭和39年 の 新 潟

地 援のとき、当時学生であった筆者が液状化で横

転した鉄筋コンクリート構造の新潟県営川岸田Tア

ノf - トのそばで砂をビニール袋につめて下宿へも

ち帰 って試みたささやかな実験を思い 出 したもの

である 。

茶の間でできる実験

洗面鵠のようなありあわせの砂箱を用意して、

この砂箱に砂を自然落下程度の状態でゆるづめに

満たし、砂表面近くまで水で飽和させる 。 砂は普

通 の 川砂あるいは笠浦標準砂程度のものでもよい

し、シルトサイズの細粒土でも粒径が比較的均等

なものであればよい。砂箱中の飽和砂の体積と重

量を計って、単位体積重盛rs を求めておく 。 たい

し母

図 - 2

がい rsヰl. 6程度である 。

つぎに 図ー 2 に示すように、市販の写真フィル

ムの中箱に使われているプラスチック容器のよう

なものを数個用意して、この容絡の底を下にして

容 ildの高さのす~す程度を砂の中に埋め込んで周

辺の砂を均しておく 。 おのおのの容器の中には水、

砂、鉄塊等の 中詰め物を入れて重公を調整するこ

ととする 。

今、 図- 3 に示すように、 V s を 容 器 の 土 中 の

P  n____ 写真 フィルム中箱

♂有司「ーー‘ 1陀均マ 砂表面

Vs ん 防 勿 lに

W B(容器重量+ 中詰め物m量) 図- 3

体積( 建物の排土体積) 、 WB を容器と中詰め物の

全重: I i t ( 建物全重虫) とする。砂地盤が液状化し

た場合には、地盤は比重がrs である液体となるの

であるから、つぎのような現象が発生することと

なる 。

(1)  r s '  VS' =WBのとき容鵠( 建物) は浮沈しな

い。 この状態の Vs をとくに V ダとしておく 。

(2) r s '  Vs <  WBのとき容器( 建物) は Vs =Vs '

となるまで沈下する 。

(3) rs'  Vs  > WBのとき容器( 建物) は Vs =Vs '

となるまで浮上する 。

さで準備が整うと、砂箱の一端を手で巡統的に

たたくようにして衝撃を与えてみると、砂地盤 は

液状化して上記の(1)、(2) 、(3) の現象が観察される

はずである 。 とくに容器中に地 表面まで水を満た

したものが浮上することにより、液状化した地盤

は比重が 1 よりもずっと大きな rs に等しい液体で

あることを確認していただきたい。 また、透明な

ストローのようなパイプを砂中に突きさしておけ

ば、液状化後には過剰間隙水圧が発生するために

パイプ内の水位が急上昇することを観測するのも、

観点、を変えた実験となろう 。

実験結果に興味をもたれた方は、つぎのステッ

プとして、砂の締周めの度合い、砂の粒径 ・粒 度

性状、手でたたく強さを変化させてみたり、砂表

面に上桜圧を加えるなどを試みて、液状化の難易

について観察すれば、さらに砂地盤の液状化現象

あるいは液状化判定法に関して、定性的ではある

が実感をともな った理解を深めることが可能にな

るのではないかと考えた次第である 。

本稿を草するに際して、本学院生平田茂良君の協力を得た

ことを記して謝意を表したい。

文献

1 ) 東京ソイルリサーチ側、日本海中部地震倒査報告舎、昭

和58年 6 月

2) 架林、秘問、吉田、“ 明治以降の本邦の地盤液状化履J . l A" 、

土木研究所黛報、第30号、 P181、1974

3) 吉兄吉昭、“ 砂地盤の液状化" ( 土質基礎シ 1) ーズ) 、技報堂

出版、 1980

( やお しんたろう 関西大学助教授 ・工学博士)

組築と社会/ 19制 年 5 1'l号 63 
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加湿器の種類とその構造

( その 2)

写真 4 蒸気噴射式加湿器

Ld 

岡 田 和 泰 ものは家庭用として、大型のものは産業空調 調節弁などを通しでマニホールドの小孔から

の 分 野 で 使 用 さ れ る こ と が 多 い。 噴 射 さ せ る も の で 、 室 内 に 直 接 噴 霧 す る も の

前 月 号 に お い て 、 空 調 と 加 湿 、 お よ び 加 湿 しかし、両者とも消費電力が大きく、スケ もあるが、一般的には空調緑内に組み込まれ

器 の 種 類 に 関 す る 概 論 と 、 超 音 波 式 加 湿 務 の ー ル 堆 積 に よ る 能 力 低 下 が 早 い と い う 問 題 点 る。 ほとんどのものは、蒸気混度低下による

構 造 持 長 を 述 べ た 。 本稿においては、高圧ス がある。すなわち、水の蒸発によって水中に 水 滴 の 発 生 を 防 止 す る た め 、 再 加 熱 や 絞 り 膨

プレー式以下 6 種 類 の 加 湿 絡 の 構 造 特 長 な ど 含まれているカルシウムなどの濃度が高まる 張などを応用し、乾燥した蒸気で噴射させる

について述べる 。 と、これが析出してヒーターまたは電極面に ようにしている 。

5 . 高圧スプレー式加湿器

ポ ン プ で 水 の 圧 力 を 上 げ て ノ ズ ル の 小 孔 か

ら空気中に頃軍事し、噴霧された細かい水の粒

子 は 空 気 と の 熱 交 換 に よ っ て 蒸 発 加 湿 す る も

ので、現在、一般空調用の加湿告書としては最

も多く使用されている 。

この加湿総は、水粒子を l噴霧するという理

論 面 で は 超 音 波 式 と 閉 じ で あ る が 、 水 の 粒 子

が比較的大きく、噴霧された水の 3 0 - 5 0 %が

蒸 発 し 、 残 り は ド レ ン と な っ て 落 下 す る 。 し

た がって、室内直接噴霧や家庭用として使用

されることはない。

この加湿滋の特長はつぎのとおりである 。

① 価 格 が 安 く て 、 採 用 し や す い。

② 消費 電 力 が 非 常 に 少 な い。

③ 取 り 付 け が 比 較 的 容 易 で 、 適 用 範 囲 が 広 い 。

④ 必 要 な 保 守 作 業 が 少 な く 、 管 理 が 容 易 で あ

る。

6 . 強制蒸発式加湿器

水 槽 内 の 水 を 加 熱 蒸 発 さ せ る も の で 、 ス テ

ンレスの水槽に電熱ヒーターを入れた「パン

型」と、電極によって水を加熱蒸発させる「 ι

極 式 」 と に 大 別 さ れ る 。

パ ン 型 は 価 償 が 安 〈 、 簡 便 でf史いやすく、

また確実な加温ができるため、 一般 空 調 の 分

野では広〈使用されている 。電 極 式 の 小 型 の

64  他都と社会/ 円84年 5 月号

間近し能力が低下する 。

7 . 自然蒸発式加湿器

布、網、ウレタ ンなど吸水性、 通気性のあ

るものに水を吸収させて、その加湿網に通風

し、水分を蒸発させるものである 。 寸 法 の 大

きさの割には加湿能力が少ないため、主とし

てごく小容量の加湿穏として使用される。

住 宅 の ス ペ ー ス が 大 き く 空 気 の 乾 燥 し で い

るアメリカでは家庭用として広〈採用されて

いるが、日本ではあまり見かけない。

一 般 空 調 用 と し て は 、フ ァンコイル用とし

て使用されるが、加湿網のゴミ付者と水槽内

の水の汚れが問題である 。加湿能力の大きな

も の で は 、 加 湿 網 を 回 収 さ せ て 水 槽 内 の 水 で

洗 浄 す る も の 、 さ ら に 水 槽 内 の 水 を 定 時 的 に

排 出 し て 汚 れ を 防 止 す る も の な ど が 出 さ れ て

いる 。

8. 遠心式加湿器

水槽内の水を、モーターで回転する円板で、

周 囲 の 壁 に ぶ つ け て 、 霧 状 に し 、 フ ァ ン の 風

で送り出す方式のもので、家庭用として広く

採用され、業務用のものもある 。小型コ ンパ

ク卜で消費電力が少ないという特長がある 。

9. 蒸気噴射式加湿器

ボイラーからの配管で蒸気を導き、電磁弁、

写真 3

高圧ス プレー式加湿器

10. 赤外線式蒸気加湿器

水 槽 の 上 部 に 強 力 な 赤 外 線 ラ ン プ と 反 射 板

を設け、赤外線を水面に放射させることによ

って水の表面 の み を 加 熱 蒸 発 さ せ る 方 式 の も

のである 。発 生 し た 蒸 気 は 赤 外 線 ラ ン プ の 近

くを通ってさらに加熱され、スーパーヒー卜

された状態で空気中に送り出される 。原 理 的

には強情IJ蒸 発 式 加 湿 器 と 閉 じ で あ る が 、 発 生

蒸気の乾燥度と消浄度がおいため、エレクト

ロ ニ ク ス 、 バ イ オ 関 係 な ど の 各 種 ク リ ー ン ル

ーム用として最適である 。

11. その他の加湿器

上記以外にもいろいろな加湿? i 1 があるが、

最・近とくに目立 って い る の は 、 青 果 シ ョ ー ケ

ース用加湿擦である 。 こ れ は 超 音 波 式 加 湿 総

を応用したもので、スーパーなどの青果物シ

ョーケースに手旦み込み、発生した霧を ショー

ケ ー ス の 前 面 か ら 吹 き 出 し 加 湿 す る こ と に よ

り 、 青 果 物 の 新 鮮 度 を 保 持 す る と 同 時 に 、 デ

モ効果をもたらすものである 。

12. おわりに

近 年 の 空 調 技 術 の 進 歩 に は 目 ざ ま し い も の

が あ り 、 こ れ に 伴 ぃ 空 調 内 容 の 細 分 化 、 高 度

化 の 傾 向 が 見 ら れ る よ う に な った。そのため 、

温 度 を 含 む 空 調 姿 紫 で あ る 湿 度 、 清 浄 、 気 流

の そ れ ぞ れ に つ い て も 認j餓が高ま ってきてい

る。

湿 度 に 対 す る 認 識 の 噌 加 は 、 よ り よ い 加 湿

器 の 出 現 の 要 求 と な り 、 超 音 波 式 を は じ め と

していろいろな種類方式の加湿器が出されて

いる 。 しかし、加湿装置全般について考える

と 、 そ の 歴 史 は 浅 く 、 構 造 的 に も デ ー タ 的 に

も 未 解 決 の 問 題 も あ り 、 発 展 途 上 で あ る と い

える 。

( おかだ かずやす ウ エ y トマスター株式会社製造郎長)
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ディーフ。シャフト法による

排水の処理

舟 久 保 茂

1. ディープシャフト法の概要

ディープシャフトプロセスは、都市下水や各種

産業廃水を微生物によって処理する活性汚泥法で

ある 。従来の活性汚泥法に比較し、微生物による

有機物の酸化分解効率を高めることにより、処理

効率の向上を目指した省エネルギー・省資源プロ

セスである 。(図ー ，)  

(1) 精進と原理

ディープ シャフ卜は直径 1 - 6 m、深さ 50- 150

m程度の超深層 l爆気僧で、内部は下降部と上昇部

とに分けられている 。汚水は、 シャフ卜項部から

流入し 、瞬時にシャフ卜内循環液と混合し下降す

る。下降昔日の中央付近より空気カず吹き込まれるが、

シャフト内循環流速が 1 - 2 m/ 秒と、気泡の上

余剰汚泥

ｾ 原水

= 珍 処理水

ｾ 汚泥

ぴ回

スウリーン

時;「盟主

空気

. . 出口

申

ライニンゲ

図 - 2

ディープシャフトの4構造

昇速度より速いため、気泡は循環とともに下降し 、

高い静水圧により シャ フト底部に達するまでにほ

とんど溶解する 。 したがって、 シャフト内の溶存

酸紫波度が高く維持されるため、効率的な処理が

行われる 。(図 - 2 )

(2) 適用範囲

適用範囲を 表一 1 に示す。

表ー 1 ディー プシャフ卜適用範囲

|  処理対象滋度 (吋/1)

適 用 分 野 E

l 処理目的| 原水 BOD I処理ホ閃D

産業排水処理施設

公共下水処理場

ただし、ディ ープシャフト法は建築セ ンターの

一般評価を受けでいないため、し尿浄化{ t9として

は個別評価が必要であり、適用は難しいが、建設

省の技術評価を受けており、公共下本処理場への

適用は可能とな っている 。 またディー プシャ フト

法は、地中深 〈鋼管を埋設させるため、地中降客

( 宕盤) などが多い場合は工事費が膨大となり、

適さない。

(3) 特長

①省敷地一一深井戸型の暖気槽を使用するため、

大幅な敷地の削減が可能である 。

① 省エネルギ一一一酸素利用効率が高いため、

吹き込み空気鼠は標準活性汚泥法の%- 7i 程度 と

なり、運転コスト l立大幅に節減される 。

③ 高: 農度廃水に有効一一酸素供給能力が大きい

ため、活発な微生物を大量に槽内に維持すること

ができ、前処漫なしで高浪度排水を処理すること

カずできる 。

④余剰汚泥が少ない一一溶存酸紫浪度が高いた

1. スタンドパイプ建込 I 2. シャフ卜掘削 3. 外管建込

ス? ンドパイプ連込

... 

シ ャ フ ト 掘 削

... 

外 管 趨 込

... 

ゲラ ウ ト 境 充

... 

内 管 趨 込

リパース4畠

:... f+ ＱＩＱｾＭ～ ｬＱＧＡ＠
τ『

図- 3 ディープシャフト宛工フロー

め、微生物の活性が高〈、余剰汚泥の発生量が少

なくなる 。

⑤悪臭が発生しない一一槽内が高い好気状態に

維持されているため、悪臭の発生がほとんどない。

さらに、地表に出る面積が小さく、送気量も少な

いので、臭気対策が容易である。

そのほかにも、⑥気候条件に左右きれない、⑦

耐震性にすぐれる、などがあげら。れる 。

(4) 施工法

ディープ シャフトの施工法は、シャフ卜の深さ

・径 ・地質条件により巽なるが、リパースサーキ

ュレーションドリルによる施工法が一般的である 。

この方法では、まずリパース材により大深度の孔

を掘削したのち、外管を建て込み、掘削孔と外管

との間隙をセメントミルク等で填充し、最後に内

管を建て込んで終了する 。この施工法は、低騒音

低振動であり、施工中の建設公害の心配はない。

(図 - 3)

2. 都市部におけるディープシャフト法

の活用法

最近、都市部においては、基準を超える水質の

排水を下水道に放流する場合、水質と放流量によ

り料金規制を行う自治体が増えている 。料金規制

とは 一般下水道料金のほかに、水質に応じて上乗

せ料金を徴収するものである 。料金規制している

自治体は、償浜市・名古屋市・大阪市 ・神戸市な

ど多数にのぼり、本質規制項目は BOO. COO. SS

などが一般的である 。

このような事情下では、建物からの総排水量の

うち厨房排水の比率が高い場合には、料金規制の

対象になる場合が多く、建物が大規模であれば年

間上乗せ料金の支払い金額は多大になる 。 そこで

厨房排水を処理することにより水質規制基準値以

下に抑えると、総排水も水質規制基準値以下とな

り、 一般下水道料金だけですむ。つまり厨房の排

水を処理することでランニングコストが大幅に低

減できるわけである 。 とくにデイープシャフト法

は、省敷地 ・高濃度排水に有効等、数々のメ 1) ";  

トを有しており、建物の巨大化に伴い、料金規制l

下にある郎市部での排水処理に最適であると言え

る。

なお、このデイープシャフト法は、北野阪急ピ

ルにおいて厨房排水の除害施設として現在建設中

である 。

(ふ な く1:: しげる 鹿島建設株式会社大阪支底建築部)

4. グラウト嘆充 5.内管建込
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日本建築協会

月間の動き

昭和59年 3 月分

評 自鏡 員

定時' 平総員会

a企‘

"'" 

21 日 5 時 - 5 時 50分 於 本 会 会 議 室

出席者 高橋、荒木正副議長ほか43喜平織貝

福 田 会 長 ほ か 3 名

議 事 (1) 評議員会機長、副議長互選のイ牛

(2) 副会長 3 名 、 理 事23名 選 任 の 件

(3) 役員重任承認のイ牛

(4) 昭和 59年 度 事 業計 画 承 認 の 件

(5) 昭 和59年 度 収 支 予 算 承 認 の 件

理 事

正 副 会 長 会 総

. A  

コE

5 日 0 時 一 2 日寺 於 本 会 会 議 室

出 席 者 福 田 ・ 足 立 ・ 市 川 佐 野 ・松 村 正 副 会

長、三品企画委員長

機 事 企 国 委 員 会 報 告 容 の 取 扱 に つ い て 、 そ の ほ か

常 任 理 事 会

21 日 3 時半 - 4 時 40分 於 本 会 会 議 室

出 席 者 福 田 ・ 足 立 - 市 川 正 副 会 長 ほ か 10名

機 事 (1) 昭 和59年 度 事 業 計 画 承 認 の 件

(2) 昭 和59年 度 収 支 予 算 承 認 の 件

(3) 企画委員会報告の具体化について

( 創立70周年記念事業企画を含む)

(4) 会員の淘強に ついて

(5 ) 入退会者承認の件

(6 ) 報 告 事 項

編 集 委 員

. A  

"'" 

6 月号「都市( まち) の活性化と商業空間の可能

性 J 特 集 編 集 幹 事 会

1 日 6 時 - 9 時 於 本 会 会 議 室

出席者 荻 原 特 別 幹 事 ほ か 5 名

議 事 「都市( まち) の活性化と商業空間の可能性」

符 集 の 企 画

作 品 作 風 小 委 員 会

7 日 3 時 - 5 時 半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 小 野 幹 事 ほ か 6 名

議 事 (1) 新 建 築 調 査 表 選 定

(2 ) 作 品 掲 載 状 況 報 告

(3 ) 今後の委員会運営及び編集方向

(4) 今 後 の 検 討 事 項

餐 員 会

8 日 4 時 一 6 時 於 本 会 会 議 室

出席者 渡 辺 編 集 理 事 ほ か 4 名

議事( 1 ) 3 月 号 「 ピ Jレのリフレッシュー内外装補

修 技 術 の 現 状 と 発 展 」 特 集 経 過 報 告

(2 )  4 月号「建設産業とロポット開発」特集

経 過 報 告

(3)  5 月号「住環境と法制度」特集報告

(4 )  6 月号「都市( まち) の活性化と商業空間

の 可 能 性 」 特 集 報 告

(5 )  7 月号設備特集の企画

66 纏築と社会/ 1984年 5 月号

(6) 8 月号計画特集の企画

(7)  9 月号計画特集の企画

( 8)  10月号以降の特集について

(9 ) 収 支 状 況 報 告

( 1 肪新年度編集委員会の構成

第 2 回計 画 分 科 会

8 日 6 時 - 8  H寺45分 於 本 会 会 機 室

出 席 者 田中幹事ほか 5 名

議 事 (1) 8 月号計画特集の企画

(2)  9 月号高齢化特集の企画

6 月 号 「アパンテイ 」特 集 編 集 打 合 会

8 日 101時- 0 1時 於 東 畑 建 築 事 務 所

出席者 谷団幹事ほか 4 名

議 事 「アパ ンテイ」内容精成案

7 月号 「3肖防段備 J ( 仮称) 特 集 編 集 総 事 会

12日 3 時 - 5 時半 於 本 会 会 織 室

出席者 小 林 健 彦 特 別 幹 事 、 締 本 幹 事 ほ か 9 名

議 事 「消防設備」特集の企画の具体化

6 月号 「都市( まち) の活性化と商業空間」特 集

座駁会

14日

出席者

6 時 - 81時 於 本 会 会 議 室

加 藤 敬三( ホリ刊行南海大阪) 、佐藤きよ子

(西宮を明る くする会) 、 藤 井 務 (キャンプロ

モー ション センター) 、 紙里子桂人( 大阪大学) 、

田中直人・香川英行・岡田信幸各本号

編 集 幹

8 月 号 「みどり J (仮 称) 特集 編 集 幹 事 会

23日 6 時 - 8 時半 於 本 会 会 餓 室

出席者 団中幹事ほか 5 名

議 事 「みどり J ( 仮称) 特 集 の 企 画

広 告 企 画 小 委 員 会

27日 4 時 一 5 時 半 於 本 会 会2幾重

出 席 者 横 山 委 貝 長 ほ か 6 名

議 事 (1) 4 月号「建設産業とロポット開発」特集

広 告 途 中 経 過 報 告

(2 )  5 月号「住環境と法制度」特集広告企画

(3)  6 月号 「都市の活性化と商業空間の可能

性 」 特 集 と 特 別 企 画 「 京 都 駅 南 口 地 区 市

街 地 再 開 発 事 業 施 設 ー ア パ ン テ イ 」 報 告

(4) 作 品 作 風 関 係 報 告

正 副 会 長 、 新 旧 編 集 委 員 長 会 食 会

29日 6 時 一 7 n寺 於レストラン・ポア

出 席 者 福 田 、 足 立 、 繍 山 、 井 上 没 の 各 氏

事 業 委

見 学 会 小 委 員 会

員

. A  

コ'"

1 日 6 時 - 7 時40分 於 本 会 会 機 室

出席者 三 品・上出正副委員長ほか 6 名

議 事 (1) 2 月 の 見 学 会 の 実 施 報 告

(2)  3 月の企画

(3 ) 次 年 度 の 事 業 委 員 会 の 活 動 方 針 、 そ の 他

(4) 次 年 度 の 見 学 会 委 員 の 編 成

若 い 会 員 の 集 い 小 委 員 会

6 日 6 時 半 - 9 時40分 於 本 会 会3控室

出席者 三 品 ・山 形 正 副 委 員 長 ほ か 11名

議 事 (1) 第 5 因 企 画 「 家 具 を 斬 る 」 実 施 報告

(2 ) 第 6 回以降の企画

(3) 次 年 度 の 事 業 委 員 会 の 活 動 方 針 、 そ の 他

(4) 次 年 度 の 委 員 編 成

広 報 小 委員会

7 日 6 時 - 9 日寺 於本会会織ｾ

出 席 者 三 品・原見正副委員長ほか 7 名

殺事( 1 ) 前回事業委員会の報告

(2) 展示シ ョーケース( 北浜) について

(3) 次 年 度 事 業 委 員 会 の 活 動 方 針

( 4) 次年度の委員選出

委 員会

8 日 O 時半 - 2 時 於 本 会 会 機皇室

出席者 三 品委員長ほか 4 名

殺 事 (1) 各 小 委 員 会 の 事 業 報 告 及 び 事 業 企 画

(2) 次年度事業委員会の活動方針

(3 ) 次 年 度 事 業 委 員 の 編 成

委 員 懇 親 会

24日 3 時 40分 - 7 時 40分 於 大 阪 城 公 園 内

出席者 三 品 委 員 長 ほ か 17名

大 阪 域 梅 林 見学 後、遊覧船にて中之島めぐりを

終 え て 大 阪 城 レ ス ト ハ ウ ス に お い て 懇 親 会 開 催。

出 版

委 員会

委 員

. A  

コE

13日 4  n寺- 6 時 於本会会滋室

出 席 者 小 林 委 員 長 ほ か 7 名

議 事 (1) 建築技術選容経過報告と今後の企画

(2 ) 第二 の 新 シ リーズの名称、と企画

(3) 次 年 度 委A のh育成

建築 技 術 遺 書 打 合

13 日 6 時 半 - 8 日寺 於 本 会 会 議 室

出 席 者 舟橋委員、辻野純徳ほか執筆者グ J レー

プ 6 名

1義務 「建築設備トラプル集 J ( 仮称) 企画打合

建 材 委 員
a企‘

コE

15日 4 時 - 5  n寺半 於 本 会 会 議 室

出 席 者 牧 田 委 只 長 ほ か 10名

材 料 説 明 「ザクロン J ( 貼紙防止用塗料)

説 明 者 関 西 ペ イ ン 卜

機 事 (1) 今後のメインテーマ

(2) 今後の新建材紹介コーナー

(3) 次年度委員について

教 育 委 員

. A  

"'" 

22日 6  1時- 8 時 半 於本会会議室

出 席 者 多胡委員長ほか 10名

議事( 1 ) 本年度建築工事実務総習会実施報告

(2) 本年度工高生デザインコンクー J レ実施報告

(3 ) 次年度の事業計画

(4) 次年度の委員編成

メ'-'-

=  
函 委 員

，企ｾ
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8 日 6 時 - 8 時 於 新 日 本 製 鉄 天 王 寺 寮

出 席 者 福田会長、 三 品委員長ほか 4 名

懇談、協会の今後の運営について

建 築 ク ラ ブ

朝 食 会

13 日 8時 半 - 1 0時 10分

於大阪グランドホテ Jレ

出席者 71名

当日は、評論家の畑山博氏より、「ゆれ動く内外

情勢とこれからの日本」と題して日本周辺におけ

るソ速の動向や、マスコミの偏向 、教育のあり方

など幅広い内容のお話を伺 った。

3 ビ ル 区 分 所 有 者 打 合 会

23 日 2 時 - 4 時 半 於 3 ピJレ17F

議 事 昭 和58年 度 決 算 並 び に 昭 和59年 度 予 算 の 承

認 、 そ の 他

3 月 の 入 会 者 ( 敬弥略)

〔個人会員 8 名〕

小 線 豊 久 奥 俊 信 黒 川 省二

期 回 世f 厳 田 中 耕三 永 島 安

西 尾 久 縦 三浦 義 行

〔准会員 l 名〕松問 実
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モルタルクラックが大幅に減少

工期の短縮が図れる左官用高級スタッコ

シンコ一白百lIJll

地震に強い家をつくるモルタル下地合板

F E Zヲ; 程調v ト

左官作業の近代化

一発で特殊「白モルタル」スタツコ仕上

。
ヌー/，-目・ーヲー

⑧ 側 新 興 建 材 工 業 所
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防 水 専 業 の 研 究 ・ 経 験 か ら 生 れ た す く な い 資 源 の パー 7 ェ クト な 防 水 鷹 で す.

こ の 防 水 層 は ( 一層防水) 施工する だけ で 、 防 水は完 壁で す.

極度変化にイ申びがなく、柔軟性に寓み 、耐置量、耐業 品性 に 儀 礼 腐蝕しません.

骨 舎 コーパータイト 新工法

カッパー防水帯
- m- オクロン防水機 プレノテクト吹付ヱ法

器議

奥山化工業株式舎紅
本 社 東 京 都 中 央 区 掴 座8- 4- 9 電話回 (571 ) 21回

大阪司匹務所 大阪市健川区東三国6- 1- 41 電話師 ( 391) 1081-2  

崎玉世書冊 渇玉県桶川市東1- 3- 30 電話0487( 74)2845・6

厚木出彊所 側奈川県厚木市童図 259 電話O叫 2 (21)  1761 

名古量雌肝 名古屋市南区若草町33 電話052 (811 )  36曲

九州出彊研 佐賀県佐賀郡崎直町大字路富 il 4S0 電話回 S2 (47) 四時

- 防火・防煙シャッター

・ステンレスシャッター

・アルミニュームシャッター

- 軽量シャッター

・クリスタルシャッター

その他特殊シャッターの製造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の24時間態勢完備

ム鈴木シャッター販売株式会社|

大阪市北区茶屋町 Ｕ 番 Ｒ 号電話大阪 ｉｉｈｉ 点 ＴＱＵＱ ｾ Ｖ

北陸営業所金沢市長田町 _ 1番 地 電 請 金 沢 山I 品 65 ＵＱＳＵ ｾ Ｖ＠

神戸営業所 神戸市長田区大橋[ : J DI l 電話神戸 ， 611 7 9 7 1 E  

1ν . dU . . . . .  .aJ ・

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 : 大 阪 市 東 区両替町 1- 12 日生ピ ル 台 ( 943) 6571代 表

東京・横浜 ・盛岡 ・仙台 ・水 戸 ・静岡・岡崎・名古屋 ・富 山・大 津 ・京 都 ・神 戸・広島・高松・福岡他全国主要都市
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空 間 ・ 衛 生 股 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計 ・施工

φ 2 5朗自Z 業 社

本 社 東 京 都 港 区浜松町 1・25- 7  電話 ( 434) 617l ( 大代)

大阪支社 大阪市淀川区加島 1- 58- 59 電 話 (302) 2  2  7  1  (代)

支 庖 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州

営 業 所 釧 路 ・ 函 館 ・盛 岡 ・ 償 浜 ・ 鯵 岡 ・ 京 都 ・ 神 戸

震災布古 家 処 童 設 計地工

φ 去 を 大 阪 城 口 研 究 所

68 

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大 阪 372局7151 ( 代 )

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4944( 代)

神 戸 市 中 央 区 下 山 手 通 6 - 2  - 8 電 話 神 戸 341局 5 8  9  2  

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. . 大阪電気暖房株式会社

本 唐 大阪市西区江戸堀1丁目9番25号 干550 電話 ( 06)441-8231( 大代)

本 社東京都中央区銀座2T132番17号 干104 電話 ( 03)535-5251( 代表)

支 社 大 阪 東 京 名 古 屋 ・ 福 岡

支 庖 札幌・仙台・新潟・金沢・天理・岡山・広島 ・高松

営 業 所 帯 広 函 館 青 森 ・ 秋 田 ・ 盛 岡 . ｬｬ￭ｊｾ ，高・千誕・愉浜 ・ 静岡・盛岡

? 章・富山・長聖子福井 京 都 神 戸 徳 山 ・ 総 山 高 知 北 九 州

熊本・鹿児島・那覇

出 張 所 旭川 ・根島 ・徳島・長崎

海外支底 シンガポールホンコン

. M排水衛生 ・冷暖房

・空気鯛和股自信 ・その他管工司E一切の股! t . j 匝工

⑮ 斎 え Z 業 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町2- 6-2 ( 日本ビル)

電話 03- ( 270) ー741 H的

大 阪 支 社 大 阪 市 北 区 中 之 島4- 2- 38 ・E舌 06- (443)  504 H側

支 底 札 幌 ・ 岡 山

営 業 所 仙台・千葉・倹浜・名古屋・金沢・四国・広島 ・福岡

出 張 所 福 井 ・ 倉 敷 ・ 松 山 ・宇都宮・静岡・苫小牧

空 気 調 辛 口 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 水 道

電 気 Z量 償

腕 房

ｾ＠ 環 境 衛 生 施 ZE

I I三、 l 荷 役 運 織 機 械

、、__/ 化 学 鉱 山 機 織

三機工業株式会社

取締役社長 玉 置 純 治 郎

取締役支底長 杉 浦 敏 郎

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番 地 電 館 大 阪 (202) 代表3071

本 庖 東京・日比谷・三信ピル

支 庖 名古屋 ・九州・北海道 ・中国・東北・北陸・四国・シンガポール

営 業 所 償 浜 静 岡 豊 田 ・ 岡 山 ・ 金 沢 ・ 新 潟 ・ 香 港

F U T A B A Y A  D E C O R A T O R S ，L T D  

空 気 調 和 股 備

衛 生 股 備 設 計 施 工

- ⑮三建設備工業ヰ議案審匙

大 阪 支 底 大 阪 市 北 区 紅 締 町 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代)

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 僑 蝋 鮫 町 1・35- 8 電 話 ( 667) 3431 ( 大代)

支 社 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 峡 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・金沢・ 新 潟 ・ 機 浜

。 棒 式 会 社 三 発 空 調

取締役社長 斎 藤 博

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13番20号 電 路 06ー363- 1371

東 京 本 庖 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 新 宿 住 友 ピ ル 電 話 03- 344- 1911

大 阪 本 庖 大 阪 市北 区 西 天 満 3 丁 目13番20号 電 話 06- 363ー1371

支 底 仙 台 市 太 田T 2  r  n  2 需 10 月 電 話0222- 61- 3002 

名古屋市中村区名駅南2丁目 14番 19号 電話052- 581- 8571

広 島 市 中 区 紙 屋 町 1 丁目 2 番22号 電 話0822- 4 7 - 4535

福 岡 市 中 央 区 大 名 2 丁目 4 番22号 電 話092ー761- 3795

出 張 所 青森・秋田宇都宮・横浜・福井京都 ・神戸・松江高松・下関沖縄

ｾ＠ 空 調 衛 生 ・ 冷 濠 冷 蔵 ・ 地 盤 漉 結

E哩， よりよき環境へ技術で挑む一一一一

句P 株式会社憲章研

、直副F 本 社 大阪市南区瓦屋町2丁目 11番16号( オートセンターピル2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 代表

メ ン テ ナ ン ス 部 大 阪 市 大 淀 区 豊 崎 4 丁 目 5 番 21 号

郵便番号531 電 話 大 阪 (06) 374- 0  5  7  1 代表

東 京 支 底 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南2丁目2番5号( 九段ピル2 - 4階)

郵便番号102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1 代表

$ 新 日 本 空 調 株 式 会 社

大 阪 支 庖 大阪市北区堂島浜 1 丁目2 f 佐 6 号( 新大ピ Jレ)

電話 (06 )  3-44  - 6  0  3  1  ( 代 )

本 社 東 京 凱 中 央 区 日 本 備 本 石 町4-2( 三井第二期l館)

電話 (03)  279 - 5  6  7  1  ( 大代 )

名 古 屋 ・ 九 州 ・ 広 島 ・札 帆 ・ 東 海 村 ・ 北 陸 ・大 分

cl eanOi r  
丸

。2R望芸j警捗ZR討さ

建築物商帥自等造作工事、家具建具・室 内 装 備 工 事

内 外 装 飾 織 物 ・ 窓 掛 敷 物 壁 紙 類一 式 / 設 計 施 工

区宿区2 ニ葉屋装備工業株式会社

( 創 業 大 正 7 年 )

大 阪 府 摂 津 市 東 別 府 3 丁 目 7 番 8 号

電 話 大 阪 ( 06) 349- 9 1  9  3 代 表

大阪府知事建築業者許可( 般 - 48)第12064号



商昂は字気です。 ｖｾ
a・・・ 熱と空気のエンジニアペーーー-

F  大気扇土

〉ーに_ _ ，/ 鍔むおお即註

空 気 調 和 @  搬送機設備

設 計 施 工

第ーエ索株式会本土

大阪支庖

日差 ・冷

回高

- 空気温温度調整装置

設 計 施 工

fi!!= 
釜11

ふ 凶

ｾ＠

大阪支1高 大 阪 市 北 区 芝 田 1丁目 4- 8 ( 北阪急ビル 9 階 )

電 話 大 阪 ( 372 ) 2  5  1  1  ( 代表)

本 社 東 京 部 千 代 図 区 神 図 駿 河 台 4 丁目 2. 地

「冊。副捌トｾ
空 気 調 和 敏 備

股針施工

換気・除塵段備

東 洋 穂 工 . 織 豆 電 舎 極 大 防 安 信

大 阪 市 西 区 絢 本 町 3 ー 1 - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

2事 後 東京Ｎ中央区 ｾＮＲ 丁目 Ｙ T  E  L  (  562)  1  3  5  1  

ｾ＠ " 名 古 屋 ・ 福 岡

ガス段備の般計・施工のご栂談は

大阪ガス指定工事会社・大阪ガス住設機器特約庖

。大晃設備株式会社

本社: 役備部

大阪市北区西天満 5 - 11-12  . .  06- 313ー 1846

大 阪 営 集 所

枚方. . . . 所枚方市甲斐回東町 9 - 3  電0720- 49- 2128

飛 鳥 野 瓦( 意匠登録549771号 ) 1  

110750， f製造販売

渡辺式鰻勾配安定瓦 ( 実用新案資総出願中 )  ， 
110751 '  

各和洋瓦全般・カラーベスト・モニエ Jレ瓦・セキスイカワラ U

創業67年 綜 合 施 工 卸

久保田鉄工・訟下電工紛・日本モニエル側・積水化学工業側富士スレート鰯・梓約代理底

⑥ 瓦 寅 工 業 株 式 会 社

本社 大阪市生野区 林 寺 Ｑ 丁目 Ｕ 番 ＱＴ 号喧 ｾＵＴＴ

電 話 06( 715) 0  2  0  1 代 表 - 5 番

営 業 所 大 阪 市 平 野 区 工 場 兵 庫 県 三 原 郡 ( 淡 路 島 )

給・排水・衛生・消火・暖冷房設備

おお西原衛生工業所大阪庖

大阪市大淀区中海 6 丁目 8 番 4 号 電館大阪 ( 458) 353' .

支庖・営業所 福岡・京都 ・天理・川西

⑨日本管工業株式会社

本 社 友 東 部 支 底 京 都 市 南 区 西 九 条 豊 田 町 2 0 番 地 の 1

電 話 (681) 5  1  0  1  - 5 ・夜 間 専 用 (691) 1045 

大 阪 支 唐 大 阪 市 北 区 天 満 1-5- 20 電 結( 06 )  352 - 3501(1的

三 軍 支 庖 海 市 栄 町 2 - 1 1 1 1直結 ( 0592) 26- 361鮒匂

四 日 市 営 機 所 四 日 市 市 西 末 広 町 電 信 (0593) 53- 7431附

滋 賀 蛍 機 所 大 津 市 中 央 2 丁 目 4- 28 電 話 (0775) 22- 973鮒 勺

ｩｾ 問要屈副 ｳ
(1"1'. • 

､ ・ ｆ 電｟ＮｾＮＮ，Ｎ

炉端達棒A32

亡駆

営業種目

空気調和・衛生設備工事・設計・施工

卒山王業様式含滋

大阪市西区江戸沼1丁目 22番子号

含 06- 441 - 1994 ・443- 0331

空気調和設備・給排水衛生設備・上下水道施設

環境衛生施設・公害防止施設 / 設計・施工・監理

⑫ 山 田Z 諸 積 試 倉 紅

本 社 大阪市西区京田T堀 1 - 6 - 8 電活 06(443)8161 (大代表)

{環境袋遣事業部 1半開) 電話 06(447)0831 ( 代表)

分析センヲ一 大阪市淀川区三ill 屋市トト35 電話 06(308) 1491 

支 庖 東 京 名 古 屋 ・ 福 岡

営 業 所 京 節 神 戸 ・ 姫 路 広 島 ・ 高 松 . ｾ［Ｚ山

文 化 庁 ・ 宮 内 庁 ・ 各 府 県 庁

長文化高社寺・ 天理教教会本部 御 用 達

命〉雲5孟宇工業所

代 表 取 締 役 小 林 麻 造

〒 630 奈 良 市 西 新 在 家 町 17 番 地

話 奈 良 ( 0742) 26- 2 9  0  1番( 代表)
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電 気 股 備 の 頁

設 計 施 工

⑤ 

気 株

電 気 設 備

設 計 施 工

栗 原 工 業 株 式 会 紅

電 気.x十 装 工 事

6之 社
ム一

A
式電陽朝

士

本 社大阪市北区中之島 3 - 2 - 4 朝日ピル T E L 大阪06 伶85)1361 ( 代)

大阪営業所 T E L 大阪06(385) 1361 (代) 京都営換所 T E L 京都075(311) 1185 ( 代}

東京営業所 T E L 東京03(574) 0  6  6  5  福岡出張所 T E L 福岡092(771) 6  1  6  8  

賞本山代表取締役

英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 急 ビ ル T E L 0 6- 3 1 3- I I OI

支 広 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 踊 ・ 京 都 ・ 天 王 室

大 阪 商 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・ 九 州

信原栗取締役社長

1  

ネ土

.d、

'::z:;;: 

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

+ 黄田 幸

社

電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社

大 阪 支社 長

大 阪 市 東 区 高 関 備 五 丁 目 二 八 番 地 電 話 大 阪 ( 202) 0325- 9 番

本 社 東 京 銃 千 代 困 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 幌 ・仙 台 ・九 / 内 ・ 名 古 屋 ・ 偏 間

営難所 ・出張所 全国主要都市 20令所

キ土

ｾ＠

本

支

出 張 所

限 り な き ク リー ン に銚 戦 す る H

電 気 般 傭 ・ ク リ ー ン ル ー ム・ 冷 暖 房 敵 備

給排水衛生飯傭・ 富十滋制御股備・立体自動倉庫

エ ネ ル ギ ー 集 中 監 彼 シ ス テ ム ・ 回 転 式 自 転 車 置 場

役 E十 施 工

三室電機株式会社

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

干 530 ) c 阪市北区西天満 2 - 6 - 8 ( 宜ピル) T E L  06(364)  1  4  7  1  

T E L E X  523- 3  2  8  7  

干 105 班 l j( 1 i s 港区析惜2-16( ニュー 析楠ピル) T E L  03(504) 02 3  1  

T E L E X  222- 67 2  4  

干462 名 古 凶 市 北 限 金 柑 三丁 目 12 - 14 T E L  052(991)  5  1  3  1  

干 657 神戸 市曙医結 Ij! 中町 1-2-9( エピスピル) T E L  078偲81) 55 7  1  

&  

社

本 社

東 京 宣 底

名古屋宜底

神 戸 主 巨

郎

フE

大 阪 市 福 島区福 島 7 - 2 2 - 8  

T E L ( 侃 ) 4 5 2- 1151 (大代 )

東 京 ・ 名 古屋 ・広島・福岡

興

代表取 締役 土 井 敏 裕

大 阪 市 北 区 西 天 満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ピル 7 階)

電 話 ( 361) 3  6  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 (671) 1  4  7  8  ( 代)

川 崎 ・ 相 模 原 ・ 塀 ・滋 賀

総 合 般 備 工 事 〈 股 計 ・ 施 行〉

建 築 ・電気・アンテナ・送電線・プラント -1十裳・空調・土木

⑧ 太 陽 工 藤 工 事 株 式 会

取締役会長

取締役社長

四

正

林

会代

本土本

事業所

電気・計装・空調工事設計施工
テラゾーブロック

テラソータイル

各種カラー平板

山 本 永

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 了同 l 番 3 号

T E し 06- 364- 3056 (代)

東京・神戸・広島・岡山

名 古 屋 ・ 岡 山 ・ 札 幌 ・ 苦 小 牧 ・ 浜 松 ・ 滋 賀

京 都・高砂・ 三 原Ｎｾ山・松山・新居浜・福岡 ・沖縄

T - ; 7ト圃. ' "工: ，; =. ; ニ戸J レ ヲ 輸 到9 f t

?坐z

I ロ取締役社長

&  

内外産建築用大理石

花闘岩・其ノ他石材

ネオパリ工

」、.

令ｾ

-、一，-

社

支 1苫

事業所

本株式会社旭大理石工作所

電 話 ( 06) 954- 6661代表

電 話 ( 07746) 2- 0  3  7  4  

電 話 ( 08699) 3- 1  3 6 5  

干535 大阪市旭区中富 1 丁目 10番9 号

干610- 03 京都i 府綴喜郡凹辺町大住

干709- 04 岡山県和気郡和気町大字原

本社工場

京都工場

岡山工均

Standard 

フ タ パナニワ媛匂12ii

ナ

エ

ワ

瓦

株

式

会

社

大

臣

市

植

過

区

元一

町

一

丁

目

七

四

二

電

踊

制

五

O

六

五

ｭ 目白 ｯ 侶 Ｘｾｾ 肱岡田肋ロ ＧＲｊＨｊＩｾ｀ 回

大 阪 支 部遺産大号 全 日 本 板 金 工 業 組 合 連 合 会

E股大言 社 団 法 人 日 本 建 築 板 金 協 会

奉 仕 感 謝 の 唐

タ イ ル 工 事 施 工

22 刈 簿 寝 零 歳 怠
大 阪 支 部

大 阪 府 板 金 工 業 組 合

理 事 長 福 本 大 元

〒 530 大 阪 市 北 区 西 天 満 4 丁目 2 需 4 号 電 話 回 一364- 377叫町

知 事

認 可

主士
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大 阪 市 西 区 西 本 町 1 ー 13- 33( 続 本 町バ ス 停 附 )

電 話 大 阪 06( 532)代 0461 ・550

天 理 営 雛 所 天 理 市 丹 波 市 町 新 町 50

: $ 



F  

特殊壁装材製造販売和室に最適

一一一一・票楽壁紙・ホクシノン ( 無機質壁紙)

t111l (株)耐0 ヨコ! J D:2

営 業 種 目

・防 水 工 率 塗布防水・シート防水 ・モ Jレタ Jレ防木

・樹脂注入後着工法 各積樹脂注入後11補修工7

・ 亀 裂 補 修 工 事 各種樹脂注入・充域 ・コーキング

・ シ ー リ ン グ 工 事 シリコン ・チオコール ・ウレタ ン ・アクリ Jレ

・吹 付 工 事 ア7 リJレ・リ シン ・弾性タイル・その他

Oll I貴 重 量 許 可 大 阪 府 知 事J午可( 般ー53) 第51225号

。日本シーリング工事業協会4 員

岡田ペーパー株式会社

。大阪市西区北堀江 2 丁目 5 番 20号

T  E  L  06- 531 - 4601(代)

06- 541 - 2305(.代)

フロアーサンデイングシステム関連商品

研 磨 材 料 & 研 磨 機 器

布 紙 ペ ー パ ー & ジ ス ク ペ ー パ ー

製 造 元 白 書

大阪市北区末広町 3 - 2  1  1.1.ι 、品旦t : . " D事- ........ 圃主主主

! i l . 相地所前町ピル201s  ｜ｾＯ＠ .... τ守ヲコ. : . ，. τ 7 4.1 11

TEL  06(315)0701 ，. ・， . . . . . . . . . .・-..-、... . . .・

販売元ポリ吋 Ｎｉｾ 拘届憧椋事、 ｴ 重量 ｚ 鼠企

本 社 / 東 京 郎 港 区 六 本 木 3- 16- 26 ・03- 臼 2-8811

大 阪H 業 所 / 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 7 ・06-202-3294

:r. : " nCSA 菅二 ＢＧ｢ ｬＡｾＺＮｉｉト
セキサンパイル ( S M. A C. P C. R C)  

カネライトフォーム. A L C.鋼 材

建 築 材 料 一 式

浜 宗 産 業 株 式 会 社

代 表取 締 役 j賓 岡 ?告

本 社 〒629- 31 京 郎 府 竹 野 郎 網 野 町 f : 網 野

T E L  ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0 ( 代 }

舞 鶴営 業 所 干624 舞 鶴 市 価 米 1 6  0 - 1  

T  E  L  ( 0773)  76 - 0133( 代 )

。-" .TJ-¥'V ｾＭ勝代の断熱郎、
' 参コ/ 司 令

目宜バイナリーシート P
目立バイナリーシート P は，目立防水シートに発泡ポリエチレンを独自

の貼り合わせ技術で積層した，ニ質構造の断熱費雇用二重防水シートて' す。

自豆電線株式曾批判開干畑区納Ｒｔ目 ＱＮＲｾ Ｈ 干代田 ピルＩ

デンカC S Aファミリー製品

・安二J nCSA. … … … … … … . ..・ H ・- …コンクリー卜のひびわれ防止に

( 膨張性混和材 )

. 7: 1ニ.In弓ヌヨニJ … … … … … … … ・… 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

( グラウト用無収縮材)

・子二 ｊｮ 司 ｆ ＺｊＮＭ字吻ＧｊＮｾ……………・・コンクリー卜躯体の漏水補修に
( 止水 ・補修 用急硬セメント)

ＮＷＺ ｾｮｅｓＮ … ・… ……・………………地盤補強用薬液注入
( 土質安定用急硬材)

・害ニ.，nI I OOO・・… … … … … … … … コンクリー卜パイルの早期出荷と

( 製品用超高度混和材) ハイモメン卜製造用に

電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東京 ( 0 3 ) 2 7 2 - 8 5 0 1  

光 洋 物 産 株 式 会 社

T E L 大阪 ( 0 6 ) 2 5 2 - 6 0 0 0  

小 浦 産 業 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

: : トーコー/ 本社

T E L 滋賀・守山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  
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Tf I J I レヲ! 乱暴ゆJl
特 許・耐酸被覆鋼板

耐久建築屋根・外壁材料

‘
.

E

B

-

-

E

E

E

，，.

ザ
E

，

エ

種・オリエンタJ レカラースーパーメタJ レ( C5PM)

・オリエンタルスチールライト ( 5 T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

施任責

r ι .、

昌色 彩 豊長 尺 物

品

/  

半 世 紀 の 実 績 が

誇 る 技 術 と

ア フ タ ー ケ ア ー

S 小波 ・S 大 i皮・V i皮・ボックス i皮・W ジ ャ ン ポi皮・V デッ キ

S Vジ ャ ン ポi皮・其 の他

平 板 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・エキゾスター( 強制) )  

ホーンタイト( 防音壁) ・其の他

※ カ タロ グ を御請求 下 さい

i皮板規格

途用

'  

Tl I J I !J 9J 乱暴9J l 製造株式会祉

電 話 蕨 ( 0484) 42 - 3115 ( 代)

尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26 松 本 ビ ル 電話大阪 (06) 412  - 5131 (代 )

尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26 松 本 ビ ル 電話大阪 (06) 412 - 5131 (代 )

大阪 ・九州 ・名古屋 ・広島 ・東条 ・メIJ谷

姫 路 ( 東 洋 建 材 工 業. 株)

藤 長 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号

東 北

〒 660

〒660

〒 335

盛

東 京 本 社 及 工 場

支 l苫 及 工 場

5 月 77日 発 亮 /

1，380円
予 価

株式会社 建 築 技 術

⑤ 160 東 京 都 新 宿 区 北 新 宿

1- 8- 1 中 島 ビ ル

霊堂東京 ( 363)  4  2  1  1  (代 )

閉
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・
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8
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ザ
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最大の敵。
立重 な資誘f '7. tc" も建物にと って最大の

敵となることもあります。

日本アスは多年の経験と 実積を 生かして

完全防水に取り組むプロ 集団です。

地 区

北 海 道

会 社 名 所 在 地 電 話

ト フ ジ エ 喋 株 式 会 社 tLI見市 r EL Ol 1 ( 822)0331  

日 本 防 水 総 業 株 式 会 社 fLI見rl j T E L OII ( 23 1  )75 11  ｦ ｾ＠

日 本 防 水 総 撲 側 旭 川 出 張 所 lI!l川 ，，; T E L OI 66( 47 ) 1050 

日 本 防 水 総 蝶 側 釧 路 出 張 所 自IIW時rl j IT L OI5'1( 23)2056 

日 新 磁 工 側 札 幌 出 張 所 ネL申見 rH T E L OI I  ( 663)  Ｑ ＵＲＵ ｦ ｾ＠

大 和 工 業 側 苫 小 牧 出 張 所 ""1 小 牧 市 r E  L O 1'14( 34 )3358 

大 和 防 水 エ 柴 株 式 会 社 fLI見rli r EL OI I  ( 6'11)  1717  

開 発 株 式 会 社 f*11I di  T E  L O 188(  24  )2233 

北 J軍建材工喋側仙台営君臨所 fl lJ ti rl i  ｔｅｌＰＲＲＲ Ｈ ＹＶ Ｉ ＶＷＶＸ ｦ ｾ＠

協和建材工事鞄側仙台支庖 }  1' 0戒di T EL 02236( 6 ) 1136 

日 新 建 エ 側 仙 台 支 庖 flhti 市 T E  L 0222(  73)  1921 代

日 新 建 工側 青 森 出 張 所 山阜市 T E L OI 77( 22)3155 

日新建工鮒 秋 田 出 現 所 f* lIl ，!i T E L OI 88( 65)034 1  

日 新 建 エ側 郡 山 出 張 所 間i山 市 T E L 0249( 23) 1677 

日 新 建 エ側 盛 岡 出 張 所 弘主 ｬ 話ｾ ，Ii T E L 0196( 4 1  Ｉ ＷＸＸＸｦｾ＠

日 新 建 工仕掛山 形 出 張 所 ilJ 庁:3 ，1i T E L 0236(41 )5891 

葵 工 業 株 式 会 社
主' * 1王

ｔｅｌＰ ＳＨ ＶＳＲ Ｉ Ｓ Ｓ ＸＵｦｾ＠

伊 藤 建 材 株 式 会 社 (i Mt 区 T E L 0 3( 842 )  1431  ｦｾ＠

金 問工 業 株 式 会 社 lirlfil>{ T E L 0 3( 363 )434 1  fl: 

北 原 建 材 工 業 株 式 会 社 ぷH¥; di T E L 0 3( 307 )  1661  ｦｾ＠

木 下 工 業 株 式 会 社 J品川 区 T E L 0 3( 634 )082 1  ｦ ｾ＠

協 立 エ 撲 株 式 会 社 足 立 I>{ T E L 0 3( 889 )6235f l: 

大 東 ス レ ー ト 株 式 会 社 "' -ι1><: T E L 0 3( 883 )313 1  fl: 

株 式 会 社 東 京 シ ン グル ｆ 点 Ｎｉｊｊｉｾ T E L 0 3( 994 )3861  

東 京 涯 膏 株 式 会 社 民川 1><: T E L 0 3( 803) 3481  ｦｾ＠

合 資 会 社 中 西 商 会 11，d，! i守1><: T E L 0 3( 96J )  Ｑ ＹＲＴｦｾ＠

日 新 建 ヱ 株 式 会 社 Jf_ ι l 主 T E L 0 3( 870)6231  ｦ ｾ ，＠

日 本 綜 合 防 水 株 式 会 社 渋 谷 区 T E L 0 3( 403)0 171  ｦｾ＠

聖子ロエ材株式会社 ｾｴｲ＾＼Ｚ＠ T E L 0 3( 903 )4151  2  

織 田 工 業 株 式 会 社 ｲ Ｇ ｦｾ Ｑｬｉ Ｑ 正 ｔｅｌＰＳ Ｈ ＲＶＳ Ｉ Ｔ ＸＶ Ｑ ft  

富 士 工 材 株 式 会 社 tL点 区 T E L 0 3( 634  Ｉ Ｐ Ｑ ＶＳｦｾ＠

蔵 ;.!I. 育 興 業 株 式 会 社 中野 区 T E L 0 3( 367 )  1611 

フ タ パ 興 業 側 東 京 営 柴 所 。(!;I>{ T E L 0 3( 59 1  )249 1  ｦ ｾ＠

古 川 株 式 会 社 f i  ｾ Ｚ｛｛正 ｔ ｅｌＰＳ Ｈ ＸｾＴ＠ )4151 ｦ ｾ＠

北 侮;11: 背 工 操 株 式 会 社 ｩ｛ｾ ＨＨ 王 ｔ ｅｌＰＳ Ｈ Ｖ Ｑ Ｓ Ｉ ＳＹＶＳ ｦｾ＠

大 和 工 業 株 式 会 社 民川 l正 T E L 0 3( 802 )4751 )  

;!lf 青 建 材 株 式 会 社 ｔ Ｇ ｦ ｾ 川区 T E L 0 3( 861  )2706 8  

有 限 会 社 神 守 建 材 社 I¥¥'tli'l n  di T E L 0468( 22)4288 

金 港 返 青 株 式 会 社 IiYt i n，li T E L 0 4 5( 42 1  )6521  2  

不 二 防 水 ヱ 喋 株 式会社 ｬｩｙ ｩ ｩｊｾ､ｩ＠ r E L 045( 23 1  )4461 

北 原 建 材 工 業側 千 葉 営 操 所 下 ｾ､ｩ T E L 0472( 22 )3 16 1  ｦｾ＠

日 新 建 エ 附 千 葉 出 張 所 下主主"i r E  L0472(  52 )0707 ｦｾ＠

三 和 工 業 株 式 会 社 di l l( di r E  L0473( 57 Ｉ Ｕ Ｑ ＵＳｦｾ＠

糖 f言;11: 膏 株 式 会 社 自 ｬ 汁 Ｎ ｾｉｕ r EL 0474( 38)4511 

石 田 建 材 工 業 株 式 会 社 ｉ｜ Ｂｾ 由品 ｲｬ ｩ T E L 0273( 27)3302f l: 

石 田建材工覇控除j大 宮 支1苫 大 1・' :"i T E L 0486( 5 1)  125 1  

石 田建 材 側 小 山 出 張 所 '1、i l ldi T EL 0285( 23)501 1  ｦ ｾ＠

;歴 膏 建 材 側 宇 都 宮 出 張 所 i匂r.l n: ';di T EL 0286( 22)9737 

株 式 会 社 奈 良 屋 水 l i rli T E L 0292( 41 )5 141 ｦｾ＠

茂 興 業 株 式 会 社 tJf i!..} rfj T  E  L0252(  28 )035 1  

鹿 住 防 水 エ 蝶 株 式 会 社 L 魁 rl i T E L 0255( 24  )3402 

株 式 会 社 仙 嶺 松 本 山 ｔｅｌＰＲＶＳ Ｈ ＵＸ ＩＳ Ｑ ＸＸｦｾ＠

株 式 会 社 折橋 政 次 郎 商1苫 刈 It. j di T EL 0766( 22)0999 

性嗣折 橋 商 庖 金 沢 営 難 所 金 沢 市 T E L 0762( 47 )4139 

一 公 工 業 株 式 会 社 r¥' f J 附J ! i T E L 0766( 23)0391 

日 精 工 業 株 式 会 社 金 沢 市
T E L 0762(40)  110 1  fl: 

マ ル セ 化 建 株 式 会 社
令 il{ ，!i T E L 0762( 42)5 15 1  

区

陸

海

地

北

京

Z紅 1ヒ

関 東

近 畿

中 国

四 国

北 九 州

f言 走盛

北 陸 南九州

会 社名

石 橋 建 材 株 式 会 社

協 和 建 材 工 業 株 式 会 社

三 井工 業 株 式 会 社

三 億 建材 工 喋 株 式 会 社

合 資 会社 ，青谷 商 l苫沼 瀦 支 庖

大，也建エ 株 式 会社

重 喜 防 水 ヱ 喋株 式 会 社

辰 己 防 水 ヱ 柴 株 式 会 社

中央 連材 エ雑 株 式 会 社

東 京 建材 工 業 株 式 会 社

東 海 物 産 株 式 会社

日本建材 鋼業 株 式 会 社

宮 崎 建 材 株 式 会 社

名 涯 工 業 株 式 会 社

株 式 会 社 岩 昇

株 式 会 社 名 神 防 水

吉 田 防 水l苫

株 式 会 社 神 原 商 庖

回 線 工事 株 式 会 社

清 水 興 業 株 式 会 社

日 新 エ 材 株 式 会 社

日新建エ榊j大 阪 出 張 所

日 本 綜 合 防 水 附 大 阪 支 庖

ヒ 力 リ 工 業 株 式 会 社

フ タ パ 興 業 株 式 会 社

有 限 会 社 丸 腹 商l苫

久 下高 庖

東 洋 建 材 株 式 会 社

中 村 涯 膏 工 業 株 式 会 社

棚 田建 材 有 限 会 社

有 限 会 社 ミ サ キ 商 会

マル フ ン エ 蝶 株 式 会 社

株式会社三，羊妓建

三 和 防 水 工 業 株 式 会 社

豊 永 建 材 株 式 会 社

大 和 工 業 側 広 島 出 張 所

株 式 会 社 巴商 会

平日光工業株式会社

大 三 工 喋 株 式 会 社

徳 島 大 三 工 業 株 式 会 社

株 式 会 社 マ ル マ ス 河 野 商 庖

側 マル マ ス 河 野 商 広 松 山 支l苫

株 式 会 社 山 本 商 会

大 三 工 業 側 高 知 支J苫

安 蕗 工事 株 式 会 社

加 茂 装 備 株 式 会 社

草 野 工 業 株 式 会 社

日 建 ヱ 材 株 式 会 社

株 式 会社 工 材 社

株 式 会社 三 宮 エ 材

安 穏 工事 株 式 会 社

山 崎 工 業 株 式 会 社

株 式 会 社 大 ニ 商 会

日 新 興 業 株 式 会 社

株 式 会 社 北 原 建 材 商 会

株 式 会 社 沖縄 装 奨 エ

所 在 地 電 話
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r，，'，hl dj  T E L 052( 411 )6621  

才'，，' ;oi 市 T E L 0 5 2( 721) 2211 fl: 

r，市民市 T E L 0 5 2( 571 ) 554 1  ft 

'Y，，1i ' bi 山 T E L 0 5 2( 331) 1531 代

名山 hl ，li T E L 0 5 2( 72 1  ) 538l f l: 

一 山 市 TEL 0586( 24 )0505 '  1678 

-1: ，'，' ，d， T E  L0582(  71 )7459 

，!f. IR¥d， T E L 05732( 5) 3297 

'，j ' II ，11 T E L 0 6( 909 )  1433 ， ( 908) 1282 

大 阪 di T E L 0 6( 211 )63856 

大阪，! i T E L 0 6( 372)0250 3  

大阪市 T E L 0 6)541 )37856 

大阪市 T E L 06( 326)3845 6  

大阪市 T E L 0 6( 361  )0471 5  

大阪市 T E L 0 6( 395)  1051代

日XIII di  T E L 0 6( 385)2781代

大阪市 T E L 0 6( 35 1  )2 150代
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I.L: I: ，¥ di T E L 0 8 2( 264 ) 2761 

j':古Il di T E L 0836( 21  )0760 
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ｾｴ＠ 九州 di ｔｅｌ ＰＹＳ Ｈ ＹＲＲ Ｉ ＷＶＳｉｦｾ＠

ｎ ， Ｂｾｩｪ､￭＠ T E L 092( 801  )7822代

北 九 州 T E L093( 37 1)  1468代

大 分 市 T E L 0975( 36)2326 7  

以前布保 T E L 09588( 2) 2450 

」ヒ九州 T E L 0 9 3( 94I  )5441 

i ，.，) di T E L 0985( 47) 6155f l: 
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鹿 児品 市 T E L 0992( 23)9395f l:

m; 柑1，lj T E L 0988( 87) 384i  

協 力 組 合 員

北 海 道 ク レ ミ ス エ 蝶 株 式 会 社

株 式 会 社 亙 建 防 水 工

株 式 会 社 昌 興 建 殺

株 式 会 社 ソ ロ 防 水 北 海 道

株 式 会 社 防 水 セ ン タ ー

関 東 有 限 会社 荻 野 防 水 工 捜 所

株 式 会 社 建 工

大 興 工 業 株 式 会 社

株 式 会社5畳屋 本 庖

合 資 会 社 東 日 本 制 水

有 限 会 社 飯 田 産 業

有 限 会 社 鹿 島 建 エ

勝 美 涯 膏 工 業 株 式 会 社

株 式 会 社 コ ム ナ

ク リ ス テ ル 工 業 株 式 会 社

札帆r ( j T E L OI I ( 882)  1232fl: 関 東

':W1.ム市 T E L OI55( 25)5776代

砂 川 市 T E L OI255( 4 ) 1166代

宇LI見r( i T E L OI I ( 751 ) 1736f l: 

.fLI昆，IJ T E L OI I ( 683 )56 16fl: 

八ド di T E LOI78( 22)8386 '  ( 43)7947  中 部

)(1取di T E L 02365( 5 )4400 

}止r( j ｔｅｌＰＲＲＲ Ｈ ＵＲ Ｉ Ｔ ＹＲＰ ｦｾ＠

九i!:，¥r( i ｔｅｌＰＲＴＵ Ｈ ＲＲ Ｉ Ｖ Ｑ ＰＶ ｦ ｾ＠

b 、わき，Ii T E L 0246( 26)3588f l: 

jii i.¥lnI ｔｅｌＰＲＸＰ Ｈ ＹＸ Ｉ Ｑ ＲＷＴｦｾ＠ 関 西

i:i i lt，li  T E L 0439( 87)0272f l: 

似 崎 区 T E L 0 3(930)2350 

似 陥 区 T E L 0 3(972)0281  

中 野区 T E L 0 3( 372) 2451  代

有 限 会社 児 島 防 水 工 襲

新 防 水 株 式 会 社

株 式 会社 大 ニ 商 会

日 涯 工 業 株 式 会 社

マサ ル 工業 株 式 会 社

伊 藤 防 水 エ 摸 有 限 会 社

小 野 建材 株式 会 社

長 登 工 業株 式 会 社

合 資 会社 明 光 建 材

北 陸 涯 膏 工 業 株 式 会 社

株 式 会 社 太 陽 エ ポ y ク ス

松 村 建 ヱ 附 滋 賀 支l苫

有限会社和研防水工事塵

Ｏｬ ＱＮｾ ､ ｩ＠ T E L044( 299)248I f l: 

IL V: I>{ T E L 03( 605) 1855 

筑/ l 11>{ T E L 0 3( 803)2651  2  

'1'If.f d， T E L0552( 32) 5477 

il : 点 IK T E L 0 3( 643)59 1Ift 

1'， ....liidi T E L052( 503)  ｉ ｉ ＷＲ ｦ ｾ＠

岐 小，Ii T E L0582( 31)7 158 

1'， ，' ;b!. ，li T E L052( 751 )8 141 

r， ，'，h¥，¥i TEL 052( 524 ) 1411 

i! '，i l 'di  T E L 0765( 22)4523 

大阪市 T E L 0 6( 302)2492 

6韮1'iV，¥ TEL 07494(6 ) 127i  

l u: 1k山山I T E L 0739( 43) 1l 6If l: 

- 建設省東計第240号認可
日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 協 同 組 合

本 部 東 京 都 足 立 区 千 f主 東 2 - 2 3 - 4

関 東 支 部 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 3 - 4

中 部 支 部 名 古屋 市 千 種 区 千 種 通 り 2 - 19( 岐 阜正 ビ ル )

関 西 支 部 大 阪 市 西 区 新 町 l ー 1 2  - 2  

九 州 支 部 福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 前 1 - 2 4 - 1 0

北 海 道 支 部 札 幌 市 中 央 区 南3条 西 13- 3 19( 柴 田ビル 4 F )  

n ( 8 70 ) 5051 - 2  

日新 工 業 内 包 ( 8 8 2) 24 24 ( 代 表)

日 新 工 業 内 公 ( 741 ) 6257 ( 代 表)

日 新 工 業 内 包 ( 5 3 3) 3 191 ( 代 表 )

日 新 工 業 内 n ( 4 5 1) 1095 ( 代 表 )

日 新 工 業 内 包 ( 281 ) 6 3 2 8( 代 表)
製 造 元 日 新 工 業 株 式 会 社
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. 三星ベーパス、 日 庄二会/ 1 ¥ｾＢ�＾Ｉぶ、ｾョヒ〆Ｍ、ノハ主 Ｑ ＭＭｬＭｾ＠ /  

ｻ並区元｜ＨＯＩＧ地 ｾｔｬ 旦をつ、リました Ｐ ・Ｏ
三星べーパス・ステンレスベーパスは、防本肘の立 1-.

1
) 部からiM気抜きを行う、もっと

も優れたikll 気抜きシステムです。

五11'1 Il J i 水におけるふくれ防止に取組んで、きた 111 向ルーフイングが、 |百|期的 な_U 去

〈絶縁工法一部分接着工法〉 をIJH発、さらに露出| りJ ノド機能を 一段と高める湿気抜

き材 〈三星ベーパス・ステンレスベーパス〉 を登場させました。

三星ベーパス

パリボード工法+

三星ステンレスベーパス

三星べーパス

部分接着工法+

三星ステンレスベーパス
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一
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一
• 1  Ｚ 記 ｔｗ と Ｑ ￬ＱＢ川すれば、Ｎｦｉ ｊｌ 想的な ｩｬｵｾＮ 気抜きシステムが完成します 。

露出防水の機能を高める、湿気抜き材料
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九55

五品己
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円 は堅

送 FT

料川

共 託

、J 状 番

三掌ベーパｾ <:ll.J:. I) 鯛 〉

三讐交手ンι 実・吋tgfJ R

田島ルーフィング株式会社

東京 干 101 東京都千代田区岩本町3- 1ト 13 電 話 ( 03) 862- 8531

大阪 干550 大阪市西区京町堀卜 10-5 電話 (06)443-0431

札 幌 ・仙 台 ・ 金 沢 ・ 名 古 屋 ・広 島 ・高 松 ・福 岡マ

03379- 5  

- 企画係まで資料をご請求ください。

雑 誌


